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　広島県地域保健対策協議会は，県内における保健・医療・福祉に関する事項を総合的に調査，研

究，協議し，その結果を保健医療施策に反映させ，もって県民の健康の保持・増進と福祉の充実に

寄与することを目的として昭和 ₄₄ 年に設立されました。これまでも多くの提言を行政等の関係機関

に対し発信し，多大の成果を挙げてまいりました。

　発足以来 ₄₀ 余年を迎えましたが，このような組織は他県にもあまり例がなく，全国的にも非常に

注目されており，ますます県地対協に対する期待が高まっております。

　近年，医療資源の地域偏在解消，がん対策，感染症対策，大規模災害への適格な対応や救急医療

対策，生活習慣病対策，自殺やうつ病などの精神保健対策，チーム医療の推進など喫緊に取り組む

べき課題が山積しております。

　こうした状況に的確に対応し，県民の健康保持増進と，保健・医療・福祉に対する県民の期待に

応えていくためにも今まで以上に県地対協は活発な活動を行っていく必要があると考えております。

　このため，本年度は広島県の医療資源の偏在解消に向けた課題整理や，医療分野の施策，事業に

ついて検討を行うほか，胃がん・大腸がんの検診から精密検査・周術期医療を経てフォローアップ

に至るまでの地域連携パスの作成について検討を行い，また，既に作成されたパスについては運用

実績の検証や改善を図ってがん診療連携拠点病院の医療水準の向上，評価について検討してまいり

ました。

　一方，感染症に対する危機管理体制の構築のための検討や，大規模災害に備えた集団医療救護訓

練なども実施しております。

　その他，在宅ケアや緩和ケアの推進，特定健康診査の受診率向上等を含めた生活習慣病対策や，

医薬品の適正使用等についても協議・検討を行うなど多くの成果を上げております。

　このように県地対協では，それぞれの専門家が分野を超えて一致協力して問題解決にあたる場と

して活発な活動を行ってきており，その果たすべき役割は今後ますます大きくなっていくと痛感い

たしております。

　今後とも健康と安全を守るために，皆様方のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　

　　　　平成 ₂₄ 年 ₁₂ 月

　広島県地域保健対策協議会

　会　長　　平　　松　　恵　　一
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Ⅰ．　目　　　　　的

　地域に必要な医師等が確保され，安心できる医療
サービスを受けることができる医療体制を実現する
ためには，医療資源の偏在解消などをはじめとした
医療提供体制の最適化を推進していく必要がある。
　このため，23 年度，24 年度の 2ヵ年で，医師の診
療科・地域偏在の解消に向けた調査・分析および今
後の取組みの方向性の検討を行うこととし，23 年度
においては医療提供体制や患者動向の現状を精緻に
把握・分析したうえで，将来推計を行った。

Ⅱ．　委員会の開催

（₁）第 ₁回医療従事者対策専門委員会
　　①開催日時　平成 24 年 2 月 13 日（月）19 時～
　　②協議事項

医療資源の偏在解消に向けた調査・検討につ
いて
・医療資源の偏在解消に向けた分野別の課題
について
・地域ごとに必要な医療を明らかにするため
の分析項目について
・望ましい医療を考える際の検討項目につい
て

（₂）第 ₂回医療従事者対策専門委員会
　　①開催日時　平成 24 年 3 月 22 日（木）19 時～
　　②協議事項

医療資源の偏在解消に向けた調査・検討につ
いて
・現状分析結果の解釈について
・次年度に向けた検討の方向について

Ⅲ．　調査検討概要

　分析については専門コンサルタントを活用し，本
委員会において調査・分析手法の検討や地域特性な

医療従事者対策専門委員会

（平成 23 年度）

医療従事者対策専門委員会　平成 23 年度報告書

広島県地域保健対策協議会 医療従事者対策専門委員会

委 員 長　平川　勝洋

ど医療現場における実態を踏まえた検討を行った。
₁　現状分析
（1）方　法
　医療提供体制の現状については，各種公開データ
（統計・DPCデータ等）を用いて，県民の健康状態
や供給・需要の概況，近年のトレンドに関して，広
く特徴と課題を整理した。具体的には，県の各種医
師数データと，患者調査のデータを用いて広島県の
医療機関別・診療科別の医師数・患者数を把握し
た。それに基づき，市町別・診療科別の医師数の偏
在状況を分析した。
　その際，レセプトデータを用いて，患者の受診動
向，医療機関ごとの患者構成，市町ごとの医療提供
状況などを分析した。ただし，活用したレセプト
データは，市町国保・後期高齢者医療制度分のみが
対象で，かつ期間も 1～2ヵ月と短期間に限定されて
いる。
　なお，現状分析に当たっては，県内の医療関係者
（医療従事者・大学・行政等）約 40 名に対するイン
タビューを実施し，医療提供の現場実感と齟齬を来
たすことのないよう留意し，定量的なデータと現場
の実感との差異がある場合には，そのギャップにつ
いて検討を加えた。
（2）結　果
　①概況
　広島県全体で見ると，人口当たり医師数・施設数
等の供給体制は他都道府県と比べて遜色ない状況に
あることが確認された。他方，受診頻度の高さも確
認され，そのために医師の負担が増大している可能
性がある。これは，医療サービスについては，供給
が需要を創出する可能性が指摘されており，広島県
の場合には，このメカニズムが作用しているという
臨床医師からの指摘も多く，県内での暗黙の共通認
識となっていることがうかがわれた。
　また，近年，中山間部・島しょ部の高齢化などの

（　　）3



影響を受け，需要が増大する一方，それらの地域で
は医師数の減少傾向があるため，そのギャップをど
う埋めるかが課題となることが示唆された。
　②医療資源の分布状況
　医師偏在は複数の市町で，過半の診療科にわたっ
てそれぞれ数名単位で生じている可能性がある。
　偏在を見るための具体的な方法としては，医師の
偏在状況を図る一律の客観的な方法論は確立されて
いないことから，各種指標に基づく機械的なベンチ
マーキングにより，市町・診療科別に分析を行った。
　その結果，各市町を一定水準に均てん化するとい
う前提で医師の負担度合いを図るという考え方に立
つと，過半の診療科でそれぞれ数名単位の医師不足
の状況が確認された。
　医療機器は満遍なく各市町に分布し，むしろ中山
間部における稼働率の低さが問題となっている可能
性があり，これらの点については，医療機能の分担
の在り方と合わせ今後の施策の方向性を検討する必
要がある。
　救急医療については，現場到着時間や救急搬送時
間は地域ごとに差が生じている。
　また，広島県では，尾道市などで地域包括モデル
の原型となるべき地域での医療・介護の連携が図ら
れているケースもあるが，全体としては，在宅医療
が十分に行われていない可能性が示唆された。

　③医療サービスの状況
　医療手技の実施状況についての分析を行ったとこ
ろ，がん手術・心疾患手術などの高度医療手技にお
いて，中山間部の住民が受ける件数は沿岸部の住民
の件数より低い状況にあることが分かった。
　医療機関の連携の状況を把握するため，診療情報
の提供を見ると，中山間部・東沿岸部の件数は西沿
岸部の件数よりも低い水準にあることが分かった。
また，都市部の医療機関に明確な機能分担はなく，
多くの医療機関ががん手術・心疾患手術などの高度
医療を同様に提供している状況が確認された。
₂　医師の需給に関する将来予測
　23 年度においては，過去のトレンドの延長による
将来予測を行うこととし，市町・診療科別の医師
数，患者数の2006年から 2010年の変化から 2020年
の状況を試算した。

Ⅳ．　今後の検討の方向

　24 年度においては，医師の需給について 23 年度
に行った将来予測結果を踏まえ，今後顕在化すると
考えられる社会的・経済的・医学的な因子をパラ
メータとして加味したシミュレーションを行うとと
もに，県民の医療へのアクセス状況について分析
し，これらを踏まえ ,医療提供体制の最適化に向け，
今後取組むべき方向性の検討を行うこととする。
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広島県地域保健対策協議会　医療従事者対策専門委員会
委員長　平　川　勝　洋　広島大学ひろしま地域医療協議会
委　員　宇津宮　仁　志　広島県健康福祉局
　　　　烏帽子田　　彰　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　坂　上　隆　士　地域保健医療推進機構
　　　　阪　谷　幸　春　広島市健康福祉局
　　　　佐々木　昌　弘　広島県健康福祉局
　　　　竹　内　啓　祐　広島大学医学部
　　　　棚　多　里　美　広島県健康福祉局
　　　　檜　谷　義　美　広島県医師会
　　　　堀　江　正　憲　広島県医師会
　　　　松　村　　　誠　広島県医師会
　　　　松　本　正　俊　広島大学医学部
　　　　三　森　　　倫　佐伯区厚生部
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Ⅰ．　は　じ　め　に

　広島県の小児医療体制において，一部の地域（圏
域）において ₂₄ 時間 ₃₆₅ 日の小児救急医療が受けら
れないなど，県民に対して十分な小児医療が提供で
きているとは言えない現状がある。また，平成 ₂₂ 年
の医師数調査において，広島県で小児科を標榜する
医師数は ₁₅ 歳未満の小児人口 ₁,₀₀₀ 人あたりでは全
国平均をやや下回っている。
　このため，小児医療に係る相談支援体制の充実
や，かかりつけ医の確保，高度な小児医療・小児救
急医療との連携体制の強化とともに，療育・療養施
設と連携した支援体制の構築が必要となっている。
　本委員会では，各圏域の小児医療提供体制の現状
と課題を把握し，圏域ごとの基本的な考え方を検討
した。

Ⅱ．　広 島 県 の 現 状

　県内の小児人口（₁₅ 歳未満）は，平成 ₁₈ 年の
₄₀₄,₂₆₇ 人から，平成 ₂₃ 年は ₃₉₂,₉₆₄ 人と減少して
いるが，小児人口を人口割合でみると，平成 ₂₃ 年現
在では ₁₃.₇₈％を占め，全国で高いほうから ₁₂ 番目
の水準にある。また，合計特殊出生率も全国平均を
上回る状況が続いている。

小児医療提供体制検討特別委員会

（平成 ₂₃ 年度）

小 児 医 療 提 供 体 制 の 確 保 に つ い て

広島県地域保健対策協議会　小児医療提供体制検討特別委員会

委 員 長　小林　正夫

　県内の小児科医師数の変化を表 ₁に示すが，全体
の医師数は平成 ₁₂ 年からほぼ横ばいで推移している
ものの，病院勤務の小児科医の数が ₂₀ 名減少してい
る。また，小児人口 ₁₀ 万人あたりの小児科医師数
は，全国平均と比較して，平成 ₂₂ 年の調査時点で
は，₅.₄ 人下回っている。特に，内陸部（備北圏域
等）の小児科医師数は広島県全体と比較して，小児
人口あたりの数が半分以下となっており（表 ₂），都
市部と内陸部の偏在が明らかである。
　小児の救急医療については，地域によって ₂₄ 時間
₃₆₅ 日の二次救急医療体制がとれず，空白日が生じ
ている圏域がある。小児の二次救急医療機関を訪れ
る患者数のうち，₉割以上は軽症であることが指摘
されている（日本医師会「小児救急医療体制のあり
方に関する検討委員会報告書」（平成 ₁₄ 年ほか））よ
うに，小児救急患者はその多くが軽症患者であり，
かつ，重症患者を扱う医療機関においてさえ軽症患
者が多数受診している傾向にある。病院勤務小児科
医の時間外診療時間の増加は，勤務医師の疲弊につ
ながり，それが小児科医師不足の原因となるような
悪循環を招いている。近年は療育者や一般住民の協
力のもとに，軽症患者の時間外受診を少しでも減少
させ，小児科医師の勤務状況を悪化させない取組が
各地で行われている。特に，電話相談の導入や療育

表 ₁　小児科医師数の推移（単位：人）

H₁₂ H₁₄ H₁₆ H₁₈ H₂₀ H₂₂ 増減
（H₂₂－H₁₂）

主たる診療科（病院） ₁₈₉ ₁₈₈ ₁₈₀ ₁₆₆ ₁₆₉ ₁₆₉ ▲ ₂₀
主たる診療科（診療所） ₁₅₂ ₁₅₇ ₁₆₉ ₁₇₀ ₁₆₃ ₁₇₇ ₂₅
主たる診療科（広島県） ₃₄₁ ₃₄₅ ₃₄₉ ₃₃₆ ₃₃₂ ₃₄₆ ₅
（小児人口 ₁₀ 万人対） 80.2 82.5 84.4 83.1 83.2 87.7 7.5

主たる診療科（全国） ₁₄,₁₅₆ ₁₄,₄₈₁ ₁₄,₆₇₇ ₁₄,₇₀₀ ₁₅,₂₃₆ ₁₅,₈₇₀ ₁,₇₁₄
（小児人口 ₁₀ 万人対） 76.6 80.7 83.5 84.5 88.7 93.1 16.5

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」
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者への小児疾患を理解させる勉強会などの企画によ
り，軽症小児患者の時間外受診抑制に繋がるような
方策が，徐々に効果を上げてきている。

Ⅲ．　各圏域における小児医療体制について 
（小児救急を含む）

　図に広島県市町の小児科医師数ならびに各圏域の
簡単な特徴を示し，以下に各圏域の小児医療提供体
制について，現状と課題をまとめる。

（広島圏域）
　圏域は ₂市 ₆町からなり，県内で最も面積が大き

い圏域である。人口は県内の約半分を占め，人口に
占める小児人口の割合も最も高い圏域である。医療
機関や医師などの医療資源は，人口の多い南部に集
中する傾向にある。
　救急体制は初期，二次とも，小児救急医療拠点病
院である舟入病院が，広島圏域のみならず，隣接す
る広島西医療圏域も含めてカバーしている。このほ
か，休日の日中は在宅当番医が，日曜日の夜間には
安佐市民病院が救急診療を行っている。
　救急は舟入病院が一手に引き受け，専門性の高い
疾患はそれぞれの専門領域の病院で対応する体制が
出来ており，地域全体でひとつのこども病院の体裁

表 ₂　地域ごとの小児科に従事する医師数（主たる診療科）の推移
（単位：人）

区　分
平成 ₁₆ 年 平成 ₂₂ 年 医師数比較

（H₂₂－₁₆）医師数 小児人口 ₁₀ 万人対 医師数 小児人口 ₁₀ 万人対

三大都市※ ₁ ₂₃₆ ₈₆.₉ ₂₄₁ ₉₀.₅ 　 ₅
内陸部　※ ₂  ₁₈ ₅₂.₆  ₁₁ ₄₀.₉ ▲ ₇
その他の地域  ₉₅ ₈₈.₀  ₉₄ ₉₂.₈ ▲ ₁

広 島 県 ₃₄₉ ₈₄.₄ ₃₄₆ ₈₇.₇ ▲ ₃

資料：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」
※ ₁　三大都市：広島市，呉市，福山市
※ ₂　内 陸 部：府中市，三次市，庄原市，安芸高田市，安芸太田町，北広島町，世羅

町，神石高原町

図　市町ごとの小児科医数
（平成 ₂₂ 年度医師歯科医師薬剤師調査　厚生労働省）
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をとっている。
　最近では，発達障害，心身症などの障害児の訓練
などの受入先が逼迫した状況であり，問題となって
いる。

（広島西圏域）
　初期救急は，休日昼間については，大竹市の休日
診療所では小児専門医ではなく内科医であるため可
能な範囲での対応となっている。廿日市市では小児
科医による在宅当番医制が対応しているが，すべて
の休日に対応できていない状況である。また，深夜
帯は圏域内には受け入れ先がないため，舟入病院の
ほか，岩国医療センター（山口県）へも患者が流れ
ている。

（呉圏域）
　平成 ₂₃ 年 ₁₀ 月から小児救急輪番制に参加の ₃病
院体制を ₂病院に集約した小児診療体制とした。₂
年前に産科が ₂病院体制としたことから，周産期医
療も含め ₂病院での診療体制とし，総小児科勤務医
師数は ₁名減ではあるが，従来の小児医療提供が継
続されている。
　初期救急は呉市医師会の休日夜間急患センターが
上手く機能しており，二次救急の負担軽減に役立っ
ているが，開業医の高齢化や勤務医の減に伴い，初
期救急を担うセンターの協力医が減少しており，ま
た小児科の新規開業も見込めない状況のため，勤務
医との連携が重要な課題である。

（広島中央圏域）
　小児救急医療については，東広島市休日診療所・
竹原市休日診療所，東広島地区医師会による小児科
在宅当番医制（初期救急）および病院群輪番制病院
（二次救急）などによる一般の救急医療体制の中で対
応しているが，更なる充実が求められている。
　二次救急は ₄病院による輪番制であるが，東広島
医療センター以外の病院には小児科医がいないた
め，小児救急については当番医以外の日でも東広島
医療センターで可能な限り対応している。
　東広島市では，東広島地区医師会による初期救急
の在宅当番医制が定着してきており，二次救急を担
う東広島医療センターとの役割分担が確保されつつ
ある。なお，県立安芸津病院では医師の確保が困難
となり，平成 ₂₁ 年 ₁₀ 月から土・日曜日の救急診療

が中止されており，沿岸部では開業医が少ないた
め，圏域内および隣接医療圏との連携を強化してい
く必要がある。

（尾三圏域）
　初期救急に関しては，尾道市では開業小児科医が
中心となって休日の在宅当番医として輪番制をとっ
ている。休日および平日の夜間は，尾道市立夜間救
急診療所で毎日対応している。三原市では三原市医
師会病院休日夜間急患診療所で平日午後 ₁₀ 時まで対
応している。しかし，休日と深夜帯の小児診療体制
がないため，これらの時間帯は JA尾道総合病院を
受診する患者が多い。
　二次救急は JA尾道総合病院が小児救急医療拠点
病院として ₂₄ 時間対応している。また，JA尾道総
合病院では，福山・府中圏域の二次救急空白日につ
いて，二次救急患者を受け入れており，現場の負担
が大きくなっている。
　島しょ部，山間部で小児科医師が不足しているほ
か，開業医の高齢化により，将来の体制に不安があ
る。

（福山・府中圏域）
　二次救急は ₄病院（福山市民病院，福山医療セン
ター，中国中央病院，日本鋼管福山病院）の輪番制
で対応しているが，平成 ₂₁ 年度に ₁₇ 人いた小児救
急医療対応医師が ₁₂ 名にまで減少するなど，二次救
急医療体制が確保できなくなり，平成 ₂₃ 年 ₃ 月から
夜間当番の空白日が生じることとなった。空白日
は，福山市内で受入できない場合は，隣接する尾三
圏域の小児救急医療拠点病院である JA尾道総合病
院へ搬送することもあるが，受け入れ側への負担増
は大きな問題である。
　平成 ₂₃年 ₅月から，行政とともに福山・府中地域
小児救急医療連絡協議会を開催し，救急の拠点化を
検討している。
　小児二次救急病院の夜間受診患者の状況をみる
と，₇₀～₈₀％が軽症患者であるため適正受診の啓発
や電話相談，夜間小児診療所の PRなどを積極的に
行い，患者の受診抑制に努めている。また，輪番制
₄病院のうち，福山医療センター，中国中央病院，
日本鋼管福山病院では，時間外選定療養費を導入
し，病院側の負担軽減を図っている。
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（備北圏域）
　開業小児科医師が少なく在宅当番医制などの初期
救急医療体制の構築は困難である。そのため，夜間
や休日は小児救急医療拠点病院である市立三次中央
病院や，庄原赤十字病院で初期救急も二次救急も対
応している。
　市立三次中央病院では，年間約 ₇,₀₀₀～₈,₀₀₀ 名の
小児救急患者を ₂₄ 時間対応で診ており，患者の割合
は，約 ₆割が三次市，約 ₁割が庄原市，残りの ₃割
は圏域外からの患者である。内訳は，₂割弱が安芸
高田市，そのほかが島根県や世羅郡からの患者とい
う内訳になっており，中国横断自動車道尾道松江線

の整備が進むと，島根県からの患者がさらに増加す
ることも考えられる。

Ⅳ．　小児医療の連携体制

　現行の保健医療計画の制度に準じ，小児医療にお
ける必要な医療機能（目標，求められる体制など）
を医療計画に記載し，県内の小児医療体制を明確化
するため，国の小児医療体制構築の指針を目安に，
表 ₃のとおり，広島県の「小児医療の体制」を策定
した。
　参考資料として県内の小児患者の動向や，医療資
源等に関するデータを付記する。
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の
初
期
小
児
救
急
医

療
に
参
画
す
る
こ
と

①
高
度
の
診
断
・
検
査
・
治
療

や
勤
務
医
の
専
門
性
に
応
じ

た
専
門
医
療
を
行
う
こ
と

②
一
般
小
児
医
療
を
行
う
機
関

で
の
対
応
が
困
難
な
患
者
や

常
時
監
視
・
治
療
の
必
要
な

患
者
等
に
対
す
る
入
院
診
療

を
行
う
こ
と

③
院
内
外
の
診
療
科
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
等
，
必
要
な
連
携
体

制
を
有
し
て
い
る
こ
と

④
小
児
科
を
標
榜
す
る
診
療
所

や
一
般
病
院
等
の
地
域
に
お

け
る
医
療
機
関
と
，
小
児
医

療
の
連
携
体
制
を
形
成
す
る

こ
と
に
よ
り
，
地
域
で
求
め

ら
れ
る
小
児
医
療
を
全
体
と

し
て
実
施
す
る
こ
と

⑤
よ
り
高
度
専
門
的
な
対
応
に

つ
い
て
，
高
次
機
能
病
院
と

連
携
し
て
い
る
こ
と

⑥
療
養
・
療
育
支
援
を
担
う
施

設
と
連
携
し
て
い
る
こ
と

⑦
家
族
に
対
す
る
精
神
的
サ
ポ

ー
ト
等
を
含
む
包
括
的
支
援

を
実
施
す
る
こ
と

①
入
院
を
要
す
る
小
児
救
急
医

療
を
₂₄
時
間
₃₆
₅
日
体
制
で

実
施
可
能
で
あ
る
こ
と
（
地

域
に
よ
っ
て
は
輪
番
制
と
し

て
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
）

②
院
内
外
の
診
療
科
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
等
，
必
要
な
連
携
体

制
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
小
児
科
を
標
榜
す
る
診
療
所

や
一
般
病
院
等
の
地
域
医
療

機
関
と
連
携
し
，
地
域
で
求

め
ら
れ
る
入
院
を
要
す
る
小

児
救
急
医
療
を
担
う
こ
と

④
高
度
専
門
的
な
対
応
に
つ
い

て
，
高
次
機
能
病
院
と
連
携

し
て
い
る
こ
と

⑤
療
養
・
療
育
支
援
を
担
う
施

設
と
連
携
し
て
い
る
こ
と

⑥
家
族
に
対
す
る
精
神
的
サ
ポ

ー
ト
等
を
含
む
包
括
的
支
援

を
実
施
す
る
こ
と

①
広
範
囲
の
臓
器
専
門
医
療
を

含
め
，
地
域
小
児
医
療
病
院

で
は
対
応
が
困
難
な
患
者
に

対
す
る
高
度
専
門
的
な
診

断
・
検
査
・
治
療
を
実
施
す

る
こ
と

②
療
養
・
療
育
支
援
を
担
う
施

設
と
連
携
し
て
い
る
こ
と

③
家
族
に
対
す
る
精
神
的
サ
ポ

ー
ト
等
を
含
む
包
括
的
支
援

を
実
施
す
る
こ
と

①
地
域
を
対
象
と
し
た
小
児
中

核
病
院
か
ら
の
紹
介
患
者
や

救
急
搬
送
に
よ
る
患
者
を
中

心
と
し
て
，
重
篤
な
小
児
患

者
に
対
す
る
救
急
医
療
を
₂₄

時
間
₃₆
₅
日
体
制
で
実
施
す

る
こ
と

②
小
児
集
中
治
療
室
（

PI
C

U
）

を
運
営
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
こ
と

③
療
養
・
療
育
支
援
を
担
う
施

設
と
連
携
し
て
い
る
こ
と

④
家
族
に
対
す
る
精
神
的
サ
ポ

ー
ト
等
を
含
む
包
括
的
支
援

を
実
施
す
る
こ
と

（
消
防
機
関
等
）

①
急
性
期
医
療
を
担
う
医
療
機
関
へ

速
や
か
に
搬
送
す
る
こ
と

②
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
，
適
切
な
医
療
機
関
へ
速
や
か

に
搬
送
す
る
こ
と

③
心
肺
蘇
生
法
や
不
慮
の
事
故
予
防

に
対
す
る
必
要
な
知
識
を
家
族
等

に
対
し
，
指
導
す
る
こ
と

（
行
政
機
関
）

①
急
病
時
の
対
応
等
に
つ
い
て
適
正
な
受
療

行
動
の
啓
発
を
実
施
す
る
こ
と

②
小
児
の
病
気
に
関
す
る
予
防
に
つ
い
て
必

要
な
知
識
・
技
術
等
に
つ
い
て
普
及
啓
発

を
図
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と

③
慢
性
疾
患
の
診
療
や
心
の
診
療
が
必
要
な

児
童
及
び
そ
の
家
族
に
対
し
，
地
域
の
医

療
資
源
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
情
報

を
提
供
す
る
こ
と

④
発
達
障
害
等
に
つ
い
て

, 医
師
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
者
に
対
す
る
研
修
や
地
域
の

医
療
資
源
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
情

報
提
供
を
通
じ
て
，
身
近
な
地
域
で
の
早

期
発
見
・
早
期
療
育
の
支
援
体
制
を
整
備

す
る
こ
と

（
行
政
機
関
）

①
休
日
・
夜
間
等
に
子
供
の
急
病
等

に
関
す
る
相
談
体
制
を
確
保
す
る

こ
と
（
小
児
救
急
電
話
相
談
事

業
）

連 携
●
よ
り
専
門
的
な
医
療
を
要
す
る
な
ど
対
応
が
困
難
な
患
者
に
係
る
連
携

●
療
養
・
療
育
を
要
す
る
小
児
の
退
院
支
援
に
係
る
連
携
推
進
強
化
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₁　小児患者の動向について
（₁）圏域別小児患者数
　平成 ₁₇ 年の広島県患者調査の小児患者数（₀歳～
₁₄ 歳）は ₁₄,₆₄₀ 人で，小児人口（₄₀₀,₈₂₆ 人）に対
する割合は ₃.₇％となっている。各圏域とも，割合
は約 ₃～₄％であり，患者数は小児人口に比例してい
る。

（₂）症状別小児患者搬送数割合
　平成 ₂₂ 年の「消防防災年報」によると，平成 ₂₁
年度における県内の少年（₁₈ 歳未満）の症状別の搬
送件数は，軽症患者が ₆₈.₂％でおよそ ₇割を占めて
いる。

（₃）乳児死亡原因割合
　平成 ₂₁ 年の乳児死亡者数（₆₂ 名）の死亡原因割
合は，「周産期に発生した病気」₂₁ 名（₃₃.₉％），
「先天奇形，変形及び染色体異常」₁₈ 名（₂₉.₀％）
となっており，合計すると ₃₉ 名（₆₂.₉％）で，全体
の半数以上を占めている。以下，「その他の疾患」₁₁
件（₁₇.₇％），「不慮の事故」と「乳幼児突然死症候
群」がともに ₃件（₄.₈％）となっている。

（₄）乳児死亡率（₁歳未満）
　平成 ₂₁ 年の乳児死亡数は ₆₂ 人で，出生 ₂₅,₅₉₆ 人
に対し，死亡率は ₂.₄ 人（千人対）となり，全国平
均の ₂.₄ 人と同数となっている。

（参考資料）県内の小児患者の動向や，医療資源等に関するデータ

（₁）圏域別小児患者数

（₂）症状別小児患者搬送件数割合

（「平成 ₂₂ 年消防防災年報」より）

（₃）乳児死亡原因割合

（「広島県人口動態統計年報」より）

（₄）乳児死亡率（₁歳未満）

（「広島県人口動態統計年報」等より）
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（₅）乳幼児死亡率（₀歳～₄歳）
　平成 ₂₁ 年の乳児死亡数は ₈₈ 人で，乳幼児人口
₁₂₆,₉₃₀ 人に対し，₀.₇ 人（千人対）で，全国平均の
₀.₇ 人と同数となっている。

（₆）小児死亡率（₀歳～₁₄ 歳）
　平成 ₂₁ 年の小児死亡数は ₁₀₇ 人で，小児人口
₃₉₇,₃₂₀ 人に対し，₀.₃ 人（千人対）で，全国平均の
₀.₃ 人と同数となっている。

₂　医療資源・連携等に関する情報
（₁）小児科標榜病院数
　平成 ₂₃年 ₁₀月 ₃₁日現在で，県内の小児科を標榜
する病院数は ₇₁ 施設となっている。このうち，三大
都市（広島市，呉市，福山市）で ₃₈ 施設，内陸部
（府中市，三次市，庄原市，安芸高田市，安芸太田
町，北広島町，世羅町，神石高原町）で ₈施設と
なっている。

（₅）乳幼児死亡率（₀歳～₄歳）

（「広島県人口動態統計年報」等より）

（₆）小児死亡率（₀歳～₁₄ 歳）

（「広島県人口動態統計年報」等より）

医療資源・連携等に関する情報
（₁）小児科標榜病院数（平成 ₂₃ 年 ₁₀ 月 ₃₁ 日現在）
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（₂）小児科標榜診療所数
　平成 ₂₃年 ₁₀月 ₃₁日現在で，県内の小児科を標榜
する診療所数は ₅₀₀ 施設となっている。このうち，
三大都市で ₃₃₂ 施設，内陸部で ₃₅ 施設となってい
る。

（₃）二次小児救急医療体制
　二次救急医療体制は，₃つの小児救急医療拠点病
院（広島市立舟入病院，JA尾道総合病院，市立三次
中央病院）として，₃₆₅ 日 ₂₄ 時間体制で小児救急患
者を受け入れている。また，福山地区，呉地区，東
広島地区，庄原地区では，各病院が当番制により，
二次救急医療体制の確保に努めている。

（₄）休日夜間診療所の運営状況
　小児医療を専門とした休日夜間診療所は，福山市
医師会の運営する福山小児夜間診療所と呉市医師会
の運営する小児夜間救急センターがある。
　このほか県内に ₁₁ の休日夜間診療所があり，その
うち，呉市医師会休日急患センター，竹原市休日診
療所，三原市医師会休日夜間急患診療所，尾道市夜
間救急診療所，東広島市休日診療所の ₅つの診療所
において，小児科に対応している。

（₃）二次小児救急医療体制 （平成₂₃年 ₄月 ₁日現在）

（₂）小児科標榜診療所数 （平成₂₃年 ₁₀月 ₃₁日現在）

（₄）休日夜間診療所の運営状況 （平成₂₃年 ₄月₁日現在）
名称 整備主体 開設者 運営主体 診療科 祝日・夜間

福山小児夜間診療所 福山市医師会 福山市医師会 福山市医師会 小 休日・準夜

呉市医師会
小児夜間救急センター 呉市医師会 呉市医師会 呉市医師会 小 休日・準夜

広島市医師会
千田町夜間急病センター 広島市 広島市医師会 広島市医師会 内，眼 休日，準夜

安佐医師会
可部夜間急病センター 広島市 安佐医師会 安佐医師会 内 準夜

呉市医師会
休日急患センター 呉市医師会 呉市医師会 呉市医師会 内，小，外 休日

呉市医師会
内科夜間急患センター 呉市医師会 呉市医師会 呉市医師会 内 準夜

竹原市休日診療所 竹原市 竹原市 竹原地区医師会 内，小 休日

三原市医師会
休日夜間急患診療所 三原市医師会 三原市医師会 三原市医師会 内，小，外

休日（小児以外）
準夜（小児のみ）
終夜

三次地区医師会
休日夜間救急センター 内 休日，終夜

尾道市夜間救急診療所 尾道市 尾道市 尾道市 内，小，外 終夜

東広島市休日診療所 東広島市 東広島市 東広島地区医師会 内，小 休日

高田地区
休日夜間急患診療所 厚生連 厚生連 厚生連 内，外 休日，終夜
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広島県地域保健対策協議会 小児医療提供体制検討特別委員会
委員長　小林　正夫　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
委　員　池田　政憲　福山医療センター
　　　　伊予田邦昭　広島市立広島市民病院
　　　　宇津宮仁志　広島県健康福祉局
　　　　岡畠　宏易　JA広島総合病院
　　　　小野　　厚　市立三次中央病院
　　　　川口　浩史　広島大学病院
　　　　吉川　正哉　広島県医師会
　　　　阪谷　幸春　広島市健康福祉局
　　　　佐々木伸孝　JA尾道総合病院
　　　　清水迫義基　東広島市福祉部
　　　　下田　浩子　東広島医療センター
　　　　田邉　明男　広島市こども療育センター
　　　　錦織　康雄　備北地区消防組合消防本部
　　　　林谷　道子　広島市立広島市民病院
　　　　檜谷　義美　広島県医師会
　　　　兵藤　純夫　広島市立舟入病院
　　　　廣田　　要　福山市保健所
　　　　福原　里恵　県立広島病院成育医療センター
　　　　堀江　正憲　広島県医師会
　　　　増中　茂樹　呉市消防局
　　　　宮河真一郎　呉医療センター
　　　　山﨑　昌弘　広島市消防局警防部
　　　　横山　宏道　福山地区消防組合消防局警防部
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Ⅰ．　は　じ　め　に

　東日本大震災は，これまでに経験したことのない
規模の地震，巨大津波による被害，そして福島第一
原子力発電所の事故を特徴とした複合型災害であっ
た。平成 23 年 3 月 11 日の地震発生後，巨大津波に
より 2万人近くの尊い人命が失われ，被災地では広
範囲におよぶインフラストラクチャーが損壊し，そ
の影響は長期にわたった。また，福島第一原子力発
電所事故では緊急避難の際に犠牲者が発生した。多
くの医療機関が被害を受け，避難あるいは機能低下
を強いられるわが国の危機的状況の中で，災害急性
期に活動する災害派遣医療チーム（Disaster Medical 

Assistance Team: DMAT）が全国から現地へ赴いた。
　平成 23 年度広島県災害医療救護訓練は，広島赤十
字・原爆病院を当番病院として実施された。この訓
練では東日本大震災での経験を踏まえ，被災地で活
躍した石巻赤十字病院の災害医療救護活動の報告会
と，赤十字医療救護班による現場活動訓練が実施さ
れた。
　DMATを象徴とする災害医療対応の整備・改善の
中で，平成 20 年から広島県における災害医療救護活
動マニュアルの改訂作業が続けられてきた。その間
に東日本大震災が発生し，新たな課題も浮かび上
がった。そこで，新しいマニュアルは東日本大震災
における医療活動の経験も踏まえた内容で，平成 24
年 3 月に策定された（資料参照）。
　マニュアル（計画：Planning）は策定することに
止まってはならない。計画とは Plan→ Do→ 

Check→ Actionというサイクルの中で，より良い体
制整備のための過程（Process）であることに留意す
る必要がある。そこで今年度は，改訂されたマニュ
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アルをもとに，広島県，広島市において災害対策本
部機能の検証のための机上訓練を実施する予定であ
る。

Ⅱ．　東日本大震災による医療から学ぶ

（1）医療機関の損壊と災害拠点病院の医療活動
　東日本大震災では岩手・宮城・福島 3県の病院
380 施設中，全壊 11 施設・一部損壊 289 施設あわせ
て 300 施設，78.9％が被災した。沿岸部ではほとん
どの医療機関が損壊し，機能の全部ないし一部を
失った。岩手県の県立高田病院では津波が 4階に達
し，100 名を超える患者や職員がヘリコプターで救
出された。宮城県の仙南中央病院は津波により孤立
し，院長がメディアを通じて救助を訴えた。一方，
残された医療機関には避難所の役割も余儀なくされ
た災害拠点病院が存在した。加えて，情報通信網の
途絶により，医療機関の被害現状の把握が極めて困
難となり，実際に現場へ赴いて情報収集を行わなけ
ればならない事態にも遭遇した。こうした中で，災
害発生から 3日間で岩手・宮城・福島 3県の災害拠
点病院 32 施設では，426 名の重症患者，752 名の中
等症患者，そして 914 名の軽症患者を受け入れてい
た。
　福島県では福島第一原子力発電所事故による避難
勧告が出され，福島第一原子力発電所より 20 km以
内の住民および医療機関・施設入所中の患者や職員
が避難を余儀なくされた。残念ながら，この避難に
伴って入院患者や施設入所者に死者が発生した。ま
た，20 km以内には 3つの被ばく医療機関が存在し
たが，避難により地域の被ばく医療体制は機能停止
状態となった。
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（2）東日本大震災における DMATの活動と課題
　今回の大震災では災害発生当日の 3月 11 日から多
くの DMATが現地入りし，3月 14 日の時点で，東
北 3県に合計 103 チームが参集していた。このう
ち，14 チームは福島県立医科大学，27 チームは仙台
医療センターへ参集した。広域搬送拠点となる空港
へは 30 チームがいわて花巻空港へ，6チームが福島
空港へ集結した。これらのDMATは被災地医療機関
での支援に加え，花巻では 120 名，石巻では 240 名
の患者を被災地外へヘリコプターなどにより搬送し
た。また，広域医療搬送では，自衛隊機により 19 名
の重症患者が関東や北海道などへ搬送された。
　一方，今回の大震災では多くのDMATが発災後早
期に現地へ参集したものの，発災後 48 時間以内の活
動のニーズは少なく，被災地で活動するDMATの数
は 3月 14 日をピークには減少し，17 日には活動中
の DMATは 20 チーム以下となっていた。その背景
として，東日本大震災では災害急性期の死亡の 9割
が津波による溺死であり，家屋の倒壊による外傷
（圧挫傷，四肢外傷など）や火災による熱傷などの
「避けられた災害死」が少なかったことが挙げられて
いる。
　しかしながら，被災状況に関する情報の欠如は医
療救護活動に極めて深刻な影響を及ぼしていた。
DMATの派遣にあたっては，国や自治体は EMISや
電話などによる情報に基づいている。今回の大震災
ではほとんどの情報通信網が広範囲に途絶し，被災
地や被災医療機関からの支援要請のメッセージが届
かなかった。また，全国から集結した多くの DMAT

に対して十分な指揮命令系統が確保できなかったの
も事実である。結果として，救急搬送を必要とする
患者が，孤立した被災地の医療機関に取り残されて
いたのである。実際に石巻赤十字病院では搬送患者
数がピークとなったのは発災後 3日目であった。多
くのDMATが被災県に集結したにもかかわらず，情
報通信網が広範囲に途絶し，指揮命令系統が十分に
機能しなかったことにより，実は医療を最も必要と
していた現地で活動できなかったというミスマッチ
が発生した。
（3）東日本大震災から学ぶこと
　東日本大震災によるインフラストラクチャーの損
壊は，当然ながら医療救護活動へ甚大な影響を与え
た。地震・津波による道路交通網の損壊に加え，通
信中継基地の損壊のため，固定電話・携帯電話など

の情報通信網が途絶した。さらに，広範囲にわたっ
て停電や断水などが発生した。このライフラインの
途絶は損壊を免れた医療機関の機能を著しく損な
い，かつ被災地医療機関の入院患者への医療提供を
困難にした。東日本大震災では従来の大震災と比較
して家屋倒壊などによる重症外傷が少なかったこと
が指摘されている。このため，被災県には多くの
DMATが集結したにもかかわらず，そのほとんどが
早期に撤収することとなった。しかしながら，沿岸
部の医療機関は孤立し，被災した重症患者や入院患
者などの災害弱者が取り残されていた。甚大な災害
により情報通信網の途絶やライフラインの寸断が生
じた状況では，災害による負傷者に加えて「取り残
された患者」が孤立した現地医療機関や施設に存在
しうることを想定しておく必要がある。DMATは災
害急性期を活動の目安としているが，このような大
災害の特徴も踏まえ，柔軟に対応することが求めら
れている。

Ⅲ．　改訂された広島県災害医療救護マニュアル
の骨子

　災害時医療救護活動においては，医療救護に携わ
るすべての関係者が，活動の目的を認識・共有し，
その全体像をイメージした上で，自らの役割を明確
に認識する必要があるとしている。これは，大災害
時における通信網の途絶によって，県を中心とする
指揮命令系統が機能しない可能性があるためである。
　本マニュアルは，主に，県内で震度 6弱以上の地
震またはこれに準じる大規模災害等が発生した場合
を想定している。ただし，県外であっても，東日本
大震災のような大規模災害が発生した場合には，近
隣県が速やかに連携し，医療救護活動を実施するこ
とが不可欠であるため，マニュアルは県外大規模災
害が発生した場合の対応も記載している。また，県
内の局所災害で，多数傷病者の発生の恐れがある場
合の対応についても記載している。
　大災害時には医療活動に必要とされる情報は極め
て乏しい。従って，限られた情報を速やかに共有し
全体像を把握するため，情報の流れは必ずしも現場
→災害拠点・協力病院→市町災害対策本部→県災害
対策本部・支部という縦のみの関係ではなく，同時
並行して共有する必要がある。
　広島県災害医療救護マニュアルの基本的なコンセ
プトは，被災地である現場救護所や災害拠点病院等
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における医療活動の支援，それを支える防災関係機
関や市町との連携を中核に据えることとしている。
被災地域医療機関・市町のみでは対応できない役割
を県や国が担い，支援するという防災指針の基本概
念に立つものである（図 1）。以下にそれぞれの構成
部門が担う役割を紹介する。
［1］県災害対策本部　健康福祉部医療対策班（医

療部門）
　県災害対策本部医療対策班は，広域災害対応の情
報の要となると同時に，被災地での医療支援を円滑
に行うべく調整を担う（図 2，3）。医療対策班の役
割としては，被害状況等の情報収集，関係各所への
活動要請，DMAT活動調整，患者受入調整，厚生労
働省・消防庁・自衛隊など他機関への支援要請，広

域搬送調整，物資等調整などを行う。
　構成員は健康福祉局，県医師会（県コーディネー
ター，医師会リエゾン），消防，警察，自衛隊，海上
保安庁のリエゾン（調整員）からなる。医療対策班
には DMATの活動調整のために DMAT県調整本部
が立ち上げられる。県コーディネーターは県内の統
括 DMATが担当するが，統括 DMATが不在の場合
などでは県内のDMAT隊員である医師がその役割を
担う。また，県外からの統括DMATは，県コーディ
ネーターを支援する。
［2］県災害対策支部（厚生環境班医療対策担当）
　災害対策支部厚生環境班医療対策担当は，市町対
策本部へ連絡員を派遣し，詳細な情報収集を行うこ
とが主要な任務となる。特に大災害直後には通信網

図 ₁　災害医療救護体制イメージ
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図 ₂　広島県災害対策本部組織図

図 ₃　災害時連携体制のイメージ図
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が機能しない可能性が高く，被災地の状況や医療
ニーズについての情報は直接現地へ赴いて把握する
必要がある。また，市町の要請に応じ，県災害対策
本部，市町と調整し，医薬品・物資を調達・輸送す
るという実務的な任務も担う。
　災害対策支部厚生環境班医療対策担当は，県内支
部に所属する厚生環境事務所・保健所災害医療担当
者およびその支所の職員等で構成する。
［3］市町（災害対策本部医療班）
　市町災害対策本部医療班には県医師会の任命した
地域コーディネーターが参画し，災害・被災情報を
収集・提供する。地域コーディネーターは，メディ
カルコントロール担当医師，地域の救急医療に詳し
い医師を，地区医師会の推薦に基づき，県医師会が
あらかじめ任命する。地区医師会と連携し，医療機
関間での傷病者搬送，医療救護班の派遣，医薬品や
衛生材料等医療用資機材の手配など，災害時の医療
救護活動が円滑に行えるようサポートする。
　DMAT県調整本部が指定する DMAT参集拠点お
よびDMAT活動拠点本部となるべき前線の災害拠点
病院が，その機能を十分に果たせない状況に陥った
場合，県と調整の上，市町災害対策本部医療班に現
地統括 DMATが参画し，支援を行う。
［4］消防機関
　災害が発生した市町の消防本部は，当該市町の地
域防災計画等に基づき対応するとともに，応援要請
が想定される近隣消防本部および県に連絡する。た
だし，県は災害が発生したことを何らかの方法によ
り認知したにもかかわらず，発災地消防本部から連
絡がない場合は，職員の発災市町派遣などにより情
報の収集を実施する。
　近隣消防本部は，県，発災地消防本部からの応援
要請に基づき，応援活動を行うとともに，管内災害
拠点病院との連携を図る。
　災害現場への DMATまたは医療救護班の搬送は，
派遣医師などが所在する消防本部が可能な範囲で行
うこととする。派遣されたDMATまたは医療救護班
は，現場指揮本部に到着を報告し，現場指揮本部長
の指揮下で活動する。
［5］県医師会
　県災害対策本部等への要員およびコーディネー
ター等の派遣調整を行うとともに，医師会リエゾン
を県に派遣し，県災害対策本部医療対策班の活動の
支援を行う。災害発生地区医師会長などから要請が

あった場合，速やかに対策本部および他地区医師会
からの救護班を編成し派遣する。応援救護班は，災
害発生地区医師会長の指揮の下に活動する。
［6］地区医師会，県歯科医師会，県薬剤師会
　市町災害対策本部の指揮下で，担当地区における
医療ニーズの把握，担当地区外への傷病者搬送や医
療支援，医療救護班の派遣，現地あるいは被災地の
医療機関での医療救護活動を実施する。
［7］日本赤十字社　広島県支部
　日本赤十字社が収集した情報と，開始している医
療救護活動の内容を県災害対策本部に提供する。ま
た，県からDMATの出動要請があった場合には，所
管病院からDMATを派遣する。日本赤十字社法に定
められた救護活動を行うほか，救護所や災害拠点病
院においては，DMATと連携するなど効果的な医療
救護活動を実施するよう努める。
［8］災害拠点病院
　災害拠点病院は，①県災害対策本部設置基準ある
いは同等の状況において，多数の傷病者の発生が予
測または報告された場合，②圏域内において災害等
により 20 名以上の傷病者の発生が見込まれる場合，
③現場に到着した救急隊により災害や大規模多傷病
者事故の“疑い”があると判断された場合，④医療
機関において防災関係機関からの通報やテレビ・ラ
ジオ・インターネット等のニュースをもとに災害・
大規模多傷病者事故であると判断した場合などに
は，災害・多傷病者モードの立ち上げ準備をし，そ
れぞれの防災マニュアルに従って行動を開始する。
　災害・多傷病者モードが立ち上げられた場合に
は，まず病院の被害状況や受入可能の程度などにつ
いて EMIS，広島県救急医療情報ネットワークに入
力を行う。引き続き，市町災害対策本部や県災害対
策本部・支部へ，被害状況や診療状況に関する情報
や被災患者受入状況の報告と支援要請を行う。市町
災害対策本部が十分に機能しない状況下，市町災害
対策本部との間の通信手段が機能しない状況下など
においては，県災害対策本部・支部へ情報提供，支
援要請を行う。なお，DMATが既に到着している場
合は，DMATに情報支援（被災状況，患者受入状
況，要支援内容等の情報発信），指揮支援，転院支援
を要請する。
　DMAT参集拠点病院に指定された災害拠点病院
は，統括 DMAT（他県からの派遣を含む）を迎え入
れ，DMAT活動拠点本部設置のサポートを行う。部
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屋，通信手段，その他必要資機材を提供する。
　県から要請があった場合，または自ら必要と認め
る場合には，DMATあるいは医療救護班を派遣する。
［9］現場救護所（医療救護班等）
　現場救護所が設置された場合には，消防指揮隊本
部との連携の上，DMAT現場活動指揮所を設置し，
災害の概要（発生日時，場所や被害状況等），負傷者
の状況（人数，症状，状況），医療機関の被災状況
（ライフラインや受入可能状況）などの情報収集に努
める。情報伝達のため確実に通信できる環境を整
え，災害拠点病院（DMAT活動拠点本部）などに被
災情報などを報告する。
　医療救護活動を行う場合には，3T活動（3T：Tri-

age（トリアージ）， Treatment（応急処置・治療），
Transportation（搬送））を担うことになる。3T活動
では，日本赤十字社医療救護班，医師会医療救護
班，そして消防機関との密接な連携が不可欠である。

Ⅳ．　今後の課題：新たな災害医療ニーズへの
対応

　東日本大震災では，東北 3県だけでも 40 万人を超
える被災者が家を失い，地震・津波発生 5日後には

2,000ヵ所を超える避難所が設置され，その数は 2ヵ
月後にピークとなり 2,400ヵ所にも及んだ。その後，
避難所数は減少傾向に転じたものの，多くの被災者
は長期にわたる避難所生活を余儀なくされた。東日
本大震災の避難所生活で体調を崩すなどして死亡す
る「震災関連死」と認定された被災者が，岩手，宮
城，福島など 1都 9県で計 1,618 人にのぼり，この
数は平成 7年の阪神・淡路大震災（919 人）を大幅
に上回っていることが報告された（復興庁）。避難所
では，狭隘でプライバシーの確保が困難な生活環
境，偏った食環境，水回りやトイレそして空調と
いった衛生環境など独特の課題が指摘された。ま
た，長引く余震により新たな災害対応が求められる
状況も発生した。大災害被災地に求められる医療
ニーズは，救急医療，災害急性期医療への対応に加
え，高血圧，糖尿病など慢性疾患，メンタルケアか
ら疾病予防のための公衆衛生対策まで広範囲に及
ぶ。災害発生急性期の医療支援はDMAT育成など急
性期対応を中心にその整備が進められているところ
ではあるが，発災後長期にわたると想定される亜急
性期以後の医療救護活動計画についても早急に検討
する必要がある。
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　　　　大田　泰正　脳神経センター大田記念病院
　　　　大谷　博正　古川医院
　　　　吉川　正哉　広島県医師会
　　　　坂口　孝作　福山市民病院
　　　　阪谷　幸春　広島市健康福祉局
　　　　瀬浪　正樹　JA尾道総合病院
　　　　世良　昭彦　広島市立安佐市民病院
　　　　内藤　博司　広島市立広島市民病院
　　　　中尾　正和　JA廣島総合病院
　　　　檜谷　義美　広島県医師会
　　　　廣橋　伸之　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　藤井　修二　広島県危機管理監
　　　　堀江　正憲　広島県医師会
　　　　正岡　　亨　正岡病院
　　　　宮加谷靖介　呉医療センター
　　　　宮庄　浩司　福山市民病院
　　　　村下　純二　西条中央病院
　　　　柳谷　忠雄　市立三次中央病院
　　　　山﨑　昌弘　広島市消防局
　　　　山野上敬夫　県立広島病院
　　　　勇木　　清　東広島医療センター
　　　　横山　宏道　福山地区消防組合消防局警防部

（　　）35





脳卒中医療体制検討特別委員会

目　　　次

脳卒中医療体制検討特別委員会報告書

Ⅰ．　は 　 じ 　 め 　 に

Ⅱ．　予　　　　　　　防

Ⅲ．　病　院　前　救　護

Ⅳ．　急　性　期　治　療

Ⅴ．　回復期リハビリテーション

Ⅵ．　維　持　期　施　設

Ⅶ．　平成 23 年度広島大学病院を管理型 
病院としての脳卒中地域連携パス 
症例検討会について

Ⅷ．　委　員　会　報　告





Ⅰ．　は　じ　め　に

　脳卒中は，国民医療費を要している疾患の第二位
を占めており，寝たきり原因の第一位である。脳卒
中の死亡率は 1970 年代から徐々に低下しており，さ
らに肺炎による死亡率の急増と重なり，平成 23 年度
人口動態統計において死亡原因における第四位と
なった。一方で高齢化社会の到来，生活習慣病の増
加を背景に，患者総数は増加の一途をたどってい
る。厚生労働省研究班発表では，2010 年では約 170
万人程度の脳卒中患者が，2020 年には約 288 万人に
達すると試算されており，その発症を未然に予防す
ることは保健衛生上の最優先課題として位置づけら
れる。2005 年に組織プラスミノーゲンアクチベー
ター（recombinant tissue plasminogen activator: 

rt-PA）が本邦で認可され，脳梗塞治療は新たな時代
を迎えた。わが国における rt-PA治療の市販後調査を
解析した J-MARS試験によると，発症から rt-PA静注
療法開始に要した時間は平均 133 分であった。脳梗
塞急性期血栓溶解療法は治療開始が早いほど治療効果
が上がることがすでに知られており，適切な診断と，
それを支える医療機関への迅速な搬送が求められる。
これを達成するために急性期疾患 7Dが提唱されて
いる。7D とは（1）発見（Detection），（2）出動（Dis-

patch），（3）搬送（Delivery），（4）来院（Door），（5）
情報（Data），（6）方針決定（Decision），（7）治療開
始（Drug）を表しており，これら一つ一つの質の向
上と時間の短縮を図るとともに各々の連携を円滑に
行うことにより，急性期疾患に対する治療効果が向
上することが示されている。一方，救急搬送時間は
年々延長しており，平成 21 年では全国平均で 36.1
分間を要している。特に離島・山間部では，市中よ
りもこの救急搬送時間が長くなることは推定され，
この離島・山間部が多い地域においては，遠隔医療
の開発・応用など，特に対応を要求される。

脳卒中医療体制検討特別委員会

（平成 23 年度）

脳卒中医療体制検討特別委員会報告書

広島県地域保健対策協議会 脳卒中医療体制検討特別委員会

委 員 長　松本　昌泰

　一般市民には発症時にさまざまな神経症状を示す
ことがまだ十分には理解されていないため医療機関
受診が遅れること，初期症状出現時に家族など患者
周囲がすみやかに救急隊に連絡し専門の急性期医療
機関へ受診させることを一般市民への啓発事業とし
て積極的に活動してきた（図 1）。脳卒中の早期検出
にむけて，“Act FAST” というキャンペーンがはられ
ている。これは脳卒中の主要症状が「顔面麻痺」，

図 ₁　社団法人日本脳卒中協会広島県支部主催
「第 8回広島脳卒中市民シンポジウム」

平成 23 年 12 月 17 日に広島国際会議場にて，県医師会な
どの後援を得て「広島県における脳卒中救急診療」，「福
岡県における脳卒中救急医療について」，「脳卒中，冬の
寒さに備えよう！」の講演が行われた。このシンポジウ
ムは一般市民への医師会の取組みの報告および脳卒中予
防の啓発活動の一環であり，脳卒中の患者・家族を主体
とした一般市民および医療・保健・福祉関係者約 280 名
が参集した。
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「片麻痺」，「言語障害（構音障害や失語をふくむ）」
であり，これらのうちの一つでも傷病者の症状とし
て確認できた場合には脳卒中である可能性が 72％で
あり，シンシナティ病院前脳卒中スケール （CPSS） 

として脳卒中病院前救護の脳卒中検出に活用されて
いる。世界脳卒中機構 （World Stroke Organization） 
でも，ケープタウンでの会議でWorld Stroke Dayを
毎年 10 月 29 日に定め，本年のキャンペーンでは，
「脳卒中は，世界で 2秒に 1人発症し，6秒ごとにそ

の 1人が亡くなり，全人口の 6人に 1人が脳卒中を
生涯に一回は経験している非常に頻度が高く社会的
に問題な疾病であるため，世界全体で脳卒中の啓発
と予防，急性期治療と発症後のケアとサポート体制
を整える必要がある」としている（図 2）。このよう
な活動を通じて，脳卒中専門医のみならず地域の実
地医家が脳卒中再発予防を担う地域連携がより円滑
に行える体制が整いつつある。
　急性期病院から，切れ目なき治療・リハビリテー
ション・家庭や社会復帰が行えるべく，医療連携可
能な回復期病院および維持期施設の構築を継続し，
診療の流れと連携が円滑に行えるように，平成 23 年
9 月 1 日現在で急性期（t-PA）27 施設，急性期 34 施
設，回復期病院 94 施設，維持期リハビリを有する
187 施設，在宅支援の維持期 265 施設が登録され，
広島県のホームページに公表されている（図 3）。

Ⅱ．　予　　　　　防

　発症予防つまり初発および再発予防に該当する医
療機関は，医院・診療所での「かかりつけ医」であ
り，邦文のみならず英文により世界で参照されてい
る脳卒中治療ガイドライン 2009 に則した診療を実施

図 ₂　World Stroke Day October 29, 2012.
世界では 6人のうち 1人が生涯に一回は脳卒中を発症
し，6秒ごとに 1人が死亡し，現在 3,000 万人が後遺症
に苦しんでいる。
この脳卒中発症予防のキャンペーンとして世界に発信さ
れている（www.worldstrokecampaign.com）。

図 ₃　広島県脳卒中保健医療計画「脳卒中の診療の流れと連携」
予防，プレホスピタル救護，急性期治療，急性期リハビリ，回復期・維持期リハビリをシームレスに行う
ための医療システム構築を目的としている。
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できるように，広島県医師会・各地区医師会が主導
となり多くの研修会・講演会が行われた。初期の脳
症状出現時に，適切な対応を行い，急性期医療を担
う医療機関への受診勧奨について指示すること，ま
た高血圧，糖尿病，高脂血症，心房細動などの基礎
疾患および危険因子に対するエビデンスに基づいた
管理・治療が脳卒中の発症予防に有効であることが
広く医療現場に浸透した。また，患者本人および家
族など患者の周囲にいる者に対する啓発のため日本
脳卒中協会や県医師会の後援を得て，各地区で市民
公開講座などが開催された。これらの市民公開講座
や，World Stroke OrganizationのWorld Stroke Day

の脳卒中予防のキャンペーン（図 2），日本脳卒中協
会の脳卒中週間，県医師会と広島大学大学院が共同
で行ってきた心筋梗塞・脳卒中予報に対して，地元
新聞社や放送局を含めたマスコミにより，市民への
啓発活動への力強い支援を得ることができたことも
特筆すべきことである（図 4）。

きたが，本人および家族など周囲にいる者が，発症
後速やかに救急搬送を消防署へ要請すること，そし
て救急救命士などが地域メディカルコントロール協
議会の定めた活動プロトコールに沿って，脳卒中患
者に対する適切な観察・判断・処置を行うことがで
きるように努力した。急性期医療を担う医療機関
へ，発症後すみやかに搬送すること，発症後 2時間
以内の搬送が可能な場合，組織プラスミノーゲンア
クチベーター（rt-PA）の静脈内投与による血栓溶解
療法が実施可能な医療機関に直接搬送することが可
能となった。広島市内においては輪番制，また圏域
を越えた患者優先の救急隊の現場搬送力が向上した
ことにも貢献した。
　日本臨床救急医学会などの 3学会では，脳卒中に
対する病院前救護の体系化・標準化に取り組み，
PSLS（Prehospital Stroke Life Support；脳卒中病院
前救護）を策定しており，現在，多くの都道府県に
て，この教育プログラムに添った救急隊員への勉強会
の実施や一般市民への啓発活動を行っている。広島
県においては，救急救命士を含めた救急隊員や医師，
看護師などの医療従事者を対象とし，ISLS（Immedi-

ate Stroke Life Support；脳卒中初期診療法）／PSLS

ハイブリッドコースを平成 22 年より開催し，脳卒中
医療に関わる病院前と病院を結ぶ共通言語と共通認
識を広げる活動を行っている。また，広島大学にお
いても，平成 22 年度以降入学の医療系学部学生を対
象として，入学時のオリエンテーションにて PSLS

のエッセンスを実技講習として行っている。さら
に，医学部卒前病院実習の中で公式 PSLSコースを
実施し，PSLSの認定をもった卒業生を排出してい
る。

Ⅳ．　急 性 期 治 療

　超急性期脳梗塞対応機能を有する救急医療機関
（t-PA静注療法施設基準を満たす施設）および急性期
脳卒中対応機能を有する施設は，患者の来院後 1時
間以内（発症後 3時間以内：平成 24 年 9 月より 4.5
時間以内に改変）に脳梗塞に対する t-PA治療を行う
こと，高血圧性脳内出血に対する速やかな降圧療法
など専門的な治療を開始すること，廃用症候群やさ
まざまな合併症の予防，早期にセルフケアについて
自立できるためのベッドサイドからのリハビリテー
ションを実施することが目標とされ，t-PAが本邦で
保険適応となってから速やかに達成された。該当す

図 ₄　広島県医師会「心筋梗塞・脳卒中予報」
広島大学大学院保健学科・梯正之教授，松村誠県医師会
常任理事を中心として日本気象協会からの気象情報と心
臓病・脳卒中の救急搬送の循環器疾病データにより行わ
れている学術的研究Hiroshima Emergency Weather Study 
（HEWS） から，予報されている。この冬も NHKおよび
中国新聞で報道される。世界的にきわめてユニークな学
術活動かつ循環器疾患予防のための社会貢献であり，こ
の広島で培われたエビデンスを世界に発進する準備を整
えているところである。

Ⅲ．　病 院 前 救 護

　応急手当・病院前救護の機能に関しては，脳卒中
の疑われる患者が，発症後 2時間以内に専門的な診
療が可能な医療機関に到着できることを目標として
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る医療機関には脳卒中治療ガイドラインに則した診
療，すなわち，①血液検査や画像検査（X線検査・
CT検査・MRI検査・超音波検査）が 24 時間実施可
能となるように整備され， 脳卒中が疑われる患者に
対して，医師による専門的神経学的診察を含めた診
療が 24 時間実施可能であること，②適応のある脳梗
塞症例に対し来院後 1時間以内（もしくは発症後 3
時間以内）に t-PAの静脈内投与による血栓溶解療法
が確実に実施可能であること，③脳動脈瘤破裂によ
るクモ膜下出血や頭蓋内圧亢進による脳ヘルニアの
危機が近い頭蓋内出血，脳梗塞による広範囲脳浮腫
による脳ヘルニアなどに対して，外科的治療が適応
と判断した場合には，すみやかに外科医が招聘され
緊急開頭手術や血管内治療が可能であること，④呼
吸・循環管理，栄養管理などの全身代謝管理および
感染症・心臓合併症などに対する診療が可能である
こと，⑤これらの合併症のリスク管理のもとに早期
座位・立位，関節可動域訓練，摂食・嚥下訓練，言
語聴覚療法，装具を用いた早期歩行訓練，セルフケ
ア訓練などのリハビリテーションが実施可能である
こと，⑥回復期（あるいは維持期，在宅医療）の医
療機関などと診療情報や治療計画を脳卒中地域連携
パスを利用して共有するなどして患者情報交換して
いること，が浸透した。以上は脳卒中専門医，脳神
経外科・神経内科専門医，救急専門医および ISLS

コースを修了した者や同等の能力を有する者がリー
ダシップを発揮しながら，専門看護師や理学療法
士，検査技師など多職種が協力して遂行されてき
た。また，前述の通り，ISLS/PSLSハイブリッド
コースを開催することにより，病院前と病院との連
携を図り，救急受け入れのスムーズ化の向上にも寄
与している。

Ⅴ．　回復期リハビリテーション

　身体機能を回復させるリハビリテーションによる
回復期機能を有する施設（リハビリテーションを専
門に行う病院または回復期リハビリテーション病棟
を有する病院）においては，身体機能の早期改善の
ための集中的なリハビリテーションを実施すること
と再発予防の治療や基礎疾患・危険因子の管理を実
施することを目標とし，脳卒中治療ガイドライン
2009 に則した診療を基盤としてリハビリテーション
のさらなる実践がなされた。再発予防の治療（抗血
小板療法，抗凝固療法など），基礎疾患（心疾患・不

整脈）・危険因子（高血圧・糖尿病・脂質異常症・肥
満・喫煙・過度の飲酒）の管理を行い，失語や高次
脳機能障害（失行・失認，記憶障害，注意障害な
ど），嚥下障害，歩行障害などの機能障害の改善およ
び日常生活活動（ADL）の逐次評価と治療方針の決
定，問題解決志向の治療の向上がなされた。理学療
法・作業療法・言語聴覚療法などのリハビリテー
ションが，専門医療スタッフにより急性期病院に比
し，より集中的かつ効率的に実施され，また同時に
抑うつ状態，せんもう，認知症への対応を行い，脳
卒中地域連携パスの共有などにより急性期の医療機
関および維持期の医療機関などと診療情報や治療計
画を連携していることが確認された（図 5）。脳卒中
連携の管理型病院が主催する地域連携脳卒中症例検
討会が定期的に少なくとも年 3回行われ，問題点の
提起と解決について議論することが，情報交換から
地域でのシームレスなリハビリテーションの技量向
上に極めて有用となり，患者および医療従事者，地
域医療全体に貢献するものとなった。このように，
急性期病院で行われている早期離床から始まるリハ
ビリテーションと有機的に連携し，回復期における
リハビリテーションを集中的に行うことが，患者の
転帰に寄与することが確認され，脳卒中地域連携パ
スの有用性が示唆されてきている。

図 ₅　広島県共通脳卒中地域連携パス

Ⅵ．　維 持 期 施 設

　日常生活への復帰および（日常生活の）維持のた
めのリハビリテーションを実施する機能を有する回
復期施設（介護老人保健施設・介護保険を用いてリ
ハビリテーションを行う病院，診療所）は，生活機
能の維持・向上のためのリハビリテーションを実施
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し，在宅などへの復帰および（日常生活の）継続を
支援することを目標としている。再発予防の治療，
基礎疾患・危険因子の管理，抑うつ状態への対応な
どを行い，リハビリテーションスタッフによる生活
機能の維持および向上のためのリハビリテーション
（訪問および通所リハビリテーションを含む）や，介
護支援専門員が自立生活または在宅療養を支援する
ための居宅介護サービスを調整することが実施され
た。また，地域連携パスを用いて，回復期（あるい
は急性期）の医療機関などと，診療情報や治療計
画，維持期の患者の転帰情報を共有するなどして連
携が可能となってきている。また，生活の場で療養
できるよう支援する維持期機能を有する施設（診療
所，訪問看護ステーション， 療養通所介護事業所，
薬局など）では，患者が在宅などの生活の場で療養
できるよう，介護・福祉サービスなどと連携して医
療を実施することおよび最期まで在宅などでの療養
を望む患者に対する看取りを行うことが目標となっ
ているが，再発予防の治療，基礎疾患・危険因子の
管理，抑うつ状態への対応，生活機能の維持および
向上のためのリハビリテーション（訪問および通所
リハビリテーションを含む）， 通院困難な患者の場
合，訪問看護ステーション，薬局などと連携した在
宅医療， 回復期（あるいは急性期）の医療機関など
と診療情報や治療計画を共有して連携すること， 診
療所などの維持期における他の医療機関と診療情報
や治療計画を共有するなどして連携すること， 特別
養護老人ホーム（介護老人福祉施設），認知症高齢者
グループホーム，有料老人ホーム，ケアハウスなど
自宅以外の居宅においても在宅医療を実施し，希望

する患者にはこれらの居宅で看取りまでを行うこ
と，介護支援専門員と連携し居宅介護サービスを調
整することなどが次第に達成されてきた。

Ⅶ．　平成 23 年度広島大学病院を管理型 
　　病院としての脳卒中地域連携パス 

症例検討会について

　平成 23 年度脳卒中連携パス症例検討会は，平成
23 年 7 月 13 日（水），平成 23 年 10 月 4 日（火），平
成 24 年 2 月 22 日（水）19：00 ～ 20：15 に広島大に
て行われた（図 5）。第 3回には 33 施設約 100 人の
参加をいただいた。また，各回 2症例の症例検討を
行い，症例毎の臨床上の問題点や社会的な問題点へ
の対応について活発な議論がなされた。この対応に
おける脳卒中連携パスの活用上の問題点や回復期リ
ハビリテーションから急性期病院への要望などを
伺った。現状にて，広島県共用脳卒中地域連携パス
における明らかな問題点の指摘はなく，活用におい
ても，好評であることが確認された。

Ⅷ．　委 員 会 報 告

　平成 23年度第 1回地対協・脳卒中医療体制検討特
別委員会が，平成 24 年 1 月 16 日（月）に開催され
た。この中で協議された内容として，（1） 救急隊と
の連携において搬送した患者のその後の状態の
フィードバックに関して，（2） 救急隊員教育に関し
て，（3） リハビリテーション中や歯科治療中におけ
る脳卒中再発に関して，（4） 発症予防と迅速な搬送
についてのワーキンググループ立ち上げなどの検討
が行われた。
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広島県地域保健対策協議会 脳卒中医療体制検討特別委員会
委員長　松 本　昌 泰　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
委　員　阿 部　直 美　広島県看護協会
　　　　磯 部　尚 幸　市立三次中央病院
　　　　上 田 久仁子　広島市東区役所厚生部
　　　　宇津宮 仁 志　広島県健康福祉局
　　　　大 田　泰 正　脳神経センター大田記念病院
　　　　大 槻　俊 輔　広島大学病院
　　　　大 庭　信 二　国立病院機構　呉医療センター
　　　　沖 田　一 彦　広島県理学療法士会
　　　　加世田ゆみ子　広島市総合リハビリテーションセンター
　　　　吉 川　正 哉　広島県医師会
　　　　木 平　健 治　広島大学病院薬剤部
　　　　木 矢　克 造　県立広島病院
　　　　栗 栖　　 薫　広島大学病院脳神経外科
　　　　黒 木　一 彦　JA廣島総合病院脳神経外科
　　　　郡 山　達 男　広島市立広島市民病院
　　　　小 島　　 隆　広島県歯科医師会
　　　　津 村　　 龍　広島大学病院高度救命救急センター
　　　　豊 田　章 宏　中国労災病院
　　　　鳥 居　　 剛　国立病院機構　呉医療センター
　　　　服 部　文 子　神石高原町立病院
　　　　林 　　拓 男　公立みつぎ総合病院
　　　　檜 谷　義 美　広島県医師会
　　　　堀 江　正 憲　広島県医師会
　　　　山 下　拓 史　広島市立安佐市民病院
　　　　勇 木　　 清　東広島医療センター

（　　）42



急性心筋梗塞医療体制検討特別委員会

目　　　次

平 成 23 年 度 報 告 書

Ⅰ．　緒　　　　　　　言

Ⅱ．　目　　　　　　　的

Ⅲ．　協議日程および概略

Ⅳ．　協 　 議 　 結 　 果

Ⅴ．　総　　　　　　　括





Ⅰ．　緒　　　　言

　平成 18 年 6 月 21 日，良質な医療を提供する体制
の確立を図るため医療法の一部を改正する法律が公
布され，この中で医療計画の記載事項として新た
に，がん，脳卒中，急性心筋梗塞，糖尿病の 4疾病
と，救急医療，災害医療，へき地医療，周産期医
療，小児医療の 5事業が追加された。これを受け，
平成 20 年 3 月に改正された広島県保健医療計画にお
いては，4疾病 5事業に係る医療連携体制の構築に
向けた取り組みについて，疾病・事業ごとの医療機
関の機能を示した「医療体制」，役割に応じたそれぞ
れの機能を担う具体的な「医療機関の名称」を明確
にした上で，相互の連携をしていくこととなった。
　このうち，急性心筋梗塞の地域連携推進について
は，広島県地域保健対策協議会において，平成 20 年
度急性心筋梗塞医療連携推進ワーキンググループが
組織され，3回の協議を経てその概要が形成され
た。平成 21 年度からは，WGが医療連携推進専門委
員会に組織として昇格し，広島大学循環器内科学教
授 木原康樹が委員長に就任した。平成 21 年度で
は，心筋梗塞の急性期ならびに慢性期を地域におい
て支える医療機関を急性期救急医療，急性期リハビ
リテーション，回復期リハビリテーション，慢性期
再発予防の 4群に分割し，それぞれが備えるべき機
能要件を指定したうえで選定し，公表した。平成 22
年度には，これら 4機能医療機関が有効にその役割
を果たすためには，医療連携の要となる「急性心筋
梗塞地域連携パス」の必要性が認識されたため，そ
の詳細作成についてのワーキンググループを立ち上
げ，検討を進めた。平成 23 年度においては，同WG

で提案された「急性心筋梗塞地域連携パス手帳」を
試用のうえ校正を繰り返し公表・出版を完了した。

急性心筋梗塞医療体制検討特別委員会

（平成 23 年度）

平 成 23 年 度 報 告 書

広島県地域保健対策協議会 急性心筋梗塞医療体制検討特別委員会

委 員 長　木原　康樹

Ⅱ．　目　　　　　的

　広島県地域保健対策協議会急性心筋梗塞医療連携
推進専門委員会は，平成 20 年度ワーキンググループ
の答申を継承し 4疾病 5事業の中で急性心筋梗塞に
つき，地域において切れ目のない医療の提供を実現
し，かつ良質・適切な医療を効率的に提供するため
の医療体制を構築するべく協議を行い，提言ならび
に地域医療連携を図るための活動を行うことを具体
化した。本年度の特別委員会は同専門委員会の成果
を補足・検証・確認することを目的とした。

Ⅲ．　協議日程および概略

第 1回急性心筋梗塞医療体制検討特別委員会
 （平成 23 年 11 月 17 日）
・急性心筋梗塞手帳（地域連携パス）の使用状況
について
・急性心筋梗塞手帳（地域連携パス）の普及につ
いて
・心不全地域連携サポートチーム体制の構築につ
いて

急性心筋梗塞医療体制検討特別委員会主催心筋梗塞
地域連携パス研修会
 （平成 24 年 2 月 9 日）
・心筋梗塞委員会の活動報告とパス作成の経緯
・心筋梗塞パスの特徴　疾病管理の概念に基づく
医療構築ツール
・試用経験について現場からの報告
・パス展開・疾病管理の寄港地としての「心臓い
きいきセンター」事業

第 2回急性心筋梗塞医療体制検討特別委員会
 （平成 24 年 3 月 22 日）
・平成 23 年度委員会の活動について総括
・急性心筋梗塞手帳の改訂確認と最終承認
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Ⅳ．　協　議　結　果

₁. 「急性心筋梗塞連携パス手帳」（案）の試用と
その評価について

　昨年度の連携パスの試用から浮かび上がった問題
点や意見をもとに委員会協議を重ね，以下の点が手
帳の骨子として盛り込まれた。
1） 患者にとって「わたしの手帳」と呼ばれるもの
とすること，すなわち手帳の主体が患者である
ことを明示すること。

2） 患者自身が手元に保管し，各レベルの診療・リ
ハビリ機関の受診に際して持参・持ち運びが簡
便であること。

3） 患者の医療や介護など多方面の医療責任者を誰
もが一目瞭然で確認できるものであること。

4） 初期急性期の診断・治療内容が非医療者にも理
解される記載であること。

5） 慢性期心筋梗塞患者の評価項目を最低限網羅し
ていること。

6） 主治医が記載に際して負担を感じない程度の内
容に止めること。

7） 患者の栄養管理・運動許容レベルなど，日常生
活の指標を盛り込み，患者自身も活用できるも
のであること。患者の医療・介護を担当する多
職種のだれもがコメントや気づきを書き込める
こと。すなわち患者自身の疾病管理を進める仕
組みを盛り込むこと。

8） 平成 23 年度より広島県地域医療再生計画「心
臓いきいきセンター」（心不全地域連携サポー
トチーム体制）の中にあって，急性期治療施
設，回復期リハビリテーション施設，慢性期予
防施設，さらには自宅や介護施設をシームレス
に繋ぐ連携ツールとして位置付けること。

　以上に則して全面的な改定を施した。
₂． 第 ₁回急性心筋梗塞医療体制検討特別委員会
（平成 ₂₃ 年 ₁₁ 月 ₁₇ 日）

　上記趣旨により改定された「パス手帳」のモデル
地区（尾道地区および備北地区）での試用状況と細
部に亘る問題点，整合性，記載の容易さなどを議論
し，改訂作業を終了した。また，心不全地域連携サ
ポートチーム体制の構築においてのハブ機能をもた
せるために，「パス手帳」の表題を，「心筋梗塞・心
不全手帳：地域連携パス」に改めた。そこには陳旧
性心筋梗塞はすなわち心不全ないしは心不全予備軍

（AHA/ACCにおける心不全クラスBないしはC）で
あるとの認識を込めた。またパスとしてのアウトカ
ム：「1年間再発と再入院がないこと」を明示するた
め，「パス手帳」の巻末に患者に渡す「修了証」を印
刷した。これによりアウトカムの達成を患者自身と
共有できる仕組みを盛り込んだ。
₃．　急性心筋梗塞医療体制検討特別委員会主催心
筋梗塞地域連携パス研修会（平成 ₂₄ 年 ₂ 月 ₉
日）

　完成した「心筋梗塞・心不全手帳：地域連携パス」
を披露し，その機能と活用方法を広告するために，
医師会関係者に呼び掛け県医師会館にて「心筋梗塞
地域連携パス研修会」を開催した。約 150 名と予想
以上の医療関係者の参加を得た。そこでは，堀江正
憲常任理事の司会の下に，
・心筋梗塞委員会の活動報告とパス作成の経緯
（木原康樹）
・心筋梗塞パスの特徴　疾病管理の概念に基づく
医療構築ツール（森山美知子）
・試用経験について現場からの報告（森島信行，
沖野貴穂，川村美香）
・パス展開・疾病管理の寄港地としての「心臓い
きいきセンター」事業（渡辺慎一）

が講演し，活発な質疑応答を行った。
₄． 第 ₂回急性心筋梗塞医療体制検討特別委員会
（平成 ₂₄ 年 ₃ 月 ₂₂ 日）

　平成 23 年度委員会の活動について総括を行うとと
もに「心筋梗塞・心不全手帳：地域連携パス」の改
訂確認と最終承認を行った。A5 版で表裏表紙をソフ
トカバー・カラー印刷とし 10,000 部の本印刷と心筋
梗塞地域医療連携諸施設への配布を決定・施行した。

Ⅴ．　総　　　　　括

　4疾病 5事業のうち，急性心筋梗塞に関する協議
として広島県地域保健対策協議会の平成 20 年度急性
心筋梗塞医療連携推進ワーキンググループを継続し
て平成 21 年度から 22 年度に活動した急性心筋梗塞
医療連携推進専門委員会は，地域での機能別医療連
携を推進するために，急性心筋梗塞地域連携クリ
ティカルパスを作成・普及していくことが重要であ
ると考え，急性心筋梗塞地域連携クリティカルパス
作成WGを中心にその内容を策定した。パス（案）
の尾道地区・備北地区での試用から，医療・介護な
ど多職種が理解，使用できるとともに，患者が主人

（　　）44



公となって自らの疾病管理意欲を高める仕組みが重
要であることが認識された。そのため，患者にとっ
て「わたしの手帳」と呼べる国内でも例を見ない斬
新で改革的な「パス手帳」を完成させることができ
た。この「パス手帳」の運用を実現することが平成
23 年度本特別委員会の主たる目的であった。「パス」
であるから，明確なアウトカム「1年間再発と再入
院がないこと」を宣言しており，また同時に「わた
しの手帳」であるから，患者の手元にあって患者が
自宅や介護施設において自己管理の一環として自ら
記載しそれに介護士やケースワーカーが助言を返す
ことができるよう構成した。またこの手帳を関係医
療機関に持参することにより，かかりつけ医（再発
予防施設）や専門医療機関（急性期医療施設）ある
いは回復期リハビリテーション施設の専門医あるい
はコメディカルも広くこれを参照したり，さらに専
門的アドバイスを記載したりすることが可能となっ

たと考える。同時に，平成 23 年度より始まった広島
県地域医療再生計画「心臓いきいきセンター」（心不
全地域連携サポートチーム体制）の中にあって，急
性期治療施設，回復期リハビリテーション施設（心
臓いきいきセンター），慢性期予防施設，さらには自
宅や介護施設をシームレスに繋ぐ連携ツールとして
位置付けることが可能と考え，対象患者を心筋梗塞
に絞らず，広く心不全患者あるいはその予備軍が使
用できる構成にした。すなわち心筋梗塞のみならず
今後高齢化の進行とともに大きな問題となる慢性心
不全全般を管下した役割を託した。これらの利用を
通して患者の主体的モチベーションが変化すること
により医療連携も進み，広島県が疾病管理で全国に
先駆け，心筋梗塞・心不全の再発率の低い地域医療
を推進できることを本委員会は強く確信するに至り
本年度の活動を終了した。
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た
心
臓
の
領
域

●
私
の
入
院
中
の
経
過

●
私
の
心
血
管
危
険
因
子

●
私
が
守
る
こ
と

●
私
の
薬

●
急
性
心
筋
梗
塞
後
・
心
不
全
　
地
域
連
携
パ
ス

●
毎
日
の
チ
ェ
ッ
ク
表

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
  2

・・
・
  3

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
  3

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
  3

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・
  3

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
  4

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・
  5

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・
  5

・・
・・
・・
・
  6

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・
10

地
域
連
携
パ
ス

■
私
の
名
前

■
住
　
　
所
　
　
〒

■
緊
急
時
（
家
族
へ
の
）
連
絡
先

電
　
　
話
（
　
　
　
　
）
　
　
　
　
－

携
帯
電
話
（
　
　
　
　
）
　
　
　
　
－

■
生
年
月
日

年
　
　
　
月
　
　
　
日
（
　
　
　
歳
）
　
　
男
　
　
女

明
・
大

昭
・
平

国
と
広
島
県
地
域
保
健
対
策
協
議
会
が
推
進
す
る
も
の
で
、

急
性
期
病
院
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
病
院
、
地
域

の
か
か
り
つ
け
医
と
が
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
で
み
な
さ
ん

を
支
え
る
仕
組
み
で
す
。

あ
な
た
は
1
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
で
あ
な
た
を
支
え
、

再
発
作
・
悪
化
の
危
険
か
ら
あ
な
た
を
守
り
ま
す
。

あ
な
た
は
1
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
で
あ
な
た
を
支
え
、

再
発
作
・
悪
化
の
危
険
か
ら
あ
な
た
を
守
り
ま
す
。

地
域
連
携
パ
ス
と
は
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心筋梗塞・心不全手帳：地域連携パス－2
●
私
の
心
血
管
危
険
因
子

〈
病
　
　
気
〉

心
不
全
（
Ｅ
Ｆ
　
　
　
　
％
・
Ｃ
Ｔ
Ｒ
　
　
　
　
％
）

高
血
圧
症

脂
質
異
常
症
（
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
）

不
整
脈

慢
性
呼
吸
不
全

腎
臓
病
（
Ｃ
ｒ
　
　
　
　
・
Ｇ
Ｆ
Ｒ
　
　
　
　
）

　
　
　
 透
　
析
（
　
　
  腹
膜
透
析
・
　
　
  血
液
透
析
）

糖
尿
病
（
　
　
  血
糖
降
下
薬
・
　
　
  イ
ン
ス
リ
ン
注
射
）

甲
状
腺
機
能
亢
進
症

脂
肪
肝
／
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害

そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

●
　
　
　
●

4

●
　
　
　
●

5

〈
生
活
習
慣
〉

過
　
食

多
量
飲
酒

肥
　
満
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
　
　
　
　
　
）

運
動
不
足

水
分
不
足

不
規
則
な
食
事

ス
ト
レ
ス

過
　
労

便
　
秘

喫
　
煙
（
１
日
　
　
　
　
本
）

そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

●
標
準
体
重
の
計
算
式
＝
（
身
長（
ｍ
））
2
×
２
２

●
私
が
守
る
こ
と

塩
　
分
（
１
日
　
　
　
　
ｇ
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
（
１
日
　
　
　
　
kc
al
）

た
ん
ぱ
く
質
摂
取
量
（
１
日
　
　
　
　
　
ｇ
）

お
酒
を
控
え
る
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

禁
　
煙
（
禁
煙
外
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

運
　
動
　
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
・
運
動
時
心
拍
数
上
限
（
　
　
　
　
　
回
／
分
）

ス
ト
レ
ス
管
理

足
の
手
入
れ
（
フ
ッ
ト
ケ
ア
）

自
己
血
糖
測
定
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

血
圧
測
定
（
毎
日
　
朝
　
・
　
晩
　
）

体
重
測
定
（
毎
日
　
朝
　
・
　
晩
　
）

そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

●
私
の
薬 血
圧
を
下
げ
る
薬
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
薬
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

血
を
固
ま
り
に
く
く
す
る
薬
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

尿
を
増
や
し
体
液
を
減
ら
す
薬
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

不
整
脈
を
お
さ
え
る
薬
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

血
糖
値
を
下
げ
る
薬
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

イ
ン
ス
リ
ン
注
射
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

●
私
の
心
血
管
危
険
因
子

〈
病
　
　
気
〉

心
不
全
（
Ｅ
Ｆ
　
　
　
　
％
・
Ｃ
Ｔ
Ｒ
　
　
　
　
％
）

高
血
圧
症

脂
質
異
常
症
（
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
）

不
整
脈

慢
性
呼
吸
不
全

腎
臓
病
（
Ｃ
ｒ
　
　
　
　
・
Ｇ
Ｆ
Ｒ
　
　
　
　
）

　
　
　
 透
　
析
（
　
　
  腹
膜
透
析
・
　
　
  血
液
透
析
）

糖
尿
病
（
　
　
  血
糖
降
下
薬
・
　
　
  イ
ン
ス
リ
ン
注
射
）

甲
状
腺
機
能
亢
進
症

脂
肪
肝
／
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害

そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

●
　
　
　
●

4

●
　
　
　
●

5

〈
生
活
習
慣
〉

過
　
食

多
量
飲
酒

肥
　
満
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
　
　
　
　
　
）

運
動
不
足

水
分
不
足

不
規
則
な
食
事

ス
ト
レ
ス

過
　
労

便
　
秘

喫
　
煙
（
１
日
　
　
　
　
本
）

そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

●
標
準
体
重
の
計
算
式
＝
（
身
長（
ｍ
））
2
×
２
２

●
私
が
守
る
こ
と

塩
　
分
（
１
日
　
　
　
　
ｇ
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
（
１
日
　
　
　
　
kc
al
）

た
ん
ぱ
く
質
摂
取
量
（
１
日
　
　
　
　
　
ｇ
）

お
酒
を
控
え
る
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

禁
　
煙
（
禁
煙
外
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

運
　
動
　
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
・
運
動
時
心
拍
数
上
限
（
　
　
　
　
　
回
／
分
）

ス
ト
レ
ス
管
理

足
の
手
入
れ
（
フ
ッ
ト
ケ
ア
）

自
己
血
糖
測
定
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

血
圧
測
定
（
毎
日
　
朝
　
・
　
晩
　
）

体
重
測
定
（
毎
日
　
朝
　
・
　
晩
　
）

そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

●
私
の
薬 血
圧
を
下
げ
る
薬
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
薬
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

血
を
固
ま
り
に
く
く
す
る
薬
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

尿
を
増
や
し
体
液
を
減
ら
す
薬
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

不
整
脈
を
お
さ
え
る
薬
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

血
糖
値
を
下
げ
る
薬
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

イ
ン
ス
リ
ン
注
射
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
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心筋梗塞・心不全手帳：地域連携パス－3
●
急
性
心
筋
梗
塞
後
・
心
不
全
　
地
域
連
携
パ
ス

（
　
　
　
　
　
　
　
年
）

※
主
治
医
の
先
生
へ
…
検
査
デ
ー
タ
は
す
べ
て
を
記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん病
院
　
　
　
　
　
　
　
医
師

診
療
所
／
病
院
　
　
　
　
　
　
医
師

●
　
　
　
●

6

●
　
　
　
●

7

検
査
項
目

体
重

血
圧（
外
来
）

脈
拍

Ｂ
Ｎ
Ｐ（
Ｎ
Ｔ
-p
ro
Ｂ
Ｎ
Ｐ
）

ＩＮ
Ｒ（
血
液
凝
固
能
）

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

中
性
脂
肪（
Ｔ
Ｇ
）

Ｈ
ｂＡ
１ｃ

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン（
Ｃｒ
）

尿
素
窒
素（
Ｂ
Ｕ
Ｎ
）

肝
機
能（
γ
-G
TP
 な
ど
）

6
0
～
9
0
拍
/分

1
.5
～
2
.5

4
0
～
6
5
ｍ
ｇ
/ｄ
ｌ

1
2
0
ｍ
ｇ
/ｄ
ｌ未
満

5
0
～
1
5
0
ｍ
ｇ
/ｄ
ｌ

6
.1
％
未
満

8
～
2
2
ｍ
ｇ
/ｄ
ｌ

標
準
体
重

（
　
　
　
　
）㎏

収
縮
期
/拡
張
期

1
3
0
/8
0
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
未
満

1
8
.4
pg
/m
l未
満

（
1
2
5
pg
/m
l未
満
）

（
男
）0
.6
～
1
.1
ｍ
ｇ
/ｄ
ｌ

（
女
）0
.4
～
0
.7
ｍ
ｇ
/ｄ
ｌ

3
0
ｍ
ｇ
/日
未
満（
蓄
尿
）

3
0
ｍ
ｇ
/Ｌ
未
満（
随
時
）

微
量
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿

／
尿
た
ん
ぱ
く

私 に 大 切 な

検 査 項 目

治 療 や

主 な 検 査

血 糖 の

状 態

肝 臓 の

状 態

心

　
臓

　
の

　
状

　
態 血 管 の 状 態 腎 臓 の 状 態

望
ま
し
い
値

私
の

目
標
値

退
院
時
の
状
態

　
　
月
　
　
日

　
　
　
ヶ
月
後

　
　
月
　
　
日

　
　
　
ヶ
月
後

　
　
月
　
　
日

　
　
　
ヶ
月
後

　
　
月
　
　
日

　
　
　
ヶ
月
後

　
　
月
　
　
日

　
　
　
ヶ
月
後

　
　
月
　
　
日

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
・

眼
底
検
査
・

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・

心
電
図
・
心
エ
コ
ー
な
ど

受
　
　
診
　
　
病
　
　
院
　
／
　
診
　
　
療
　
　
所

●
急
性
心
筋
梗
塞
後
・
心
不
全
　
地
域
連
携
パ
ス

（
　
　
　
　
　
　
　
年
）

※
主
治
医
の
先
生
へ
…
検
査
デ
ー
タ
は
す
べ
て
を
記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん病
院
　
　
　
　
　
　
　
医
師

診
療
所
／
病
院
　
　
　
　
　
　
医
師

●
　
　
　
●

6

●
　
　
　
●

7

検
査
項
目

体
重

血
圧（
外
来
）

脈
拍

Ｂ
Ｎ
Ｐ（
Ｎ
Ｔ
-p
ro
Ｂ
Ｎ
Ｐ
）

ＩＮ
Ｒ（
血
液
凝
固
能
）

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

中
性
脂
肪（
Ｔ
Ｇ
）

Ｈ
ｂＡ
１ｃ

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン（
Ｃｒ
）

尿
素
窒
素（
Ｂ
Ｕ
Ｎ
）

肝
機
能（
γ
-G
TP
 な
ど
）

6
0
～
9
0
拍
/分

1
.5
～
2
.5

4
0
～
6
5
ｍ
ｇ
/ｄ
ｌ

1
2
0
ｍ
ｇ
/ｄ
ｌ未
満

5
0
～
1
5
0
ｍ
ｇ
/ｄ
ｌ

6
.1
％
未
満

8
～
2
2
ｍ
ｇ
/ｄ
ｌ

標
準
体
重

（
　
　
　
　
）㎏

収
縮
期
/拡
張
期

1
3
0
/8
0
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
未
満

1
8
.4
pg
/m
l未
満

（
1
2
5
pg
/m
l未
満
）

（
男
）0
.6
～
1
.1
ｍ
ｇ
/ｄ
ｌ

（
女
）0
.4
～
0
.7
ｍ
ｇ
/ｄ
ｌ

3
0
ｍ
ｇ
/日
未
満（
蓄
尿
）

3
0
ｍ
ｇ
/Ｌ
未
満（
随
時
）

微
量
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿

／
尿
た
ん
ぱ
く

私 に 大 切 な

検 査 項 目

治 療 や

主 な 検 査

血 糖 の

状 態

肝 臓 の

状 態

心

　
臓

　
の

　
状

　
態 血 管 の 状 態 腎 臓 の 状 態

望
ま
し
い
値

私
の

目
標
値

退
院
時
の
状
態

　
　
月
　
　
日

　
　
　
ヶ
月
後

　
　
月
　
　
日

　
　
　
ヶ
月
後

　
　
月
　
　
日

　
　
　
ヶ
月
後

　
　
月
　
　
日

　
　
　
ヶ
月
後

　
　
月
　
　
日

　
　
　
ヶ
月
後

　
　
月
　
　
日

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
・

眼
底
検
査
・

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・

心
電
図
・
心
エ
コ
ー
な
ど

受
　
　
診
　
　
病
　
　
院
　
／
　
診
　
　
療
　
　
所
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心筋梗塞・心不全手帳：地域連携パス－4
●
急
性
心
筋
梗
塞
後
・
心
不
全
　
地
域
連
携
パ
ス

（
　
　
　
　
　
　
　
年
）

病
院
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心筋梗塞・心不全手帳：地域連携パス－5
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心筋梗塞・心不全手帳：地域連携パス－6

修
　
了
　
証

あ
な
た
は
 
こ
の
一
年
間
 
病
気
の

再
発
や
再
入
院
を
さ
れ
る
こ
と
な
く

無
事
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た

こ
こ
に
そ
れ
を
証
し
 
あ
な
た
の

努
力
を
讃
え
ま
す

年
　
　
　
月
　
　
　
日

主
治
医

担
当
者

様

■
本
手
帳
の
請
求
先
：
広
島
県
地
域
保
健
対
策
協
議
会
事
務
局

〒
73
3-
85
40
 広
島
市
西
区
観
音
本
町
1-
1-
1

電
話
: 0
82
-2
32
-7
21
1　
E
-m
ai
l: 
ci
ta
ik
yo
@
hi
ro
sh
im
a.
m
ed
.o
r.j
p

V
er
. 2
 （
平
成
24
年
3月
31
日
作
成
）

（　　）51



広島県地域保健対策協議会 急性心筋梗塞医療体制検討特別委員会
委員長　木原　康樹　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
委　員　井上　一郎　広島市立広島市民病院
　　　　岩橋　慶美　広島市安佐南区厚生部
　　　　宇津宮仁志　広島県健康福祉局
　　　　榎野　　新　中国労災病院
　　　　岡本　光師　県立広島病院
　　　　川本　俊治　呉医療センター
　　　　吉川　正哉　広島県医師会
　　　　才野原照子　広島県看護協会
　　　　田中　幸一　市立三次中央病院
　　　　土手　慶五　広島市立安佐市民病院
　　　　中濱　　一　福山市民病院
　　　　林　　拓男　公立みつぎ総合病院
　　　　檜谷　義美　広島県医師会
　　　　藤井　　隆　JA広島総合病院
　　　　堀江　正憲　広島県医師会
　　　　森島　信行　JA尾道総合病院
　　　　森山美知子　広島大学大学院保健学研究科
　　　　柳原　　薫　東広島医療センター
　　　　安信　祐治　三次地区医療センター
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地域ケア促進専門委員会
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平成 23 年度地域ケア促進専門委員会調査研究報告書

尾道市医師会「豊かな死」を迎えるための市民公開講座





　筆者は平成 22 年度から厚生労働科学研究費補助金
（第 3次対がん総合戦略研究事業）の分担研究を行っ
ていて，研究分担者課題名は「地域多職種・チーム
医療による在宅での看取りに関する研究」であるの
で，まさに本委員会で熟成させてきた地域医療の在
り方，地域ケア論に一致するものである。委員会で
「豊かな死を迎えるために」を 23 年度テーマとする
ことを議論したときには全員一致であったことに，
この委員会が平成 8年から脈々と地域ケア・地域医
療そして在宅医療を議論し，調査研究を継続した実
績を感じた。
　今回は委員編成も少し意図的に手を加えたこと
で，在宅緩和ケアに向けた布陣とした。
　現場の訪問看護の経験の豊かな石口房子さん，県
立広島病院から JA尾道総合病院に赴任した石川哲
大先生に広島大学地域医療学講座の教授に就任され
た竹内啓祐先生のほか，広島県庁から棚田部長にも
参加をお願いして委員会を編成した。
　テーマは在宅緩和ケアで豊かな死が迎えられるこ
との市民公開講座を 4ヵ所で開催することにより，
患者さんが選べる豊かな死への問題提起と在宅緩和
ケア，在宅主治医機能，訪問看護の正しき理解で
あった。
　広島県との共同作業での広島市，東広島市医師
会，三次地区医師会，尾道市医師会の 4ヵ所を開催
地と決定した。この内容については県医師会速報に
優れた報告が掲載された。

尾道市医師会「豊かな死」を迎えるための市民公開
講座
　タイトルは「がんでも自宅での最期が実現できる
在宅緩和ケアの理解に向けて」
　今回，備後地区は尾道市医師会の担当で市民公開
講座の形式としたので，2月 4日土曜日 13 時 30 分
から尾道国際ホテルで開催し，医療関係者，介護関

地域ケア促進専門委員会

（平成 23 年度）

平成 23 年度地域ケア促進専門委員会調査研究報告書

広島県地域保健対策協議会 地域ケア促進専門委員会

委員長　片山　　壽

係者，市民など多くの参加があった。司会は訪問看
護ステーション・在宅医療担当の本多理事，座長は
中国新聞客員論説委員の山内雅弥氏が努めた。

基調講演
在宅緩和ケアチームが叶える「豊かな死」　
 片山医院　片山　壽
　開業医であるが，岡山大学医学部で 2007 年度より
緩和医療学の講義を継続し，2008 年から臨床教授と
して大学院で在宅緩和ケア・認知症・在宅医療の講
座をもっていることを紹介し，現状の医学教育にな
いが必要な領域として整備される必要性を強調した。

写真 ₁　片山講演風景

　尾道市の高齢化率は 30.47％となり，高齢の末期
がん患者さんが増えていて，自宅での最期を迎えた
い人も多い。尾道市医師会では JA尾道総合病院・
尾道市立市民病院・公立みつぎ総合病院と連携した
在宅医療の体制を整備して「在宅緩和ケア」のシス
テム化を進めている。今回は実際に家族（ご主人）
を看取った人の体験談を交えて，尾道市医師会在宅
緩和ケアシステムの検証と在宅チーム医療による
「豊かな死」について，在宅主治医，看取った家族，
訪問看護，がん拠点病院緩和ケア医らが，実際の現
場風景を交えて市民と語り合う講座とセミシンポジ
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ウムとした。
　今後も形態を変えながら尾道市医師会の継続的な
企画となり，市民への周知を図ること，在宅緩和ケ
アが尾道市医師会でさらに普及すること，医療と介
護の総合性を end-of-life-careの概念で構築すること
で，自宅での「豊かな死」を家族と在宅主治医と病
院が共通認識のもとに可能にすることがゴールであ
る。
　これは，静岡県立静岡がんセンターの山口 建総長
との共同研究（平成 22 年度から 25 年度まで継続の
厚生労働科学研究・第 3次対がん総合戦略研究事業）
と同一の方向性である。
　研究タイトルは「在宅がん患者・家族を支える医
療・福祉の連携向上のためのシステム構築に関する
研究」 であり，片山の分担研究部分は「地域多職種
チームによる在宅での看取りに関する研究」であ
る。また，QOD（Quality of death：死の質）につい
ての論文作成も含まれた。
　尾道市医師会方式在宅緩和ケアシステムは，2000
年から稼動している尾道市医師会長期継続ケア・マ
ネジメントプログラム（The OMA method on long-

term care management programs）の集約で，end-of-

life-careまで対応できることで，この基本設計がフ
レキシブルな地域医療連携とチーム医療を可能にす
ることができることで，高く評価されている。
　基調講演の中で地域医療連携の集約的な場面とし
て，家に帰る直前の退院前カンファレンスが病院で
行われ，家族に在宅主治医と在宅チームが同席して
病院側の病院主治医，看護，薬剤師，地域連携室な
どから適切な情報提供がなされることで，地域医療
連携として成立するわけである。すなわち，退院前
カンファレンスの後は，在宅緩和ケアによる自宅で
の生活が待っているわけであり，ご本人，ご家族の
希望を実現するための 15 分のイベントである。
　今後も研究と実践から 2002.12.22 の武田文和先生
の講演会で座長を務めたときに宣言した「尾道市医
師会はがんの痛みのない医療圏を目指します宣言」
を実現すべく，尾道市医師会と JA尾道総合病院，
尾道市立市民病院，公立みつぎ総合病院と一緒に体
制整備を進めていきたい。

シンポジウム
座長：中国新聞客員論説委員 山内　雅弥
コメンテーター：片山　壽
　座長からこの豊かな死を迎えることができる日本
であるかどうか，大変重要な国民的テーマであり，
昨年 2月も圏域研修会で山口総長の基調講演の座長
を務めたが，自分も医学の博士号を持つ身であるの
で，今後もこの領域の議論をすすめて行きたいと
思っていると意義を強調した。

写真 ₂　安田さん，片山

①　末期がんの夫を在宅緩和ケアで看取った経験
から
安田良華さん

　病院のカンファレンスの様子や病院主治医と在宅
主治医の申し送り，在宅復帰後の具体的な在宅チー
ムによる緩和ケアの様子を，在宅主治医（片山）が
パワーポイントで映しながら，ご本人の想いや自分
の感じたことを丁寧に語られた。ご本人がいかに病
院から帰りたかったか，家に帰って手厚い在宅緩和
ケアチームにより抗がん剤の副作用も軽快して，痛
みもなく，集まった孫家族らとの「パーティ」がい
かに楽しかったか，いろんな医師との触れ合いが
あったことなど。
　特に在宅緩和ケアで痛みがまったくなく，病院で
抗がん剤の副作用がありひどい口内炎で食べれな
かったが，歯科医や耳鼻科医，歯科衛生士，訪問看
護などでのチームケアで食べれるようになり，リ
ザーバーのラインも在宅主治医が外そうと言って，
娘がくれたスポーツシャツを着れたときの写真は素
晴らしい笑顔になっている。在宅医療はお金がかか
るかと前に質問されたことがあるが，「これだけしか
お支払いしなくていいのだろうか，と思った」と語
られた。
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　この安田さんの発表には横に片山が座り，在宅主
治医として PCを操作しながら，実際の在宅緩和ケ
アの風景を紹介して，最終部分は尾道市医師会方式
在宅緩和ケアシステム取材を 2009 年に行った研究者
が抽出した概念を提示して市民に分かりやすく伝え
た。
②　訪問看護ステーションの在宅緩和ケアへの関
わり
尾道市医師会訪問看護ステーション管理者
三藤浩子

　1995 年から尾道市医師会訪問看護ステーションの
管理者でデンマーク研修や神戸市看護大学の在宅看
護の非常勤講師をした経験をもち，早いうちから在
宅チームで在宅緩和ケアを行っていた。発表では在
宅主治医とのチームで在宅緩和ケアができることを
分かりやすく伝え，カンファレンスの意義や在宅看
護の重要性を説明した。在宅緩和ケアという表現が
定着する以前から，尾道市医師会で行っていた数々
のがん患者の看取りの経験をもつ頼もしい訪問看護
である。

③ がん地域連携拠点病院の緩和ケアチームの代
表として
JA尾道総合病院総括診療部長　石川哲大

　安田さんのときには退院前カンファレンスが急に
決まって，在宅主治医はじめ泌尿器科医，訪問看護
ステーション，医院看護スタッフ，薬剤師がさっと
集まって，病院主治医に許可をもらったレジデント
が司会進行を見事にこなした。研修医や連携担当副
院長，病棟科長，薬剤師，栄養士なども揃い，ス
ピードのある連携ができた。また，退院されて 12 日
目の在宅緩和ケア・カンファレンスにレジデント，
研修医，病棟科長，連携室長らと参加して，在宅主
治医である片山医院には，在宅側から内科の在宅主
治医，外科，泌尿器科，耳鼻科，歯科と 5人の医師
チームが揃い，訪問看護，薬剤師，医院看護スタッ
フ，歯科衛生士，が安田さんを囲んだ。
　このカンファレンスが目に見える連携として安田
さんの在宅緩和ケアを構成していることが，理解で
きた。入院中よりいい状態で，痛みもなく食べれ
て，家族団欒ができていることは素晴らしい。
　在宅緩和ケアへのバトンタッチとして，患者さん
の家に帰りたいという気持ちを病院側もよく理解す
るべきである。
④　指定発言
肺癌の父親を在宅緩和ケアで看取った壱岐悦
子さん

　病院嫌いで頑固な父親であったが，久々に片山医
院に受診して検査をしたら進行した肺癌が見つかっ
た。尾道市立市民病院に紹介され検査を行ったが，
脳に転移もありすぐに太田記念病院でガンマナイフ
を行い，いい経過で尾道に戻った。入院したくない
ので尾道市立市民病院呼吸器科の巻幡先生に無理を
言って「かあさんのミックスジュースが飲みたい」
と急遽，家に戻ることになったが，日曜日に病棟で
片山先生，巻幡先生の二人で娘の私に病状を ICして
くれて納得できた。両親は聞きたくないということ
であったので長女として，余命のことや在宅緩和ケ
アを片山先生が往診してくれることを聞いた。家で
は点滴で元気になったところで庭の剪定をするのが
好きで，伸び伸びと家で痛みなく過ごせたことはよ
かった。やはり，家が一番であるので，在宅緩和ケ
アは普及するべきである。シンポジウムになり会場
からの質疑応答もあり，今後，この在宅緩和ケアに
よる豊かな死の公開講座は，いろんな形式で尾道市

写真 ₃　石川　三藤

写真 ₄　シンポジウム全景
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広島県地域保健対策協議会 地域ケア促進専門委員会
委員長　片山　　壽　尾道市医師会
委　員　石川　哲大　JA尾道総合病院
　　　　石口　房子　YMCA訪問看護ステーション・ピース
　　　　井上予志栄　広島県社会福祉協議会
　　　　大貫　仁士　竹原地区医師会
　　　　大本　　崇　安佐医師会
　　　　小笠原英敬　佐伯地区医師会
　　　　奥野　博文　広島市中区役所
　　　　吉川　正哉　広島県医師会
　　　　小島　　隆　広島県歯科医師会
　　　　児玉　雅治　福山市医師会
　　　　佐川　　広　大竹市医師会
　　　　竹内　啓祐　広島大学医学部
　　　　棚多　里美　広島県健康福祉局
　　　　東條　環樹　山県郡医師会
　　　　初鹿　祐二　三原市医師会
　　　　鳴戸　謙嗣　三次地区医師会
　　　　楠部　　滋　東広島地区医師会
　　　　西垣内啓二　呉市医師会
　　　　檜谷　義美　広島県医師会
　　　　藤原　　惠　松永沼隈地区医師会
　　　　槙坪　　毅　広島県医師会

写真 ₅　会場風景

医師会として継続していくことをアナウンスして座
長が締めくくった。
　各地区ともに有意義な市民公開講座となり，本委
員会としては今後の継続を祈念するものである。開
催にあたり，企画から実施にあたりご尽力をいただ
いた皆さんに深く感謝申し上げます。
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Ⅰ．　は　じ　め　に

　平成 ₂₀ 年度から医療保険者に義務付けられた『特
定健康診査・特定保健指導』では，平成 ₂₄ 年度まで
の目標値を特定健康診査 ₇₀％，特定保健指導 ₄₅％，
メタボリックシンドロームの該当者・予備群の減少
率 ₁₀％としている。
　広島県の平成 ₂₁ 年度特定健康診査受診率は，
₃₂.₅％（広島県保険者協議会調べ，全国平均 ₄₁.₃％）
と数値目標 ₄₀％を下回っており，保険者別にみると
市町国保の受診率は ₁₇.₉％（全国 ₄₇ 位，全国平均
₃₁.₄％）と低い状況である。
　昨年度，当委員会では受診率低迷の要因の一つに
なっていると考えられる治療中の者の特定健康診査
受診控えの対策について検討し，医療機関の検査
データを特定健康診査データとして採用する方式が
有効であると考えた。
　そこで今年度は，治療中の者の「情報提供」につ
いて，取組の具体化に向けてモデル事業を実施し，
さらなる検討を加えた。また，国保連合会が行った

メタボリックシンドローム予防特別委員会

（平成 ₂₃ 年度）
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「レセプト情報等を活用した保健事業支援（モデル事
業）」で明らかになった特定保健指導のメリットを活
用した受診勧奨ポスターを作成したので報告する。

Ⅱ．　治療中の者の受診率向上方策の検討

　厚生労働省は，治療中の者の特定健康診査の取扱
いに関して，「かかりつけ医で ₂～₃ヶ月以内に検査
した結果のうち，特定健診の検査項目にあたるもの
については，特定健診の一部または全部を実施した
ものとして取り扱うことができる。また，検査項目
が不足した場合はその分を追加で行った場合に限
り，特定健診を実施したものと見做すことができ
る。以上のことから，過去に医療の一環として実施
した検査項目は治療費として扱うが，後日残りの検
査を行った場合は医療保険者が負担することにな
る。」としている（特定健康診査・特定保健指導に関
する Q & A集，₅ページ「資料 ₁」を参照）。しか
し，その際の流れ・様式等は示されていない。そこ
で，情報提供様式，取扱ルールおよび情報提供料の統
一を図らなければ，事務処理が極めて煩雑となるこ
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とが懸念され，モデル事業を実施することとなった。

Ⅲ．　治療中の者の特定健康診査「情報提供」
のモデル事業実施

　平成 ₂₃ 年 ₅ 月 ₁₈ 日に広島県医師会と全国健康保
険協会広島支部（以下，「協会けんぽ」とする。）が
協定締結し，取組の具体化に向けて，モデル事業を
実施した。
₁　モデル事業の流れ（図 ₁参照）
　協会けんぽが対象者（患者）へ特定健康診査受診
券を送付し，対象者（患者）は，治療を受けている
医療機関へそれを提示する。医療機関は，₃ヶ月以内
の治療データを協会けんぽへ情報提供する。
　協会けんぽは，情報提供料（単価￥₃,₆₇₅）を医療機
関へ支払い，「情報提供」を受けた対象者（患者）が
特定健康診査を実施したとして報告（法定報告）する。
　なお，データ入力，支払事務はすべて協会けんぽ
が実施した。

₃　提供件数を増やすための対策
　年度途中からの開始であり，事業の周知が十分図
れていなかったため，レセプト情報などから治療中
の者で特定健診未受診者を選定し，対象者本人あて
に情報提供への協力を依頼する文書を送付した。（₁₀
月実施。送付件数 ₃,₉₁₅ 件）
　文書送付後は対象者や医療機関からの電話等の反
響があり，提供数が増えたほか，本人から直接提供
票や検査結果が送付された事例もあった。
₄　情報提供元の医療機関の状況について
　比較的小規模な医療機関からの提供が主となって
いる。どの機関からも ₁～₃件程度の提供にとどまっ
ている。
　協会けんぽの家族のみが対象のため，保険証の確
認が煩雑という意見や，規模の大きい病院では，医
師が多忙なため対応できないとの意見もあった。
₅　モデル事業の課題
（₁）実施保険者の拡大
　初めての取組であり，提供票の記入漏れなどの不
備が多い状況である。他の保険者でも実施されれ
ば，医療機関への周知が図れ，円滑な情報提供が期
待できる。
（₂）対象者への周知
　年度途中からの実施となったため，対象者への周
知が十分図れなかった。₁₀ 月に対象者の一部に対し
て提供への協力依頼を行った結果，提供票受付件数
が若干ではあるが増えてきており，次年度は年度当
初の受診券配付の際に周知を徹底する必要がある。
（₃）件数の増加に伴う事務量の増大
　今後，提供件数が増えてくることに伴い，「情報提
供内容」の審査，データの入力，支払事務が増大す
ることが予測される。

Ⅳ．　治療中の者の特定健康診査「情報提供」
の医療保険者の取組意向調査

　モデル事業実施により，医療機関への周知という
課題が明らかになり，より多くの保険者での取組が
望まれた。
　そこで，この事業の取組に関する医療保険者の意
向調査を実施した（平成 ₂₃ 年 ₈ 月）。
　なお，調査対象は前年度の調査でこの事業に「取
組みたい」という意向を示していた市町国保保険者
とした。

表 ₁　治療中の者の特定健康診査「情報提供」
事業の受付件数

平成₂₃年 ₉月 ₃₀日
現　在

平成₂₃年 ₁₁月 ₈日
現　在

情報提供件数 ₁₉ ₈₀
うち対象外であっ
た件数（※）  ₆  ₇

※ 既に特定健診を実施していても，治療中であれば協会
けんぽへ情報提供すると勘違いしていたものが ₆件，
国保加入者分が ₁件となっている。

協 会 け ん ぽ  

対 象 者（患者） 

①

受

診

券

の

送

付 

②特定健康診査受診券・健康保険証を提示 

③ 請 求 

④指定口座へ

お振込み 

協会けんぽ広島支部へ直接、請求書（様式１）と

特定健康診査情報提供票（様式２）を郵送してく

ださい。 

～情報提供の流れ～ 

委託医療機関 

※医師の判断と患者の同意で実施 

情報提供 

3 カ月以内の治療データを特定健康診査に活用 

図 ₁　情報提供の流れ

₂　治療中の者の特定健康診査 「情報提供」 の受付
件数
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₁　調査の概要
（₁）調査時期：平成 ₂₃ 年 ₈ 月 ₂₃ 日～平成 ₂₃ 年 ₉

月 ₂ 日
（₂）調査方法：電子メールによる質問紙調査
（₃）調査対象：県内の市町国民健康保険者
（₄）回 収 率：₁₀₀％
₂　結果の概要（資料 ₂参照）
（₁）治療中の者の特定健康診査「情報提供」に取

組む予定・希望について
　₁₅ 市町（₆₅.₂％）が「取り組みたい」と回答して
いた。「検討中」が ₇市町（₃₀.₄％），「実施しない」
が ₁市町（₄.₄％）であった。

（₄）その他の意見
・ 事務量の増加，費用対効果などモデル事業の実
績を参考にしながら検討したい。
・ 財政支援の要望
・ 事務の簡素化（国保連合会でのデータ入力，支
払事務）の検討の要望
・ 集合契約の要望

Ⅴ．　特定健康診査・特定保健指導のメリット

　国保連合会が実施した「レセプト情報等を活用し
た保健事業支援（モデル事業）」において，特定保健
指導を利用した者の方が，保健指導の階層化，生活
習慣病のリスク，検査値（体重・BMI・腹囲）が有
意に改善していた，という効果が見られた。（資料
₃）
　そこで，このデータを活用して医療機関やショッ
ピングセンターなどに掲示する受診勧奨用リーフ
レットを作成した。（資料 ₄）

Ⅵ．　考　　　　　察

₁ 　モデル事業では，情報提供件数が少ないとい
う課題があり，その理由として，医療機関への
周知（特に比較的大きい規模の医療機関への周
知），対象者への周知が十分にされていないこ
とが考えられた。その解決策としては，実施保
険者を増やす，医療機関への周知を図ること，
対象者へ個別に通知をすることが考えられる。

 　また，今後，件数の増加に伴う事務量の増大
が懸念される。

₂　　市町国保保険者への意向調査から，「取組み
たい」と答えている市町が多いが，モデル事業
の実績が上がっていないこと，財政的な支援の
要望，事務量の増加に対する不安があり，実際
に取り組むには，検討すべき課題が多いと考え
られる。今後も体制整備，情報提供に取組みた
い。

₃　　特定保健指導の効果を活用した受診勧奨リー
フレットは，説得力があると考えられる。より
多くの方に見てもらい，関心を持ってもらえる
よう掲示場所について検討するとともに，各保
険者でも使用してもらえるようデータの提供を
していきたい。

表 ₂　取組の意向
n＝₂₃

回　答 数 （％）

①取り組みたい ₁₅  ₆₅.₂
②検　 討 　中  ₇  ₃₀.₄
③実施しない  ₁   ₄.₄

計 ₂₃ ₁₀₀.₀

表 ₃　単　　価
n＝₁₇

回　答 数 （％）

①市町独自  ₀   ₀.₀
②県（￥₃,₆₇₅-） ₁₇ ₁₀₀.₀

計 ₁₇ ₁₀₀.₀

表 ₄　契 約 形 態
n＝₁₇

回　答 数 （％）

①市町集合契約  ₁   ₅.₉
②代表集合契約 ₁₆  ₉₄.₁
③地区医師会個別契約  ₀   ₀.₀
④医療機関個別契約  ₀   ₀.₀
⑤ どのような契約形態でもよい  ₀   ₀.₀

計 ₁₇ ₁₀₀.₀

（₂）情報提供に係る単価について
　情報提供に係る単価設定は，回答した ₁₇ 市町すべ
てが県の調整単価（モデル事業と同じ）￥₃,₆₇₅ と
回答した。

（₃）契約の形態について
　契約形態については，₁₇ 市町中 ₁₆ 市町が「県内
保険者との集合契約がよい。」と回答し，₁市町が
「各市町ごとの集合契約がよい。」と回答した。
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Ⅶ．　ま　　と　　め

　当委員会のモデル事業は，従来の「特定健康診査
受診」に加え，かかりつけ医などでの既存の検査
データを活用する新たな選択肢として患者の検査等
の負担も少なく，実施に至れば受診率向上等へ寄与
は大きいため，今後はより多くの医療保険者での取
り組みが進むように，体制整備や情報提供が必要で
ある。
　また，特定保健指導の効果を活用したポスターに
ついては，各保険者でも使用してもらえるようデー
タの提供を考えている。

　これらの研究結果を県内の医療保険者，広島県保
険者協議会，市郡地区医師会などの関係機関に報告
し，取組の具体化が図られるようにしたい。
　「特定健康診査・特定保健指導」は，生活習慣病対
策の一部であり，特定健康診査の受診率向上のみが
最終目標ではないが，治療中の方の受診率低迷とい
う ₁つの課題を通して，医療保険者と医療機関の連
携のあり方を検討し，事業化という方向性を導きだ
すことができた。今後も行政・医療保険者・医療機
関が課題を共有し解決策を検討し，一体となって具
体的に取組むことで県民の健康の保持・増進に繋が
ると考える。
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<高齢者の医療の確保に関する法律> 

第二十条 保険者は，特定健康診査等実施計画に基づき，厚生労働省令で定めるところにより，四

十歳以上の加入者に対し，特定健康診査を行うものとする。ただし，加入者が特定健康診査に相

当する健康診査を受け，その結果を証明する書面の提出を受けたとき，又は第二十六条第二項の

規定により特定健康診査に関する記録の送付を受けたときは，この限りでない。 

第二十一条 保険者は，加入者が，労働安全衛生法（昭和四十七年法律第五十七号） 

その他の法令に基づき行われる特定健康診査に相当する健康診断を受けた場合又は受けることが

できる場合は，厚生労働省令で定めるところにより，前条の特定健康診査の全部又は一部を行っ

たものとする。 

 

特定健康診査相当の健康診査を受けている場合の取扱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔取扱方法等：特定健康診査・特定保健指導に関するＱ＆Ａ〕 

○特定健康診査に相当する健康診断を受けていれば，健康診断の結果書等証明書類を依頼することと

なる。 

○特定健康診査に相当する健康診断に関する証明書については，特に様式を設定することは考えてお

らず，当該健康診断の結果書等の証明書の提出を求めることで十分である。また，健康診断等の結果

等の証明書に費用がかかるということであれば，保険者が負担を表明していなければ，加入者本人が

負担することとなる。 

○特定健診に相当する検査を受け，その結果を証明する書面の提出があった場合は，特定健診の結果

として使用できる（高齢者医療確保法第２０条）。 

○かかりつけ医で２～３ヶ月以内に検査した結果のうち，特定健診の検査項目にあたるものについて

は，特定健診の一部又は全部を実施したものとして取り扱うことができる。また，検査項目が不足し

た場合はその分を追加で行った場合に限り，特定健診を実施したものと見做すことができる。 

以上のことから，過去に医療の一環として実施した検査項目は治療費として扱うが，後日残りの検

査を行った場合は医療保険者が負担することになる。 

○特定健診は診療ではないので混合診療とはならず，診療と同時に実施することは可能である。重複

する部分の費用の取扱いについては，例えば， 

①契約単価のみ明確となっている特定健診を優先的に実施し，特定健診以外の部分は診療として実

施する。 

②診療としての検査等を優先的に行い，特定健診として不足している部分については，医療保険者

と当該医療機関との間で実施単価を取り決めた上で実施する方法がある。 

○人工透析を受けている者は，継続的に医療機関を受診しており，医学的管理がなされていることか

ら，特定健診の実施については，本人の健康状態等を考慮したうえで受診の必要性を慎重に判断すべ

きである。 
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治療中の方の特定健康診査の「情報提供」（特定健診受診率向上対策）に関する意向調査（国保）

問１　受療中の医療機関からの「情報提供」による特定健康診査データ入手に取り組む予定･希望がありますか。
n=23

回　答 数 （％） 1

①取り組みたい 15 65.2
②検討中 7 30.4
③実施しない 1 4.4

計 23 100.0

問２　情報提供に係る単価について

n=17 2

回　答 数 （％）

①市町独自 0 0.0
②県（\3,675-） 17 100.0

計 17 100.0

問３　契約の形態について
n=17

回　答 数 （％） 3

①市町集合契約 1 5.9
②代表集合契約 16 94.1
③地区医師会個別契約 0 0.0
④医療機関個別契約 0 0.0
⑤どのような契約形態でもよい 0 0.0

計 17 100.0

その他
事業目的に関する意見

事務処理に関する意見

受診券発送後，資格変更された方の確認をどのように対応するのか。
別紙4　口座振込先ですが，支店名の記載箇所の追加をお願いします。
説明会を開いてほしい

事務量の増加，費用対効果等について，モデル事業の実績を参考にさせていただきな
がら検討したい。

その他 モデル事業の実施状況や県外での実施実績があれば，その内容を含め情報提供をお
願いしたい。

現在「協会けんぽ」がモデルとして実施されておられますが，実績はどれくらいあるので
しょうか。受診率向上の切り札となり得るのでしょうか。
また，特定健診の検査項目が不足して追加となった場合，追加検査せず新たに特定健
診へ移行するのではないでしょうか。

町内の医療機関で了解が得られれば，モデル事業で実施されている手順を教えていた
だき，本年度からでも実施したい。

方針を示す時期等に関する意見 現在，検討中のため，意向調査の結果がまとまりましたら，情報提供していただきたい。

平成24年度の予算要求が11月のため，10月中に方向性をお示しいただけると助かりま
す。

医療機関周知に関する意見 この事業に関しての各医療機関への積極的な取組要請を県のほうからもお願いしたいと
思います。

契約に関する意見 県全体での仕組みができれば，取り組みやすいので，集合契約を実施していただきた
い。

支払事務について，健診結果及び請求データを電子データで国保連を通じて請求する
ようにしてほしい

財政支援に関する意見 1件あたり3,675円と高額になるので，財政支援を要望します。
県調整交付金等予算措置をお願いしたい

特定健診・保健指導は生活習慣病予防が目的であり，既に治療中の者の情報を提供料
を支払って特定健診の結果にすることは，予防という本来の目的に合わないと考えられ，
治療中の方は対象から外すべきと考える。
なるべく早急に対応していただきたい。
国保連合会のルートで支払をしていただきたい。
国保連合会でのデータ入力，費用支払はできないのでしょうか。

事務処理について，各医療機関から各々請求があった場合，かなりの混乱が予想される
ため，できれば医師会でのとりまとめで月1回払い程度を希望します。

医療機関にやってもらえるのか

受療中の医療機関からの「情報提供」による特定健康診
査データ入手に取り組む予定・希望について，15市町
（65.2％）が「取り組みたい」と回答している。
「検討中」が7市町（30.4%），「実施しな
い」が１市町（4.4%）であった。

情報提供に係る単価設定は，回答した17市町全てが県の
調整単価（\3,675-）で行うと回答した

契約形態については，17市町中16市町が「県内保険者と
の代表集合契約がよい。」と回答し，1市町が「各市町ごと
の集合契約がよい。」と回答した
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④ 検査データの変化  

   体重・腹囲・ＢＭⅠ・中性脂肪・収縮期血圧・拡張期血圧・空腹時血糖・HbA1c の 8 項目の変化

について健診受診年度と翌年度の健診結果を比較した。 
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「レセプト情報を活用した保健事業支援（モデル事業のまとめ）」／

広島県国民健康保険団体連合会の抜粋 
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  体重・ＢＭＩ・腹囲は積極的支援・動機付け支援ともに，終了者の方が検査値の改善の幅が大きい。 

  血圧については，健診当日の環境等の影響も大きいため，比較が難しい。 

  中性脂肪は，特定保健指導利用の有無にかかわらず減少している。 

  空腹時血糖は，平成 20 年度は特定保健指導の利用の有無にかかわらず減少していたが，平成 21 年

度は，あまり変化がなかった。 
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Ⅰ．　は　じ　め　に

　糖尿病患者は，糖尿病の可能性が否定できない人
を合わせて年々増加（平成 ₁₉ 年国民健康・栄養調査　
約 ₂,₂₁₀ 万人で平成 ₁₄ 年比 ₃₆％増）している。さ
らに，患者自身が自覚症状に乏しく，治療の動機付
けを見出せにくいという特徴があり，重症化や合併
症の併発にいたる例も増加している。
　そこで，糖尿病患者が医療を適切に受け，重症化
を予防できるよう，医療連携パスを導入した事業の
展開について検討することとし，今年度は，各地域
の取り組みについて情報交換をした。

Ⅱ．　糖尿病連携の先進地（佐伯地区医師会）
における連携体制について

　当事業ではかかりつけ医と糖尿病専門医またコメ
ディカルが緊密システム的に連携し，効果的な役割分
担の中で治療および療養指導を進めるため，来年度か
らモデル地域において事業を展開することとしている。
今年度は，事前に先進地である JA広島総合病院を中
心とする佐伯地区医師会の実施状況をもとに，現状や
糖尿病地域連携における課題の共通認識を図った。

【糖尿病対策地域連携事業について】

　佐伯地区医師会では，地域全体の糖尿病診療にお
ける質の向上・均一化をめざし，JA広島総合病院 

を糖尿病専門病院とし専門医とコメディカルが病院
内で，さらに地域のかかりつけ医と専門病院が糖 

尿病地域連携パスを用いて，対象者に効果的な療養
指導等を提供できるためのシステム化を検討してい
る。
　JA広島総合病院の診療圏内人口は，約 ₂₈ 万人で
あり，糖尿病総外来患者数は，約 ₂,₂₀₀ 人で，その
うち ₁₄₈ 人が地域連携パスを利用している。
　診療所では，連携病院受診時の検査時間，指導
（看護師，栄養士），診察の時間を十分確保するた
め，事前のカルテ作成のための情報と糖尿病専用の
診療情報提供書を FAXする必要があり，患者には来
院までに問診票（₅枚）と診療情報提供書への記入
を依頼しておく。病院では，受診前にカルテを作成
し，医師による受診前の検査，栄養指導，療養指導
などの事前オーダーが必要である。
　看護師による療養指導と栄養士による栄養指導
は，診察前に終了しており，その後，医師が診察す
る。糖尿病専用の診療情報提供書は，記入しやすい
ようにチェック欄が多く設けられている。
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Ⅲ．　糖尿病における病診連携の課題

　糖尿病の病診連携クリティカルパスを用いた地域
連携を行っている地域での取組をもとに，課題を抽
出した。
　（課題）
・糖尿病は，自覚症状が乏しいため，患者の病識
が低く，患者自身が生活を改善しにくいという
特徴があり，本人が治療を継続する意欲を持続
させるための方法を考える必要がある。
・専門医への受診勧告について，医療保険者（国
保，社保等）や，市町・勤務先の会社等の介入
について検討する。

　（方向性）
　地域連携パスを使い，かかりつけ医と糖尿病専門
医・コメディカルが緊密に連携し，効果的な役割分
担の中で，途切れることなく，治療および療養指導
を受け，またそれを地域が支えることで本人が意欲
的に治療継続できる環境を作る。

Ⅳ．　今後の取り組み予定

₁　平成 ₂₄ 年度は，モデル地域にて，連携パスに
よる支援体制について検討する。

₂　モデル地区での事業により，患者の行動変容を
もとに，効果的な指導方法を検討する。
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広島県地域保健対策協議会 メタボリックシンドローム予防特別委員会
糖尿病対策地域連携事業

委員長　河野　修興　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
委　員　天野　國幹　広島県医師会
　　　　網本　達也　佐伯地区医師会
　　　　石田　和史　JA広島総合病院
　　　　加納　恵子　広島市健康福祉局
　　　　河面　智之　市立三次中央病院
　　　　小根森　元　三次地区医師会
　　　　岸本　益実　広島県健康福祉局
　　　　田中　純子　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　中西　修平　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　槙坪　　毅　広島県医師会
　　　　山根　公則　NTT西日本中国健康管理センタ

広島県地域保健対策協議会 メタボリックシンドローム予防特別委員会
特定健康診査受診率向上対策

委員長　河野　修興　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
委　員　天野　國幹　広島県医師会
　　　　網本　達也　佐伯地区医師会
　　　　加納　恵子　広島市健康福祉局
　　　　岸本　益実　広島県健康福祉局
　　　　小根森　元　三次地区医師会
　　　　高村　明雄　福山市保健福祉局
　　　　田中　純子　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　中西　修平　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　西岡　智司　福山市医師会
　　　　八田　和彦　安芸地区医師会
　　　　槙坪　　毅　広島県医師会
　　　　向井　一誠　全国健康保険協会広島支部
　　　　森原　千秋　広島県国民健康保険団体連合会
　　　　山根　公則　NTT西日本中国健康管理センタ
　　　　吉原　信男　呉市福祉保健部
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Ⅰ．　は　じ　め　に

　病名および臨床検査データなどの患者情報は，投
薬時の適切な情報提供および副作用の早期発見のた
めに重要な情報である。
　しかし，薬局薬剤師にあっては，病院薬剤師と異
なり，患者情報を入手することが難しい状況にある。
　そこで，当委員会では，適切な情報提供による医
薬品のより良い使用を図り，副作用の未然防止・早
期発見につなげるため，医療関係者間での患者情報
の共有について検討を行った。

Ⅱ．　アンケート調査

　医療関係者間での副作用を含む患者情報の共有の
実態と課題を把握するため，広島県薬剤師会で設置
したサブワーキンググループからの提案に基づき，
医療関係者を対象としたアンケート調査を実施した。
₁　調査の概要
（1）アンケート調査期間
　平成 23 年 11 月～12 月

（2）アンケート調査対象および調査方法
　ア　調査対象
　広島市地区，呉市地区，廿日市地区，尾道
地区，三次地区の 5地区に所在する次の施設
の関係者（施設）　計 2,486 件

　　　①　医療機関の医師，歯科医師
……医　　師　994 名
……歯科医師　416 名

　　　②　訪問看護ステーション…　44 施設
　　　③　薬局薬剤師 …1,032 名
　イ　調査方法
　各施設にアンケート調査票を郵送し，回収
した。

　ウ　調査内容
　別紙アンケート調査票のとおり

医薬品の適正使用検討特別委員会

（平成 23 年度）

医薬品の適正使用検討特別委員会報告書

広島県地域保健対策協議会 医薬品の適正使用検討特別委員会

委 員 長　木平　健治

（3）回収率など
　表 1に回収率を示す。

表 ₁　アンケート回収率

対　　象 送付数 回答数 回収率

医　　師   994   422 42.5％
歯科医師   416   170 40.9％
訪問看護ステーション    44    27 61.4％
薬局薬剤師 1,032   510 49.4％

計 2,486 1,129 45.4％

₂　調査結果
（1）薬局薬剤師が医師・歯科医師から提供を望む

情報
　図 1は，副作用の早期発見や未然防止，医薬品の
適正使用のために薬局薬剤師が医師・歯科医師から
提供を望む情報として回答した割合を示している。

90.6%

89.2%

89.0%

88.4%

88.2%

85.3%

84.9%

83.5%

80.8%

78.0%

77.1%

72.5%

63.3%

60.4%

58.2%

56.9%

42.7%

25.5%

95.1%

97.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病名（処方目的）
アレルギー歴，副作用歴

薬剤に関する指導時の留意点
嚥下能力（飲み込み状況も含む。）

一包化の必要性

病名告知の有無
検査値（血液検査，尿検査等）

服用できない剤形

治療に影響する薬剤
胃瘻，ストーマ，ペースメーカー等装着の有無

手術を受けていればその内容
入院中の患者の処方内容（点滴・注射を含む。）

入院中の処方変更理由
バイタルサイン（脈拍,呼吸数,血圧,体温等）

次回受診日

薬剤血中濃度測定結果
入院中のアドヒアランス(患者自身の治療への積極的な参加)

ＡＤＬ（日常生活に最低限必要な基本的動作）

退院日
入院中の担当薬剤師

図 ₁　医師・歯科医師から提供を望む情報は？
（薬局薬剤師）

　薬局薬剤師が，医師・歯科医師との共有が「ぜひ
必要である」「あった方がよい」と回答した情報は，
「病名（処方目的）」（97.6％）が最も多く，次いで
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「アレルギー歴，副作用歴」（95.1％），「薬剤に関す
る指導時の留意点」（90.6％）が 9割を超えていた。
また，「病名告知の有無」（88.4％），「検査値（血液
検査，尿検査など）」（88.2％），「胃瘻，ストーマ，
ペースメーカーなど装着の有無」（83.5％），「手術の
内容」（80.8％），「バイタルサイン」（72.5％）など
14 項目が 7割を超えていた。
　薬局薬剤師は，医師・歯科医師と広範囲にわたる
情報の共有を望んでいることがわかる。共有を望む
情報の中には，「病名（処方目的）」や「病名告知の
有無」，「検査値」，「バイタルサイン」といった処方
せんのみではわからない情報が上位に挙がってお
り，薬局薬剤師が日常の業務の中で患者情報の不足
を感じていることが伺われた。
（2）薬局薬剤師自身が医師・歯科医師へ提供すべ

きと考える情報
　図 2は，薬局薬剤師が医師・歯科医師への提供が
必要な情報として回答した割合と，その情報をどの
程度提供できているかについて示したものである。
　薬局薬剤師が医師・歯科医師への提供が必要と考え
る情報として，約 7割の薬局薬剤師がほぼすべての項
目を挙げていた。その中で「後発医薬品への変更の記

録」（94.5％），「服用中の体調の変化（副作用の疑い
を含めて）」（94.1％），「残薬の有無」（93.3％），「当
該患者の他の医療機関の処方内容」（93.3％），「調剤
上の工夫（一包化など）」（93.1％）については，9
割以上の薬局薬剤師が提供の必要な情報と回答した。
　また，薬局薬剤師自身が提供すべき情報と考えて
いるが，実際は「ほとんどできていない」と回答し
た割合の高かった項目は，順に「一般用医薬品（市
販薬），健康食品の服用状況」（49.0％），「服薬介助
の状況」（43.5％），「生活の具体的なリズム（食事・
睡眠など）」（42.5％）などであった。
（3）医師・歯科医師が薬局薬剤師との共有を望む

情報
　医師・歯科医師が，薬局薬剤師と共有することが
有用と答えた情報は，図 3に示すとおりで，「アレル
ギー歴，副作用歴」（95.4％）が最も多く，次いで
「病名（処方目的）」（84.8％），「治療に影響する薬
剤」（70.4％）が 7割を超えていた。

図 ₂　医師・歯科医師へ情報提供が必要と考え
る情報は？どの程度提供しているか？

 （薬局薬剤師）
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18.0%
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19.2%
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35.5%

12.5%

41.2%

30.6%

73.3%

17.3%

52.7%

12.7%

21.4%

22.0%

64.1%

28.2%

37.5%

25.1%

22.4%

15.3%

31.8%

28.8%

28.2%

35.9%

40.2%

30.8%

43.7%

33.5%

39.8%

32.5%

45.1%

13.5%

44.9%

32.4%

56.7%

60.0%

53.3%

24.9%

20.4%

22.0%

42.5%

24.1%

14.9%

35.7%

31.2%

43.5%

29.8%

24.3%

49.0%

22.0%

17.8%

34.7%

15.1%

16.1%

5.5%

30.2%

8.0%

23.9%

12.0%

18.8%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保管，取扱い上の注意事項

当該患者の他の医療機関の処方薬の効能効果

生活の具体的なリズム（食事・睡眠など）

調剤時に行った他の医師・歯科医師への疑義照会の内容

指導した薬剤師の氏名

薬剤の管理方法（自己・家人・サービス事業者など）

服薬指導内容の要点

服薬介助の状況

飲食物との相互作用やその他服用に際して注意すべき事項

薬剤で起こりうる副作用

一般用医薬品（市販薬），健康食品の服用状況

相互作用に注意が必要な薬剤

後発医薬品への変更希望の有無

薬に対する患者の理解度

併用禁忌の薬剤

アレルギー歴，副作用歴

薬局の連絡先

処方された薬の服薬状況

調剤上の工夫（一包化等）

残薬の有無

当該患者の他の医療機関の処方内容

服用中の体調の変化（副作用の疑いを含めて）

後発医薬品への変更の記録

ほぼできている 一部できている　 ほとんどできていない

図 ₃　薬局薬剤師と共有すると有用な情報は？
（医師・歯科医師）

95.4%

84.8%

70.4%

66.9%

61.3%

59.3%

54.7%

53.2%

45.1%

43.8%

40.7%

40.2%

35.6%

35.0%

32.9%

29.9%

29.7%

28.5%

26.2%

22.3%

16.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アレルギー歴，副作用歴

病名（処方目的）

治療に影響する薬剤

服用できない剤形

病名告知の有無

薬剤に関する指導時の留意点

嚥下能力（飲み込み状況も含む。）

一包化の必要性

胃瘻，ストーマ，ペースメーカー等装着の有無

検査値（血液検査，尿検査等）

手術を受けていればその内容

患者による病気の理解度

薬剤血中濃度測定結果

入院中の患者の処方内容（点滴・注射を含む。）

入院中のコンプライアンス（服薬状況）

次回受診日

入院中の処方変更理由

バイタルサイン（脈拍,呼吸数,血圧,体温等）

ＡＤＬ（日常生活に最低限必要な基本的動作）

退院日

入院中の担当薬剤師

　医師・歯科医師が薬局薬剤師から提供を望む情報
として回答した割合を図 4に示す。
　医師・歯科医師が薬局薬剤師から入手できる情報
で，「ぜひ必要である」「あった方がよい」と回答し
たものは，「当該患者の他の医療機関の処方内容」
（93.4％）が最も多く，次いで，「アレルギー歴，副
作用歴」（91.4％），「併用禁忌の薬剤」（91.0％）が
9割を超えていた。
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（4）薬局薬剤師と医師・歯科医師が互いに共有を
望む情報の比較

　薬局薬剤師および医師・歯科医師がお互いに共有
すると有用と考える情報の比較を図 5に示す。

と回答した割合が高かった。
　一方，「手術を受けていればその内容」，「入院中の
患者の処方内容」，「入院中の処方変更理由」，「検査
値（血液検査，尿検査など）」「バイタルサイン（脈
拍，呼吸数，血圧，体温など）」などの項目は，薬局
薬剤師が共有を望むと回答した割合が高かったもの
の，医師・歯科医師で共有を望む割合は低かった。
　次に，医師・歯科医師が薬局薬剤師から提供して
ほしいと回答した情報を，薬局薬剤師が提供できて
いるかどうかの比較を図 6に示す。

図 ₄　薬局薬剤師から提供してほしい情報は？
（医師・歯科医師）
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46.3%

44.1%

48.6%

49.8%

45.4%

47.8%

50.0%

51.4%

49.5%

52.2%

53.5%

51.2%

49.3%

44.3%

53.0%

46.1%

41.9%

27.5%

22.1%

33.6%

3.0%

14.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活の具体的なリズム（食事・睡眠など）

指導した薬剤師の氏名

保管，取扱い上の注意事項

薬剤の管理方法（自己・家人・サービス業者など）

後発医薬品への変更の記録

服薬介助の状況

一般用医薬品（市販薬），健康食品の使用状況

調剤時に行った他の医師・歯科医師への疑義照会の内容

後発医薬品への変更希望の有無

調剤上の工夫（一包化など）

服薬指導内容の要点

当該患者の他の医療機関の処方薬の効能効果

残薬の有無

薬に対する患者の理解度

処方された薬の服薬状況

薬局の連絡先

服用中の体調の変化（副作用の疑いを含めて）

飲食物との相互作用やその他服用に際して注意すべき事項

薬剤で起こりうる副作用

相互作用に注意が必要な薬剤

併用禁忌の薬剤

アレルギー歴，副作用歴

当該患者の他の医療機関の処方内容

ぜひ必要 あった方がよい

図 ₅　共有すると有用な情報の比較
（医師・歯科医師／薬局薬剤師）
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97.6%
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88.2%

80.8%

60.4%

78.0%

58.2%

63.3%

77.1%

72.5%

56.9%

42.7%

25.5%

95.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アレルギー歴，副作用歴

病名（処方目的）

治療に影響する薬剤

服用できない剤形

病名告知の有無

薬剤に関する指導時の留意点

嚥下能力（飲み込み状況も含む。）

一包化の必要性

胃瘻，ストーマ，ペースメーカー等装着の有無

検査値（血液検査，尿検査等）

手術を受けていればその内容

患者による病気の理解度

薬剤血中濃度測定結果

入院中の患者の処方内容（点滴・注射を含む。）

入院中のコンプライアンス（服薬状況）

次回受診日

入院中の処方変更理由

バイタルサイン（脈拍,呼吸数,血圧,体温等）

ＡＤＬ（日常生活に最低限必要な基本的動作）

退院日

入院中の担当薬剤師

医師・歯科医師の割合 薬剤師の割合

　「アレルギー歴，副作用歴」，「病名（処方目的）」，
「治療に影響する薬剤」については，薬局薬剤師およ
び医師・歯科医師ともに共有することが有用である

図 ₆　医師・歯科医師が提供してほしい情報と
薬局薬剤師が提供できているか？
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46.9%
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69.0%

52.2%

35.9%

34.5%

89.0%

48.4%

42.0%

62.4%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

当該患者の他の医療機関の処方内容

アレルギー歴，副作用歴

併用禁忌の薬剤

相互作用に注意が必要な薬剤

薬剤で起こりうる副作用

飲食物との相互作用やその他服用に際して注意すべき事項

服用中の体調の変化（副作用の疑いを含めて）

薬局の連絡先

処方された薬の服薬状況

薬に対する患者の理解度

残薬の有無

当該患者の他の医療機関の処方薬の効能効果

服薬指導内容の要点

調剤上の工夫（一包化など）

後発医薬品への変更希望の有無

調剤時に行った他の医師・歯科医師への疑義照会の内容

一般用医薬品（市販薬），健康食品の使用状況

服薬介助の状況

後発医薬品への変更の記録

保管，取扱い上の注意事項

薬剤の管理方法（自己・家人・サービス業者など）

指導した薬剤師の氏名

生活の具体的なリズム（食事・睡眠など）

医師・歯科医師 薬剤師

　薬局薬剤師は「相互作用に注意が必要な薬剤」「薬
剤で起こりうる副作用」「飲食物との相互作用やその
他注意すべき事項」などの情報を提供できていな
かった。
　医師・歯科医師が薬局薬剤師から提供してほしい
と回答した割合の高かった「当該患者の他の医療機
関の処方内容」「アレルギー歴，副作用歴」「併用禁
忌の薬剤」などの情報については，お薬手帳や薬剤
情報提供文書で対応可能な情報であり，薬局薬剤師
は医師・歯科医師へ「ほぼ又は一部提供できている」
と回答した割合が高かった。
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（5）訪問看護ステーションの看護師が薬局薬剤師
から提供を望む情報

　訪問看護ステーションの看護師が薬局薬剤師から
提供してほしいと回答した情報と，薬局薬剤師が訪
問看護ステーションの看護師へ提供する必要がある
と回答した情報の上位 7項目を表 2に対比して示す。

表 ₂　「薬局からぜひ必要な情報」（看護師）と
「看護師に提供がぜひ必要な情報」（薬局
薬剤師）

順位 薬局から提供がぜひ
必要な情報（看護師）

看護師に提供がぜひ
必要な情報（薬剤師）

1 併用禁忌の薬剤（88.9％） どのような薬を服用しているか（57.5％）

2
飲食物との相互作用やそ
の他服用に際して注意す
べき事項（85.2％）

アレルギー歴，副作用歴
（55.7％）

3 服用している処方薬の効
能効果（77.8％） 薬局の連絡先（52.0％）

4 相互作用に注意が必要な
薬剤（77.8％） 併用禁忌の薬剤（51.8％）

5 アレルギー歴，副作用歴
（77.8％）

服用できない剤形
（50.4％）

6 薬剤で起こりうる副作用
（74.1％）

服用中の体調の変化（副
作用の疑いを含めて）
（48.6％）

7 どのような薬を服用して
いるか（70.4％）

嚥下能力（飲み込み状況
も含む）（47.3％）

　訪問看護ステーションの看護師は薬を服用する上
で特に注意が必要な情報についての提供を希望して
いた。
　一方，薬局薬剤師が訪問看護ステーションの看護
師へ提供する必要があると回答した情報の上位項目
には「どのような薬を服用しているか」「アレルギー
歴，副作用歴」「併用禁忌の薬剤」など訪問看護ス
テーションの看護師が提供を希望する同様の項目を
挙げた。
（6）訪問看護ステーションの看護師と薬局薬剤師
との関わり
　図 7に示すとおり，薬局薬剤師と患者情報に関し
て連絡を取り合ったことがあると回答した訪問看護
ステーションは 25 施設（92.6％）で，そのうち 24
施設（88.9％）は薬局薬剤師と患者情報を共有する
必要があると回答していた。
　一方，図 8に示すように，訪問看護ステーション
の看護師と患者情報に関して連絡を取り合ったこと
があると回答した薬局薬剤師は，45.9％であった。

図 ₇　薬局と連絡を取り合ったことがあるか？
　　　情報共有は必要か？（看護師）

必要, 92.6%

わからない, 3.7%

無回答, 3.7%

薬局薬剤師と患者情報を
共有することが必要か？

ある, 92.6%
ない,

7.4%

薬局と連絡を取り合った
ことがあるか？

図 ₈　看護師と連絡を取り合ったことがあるか？
情報共有は必要か？（薬局薬剤師）

ある, 45.9% ない, 49.2%

無回答, 4.7%

看護師と連絡を取り合った
ことがあるか？

必要, 80.2%

不必要, 2.2%

わからない,

 12.9%

無回答, 4.7%

看護師と患者情報を
共有することが必要か？

訪問看護ステーションの看護師と患者情報を共有す
る必要があるかとの問に対しては，80.2％の薬局薬
剤師が「必要である」と回答しており，連絡を取り
合ったことがないと答えた薬局薬剤師も，訪問看護
ステーションの看護師と情報を共有することが必要
であると回答した。
　平成 22 年度に実施した薬局薬剤師の在宅医療への
対応に関するアンケート調査では，訪問薬剤管理指
導に関与した薬局薬剤師は 18.3％と低かったことか
ら，訪問薬剤管理指導という枠にとらわれなけれ
ば，実際の連携はある程度図られている可能性が伺
えた。
　これらの結果から，訪問看護ステーションの看護
師，薬局薬剤師はともに，双方の患者情報の共有を
進める素地はあるものと思われた。特に訪問看護ス
テーションの看護師は，在宅患者が薬を服用する上
で注意すべき情報を，薬局薬剤師から提供して欲し
いと考えていた。
（7）各職種間での患者情報共有のツール
　患者情報を共有する方法として利用しているもの
は，図 9のとおり，医師・歯科医師，訪問看護ス
テーションの看護師，薬局薬剤師ともに「お薬手帳」
が最も多く，医療関係者間で患者情報を共有する手
段として「お薬手帳」が認識されていることが示さ
れた。
　がん，肝炎や喘息などの疾患別の連携パスなど
「施設間の情報連絡書」については，医師の 24.6％，
歯科医師の 12.9％が利用していると回答し，訪問看
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図 ₉　利用している（適当と思われる）患者情
報の共有方法は？

護ステーションの看護師も 48.1％が今後の共有方法
として適当と回答していた。薬局薬剤師では 6.1％
と少数であったが，今後普及していくことが予想さ
れ，お薬手帳と併せた活用が望まれる。

Ⅲ．　講演会の開催

₁　日時および場所
　平成 24 年 2 月 23 日（木）
　広島医師会館
₂　参加者
　105 名（医師，歯科医師，薬剤師，看護師など）
₃　演題および講師
　演題　地域医療連携と「薬局 3.0」～医師から見

た新しい薬局・薬剤師のかたち～
　講師　狭間研至先生
　　　　（ファルメディコ株式会社代表取締役社長）
₄　講演要旨
　少子超高齢化社会に突入し，新しい地域医療のあ
り方が求められる中，患者を中心とした医療・介護
の地域連携の重要性は高まりつつある。
　地域連携において，次の 3つの理由から薬局薬剤
師は重要な役割を果たすと考えている。
1） 要介護高齢者の薬物療法では医療安全の確保と
医薬品の適正使用が不可欠であること。

2） 薬剤師の教育課程が 6年制に移行しているこ
と。

3） 開業医をしのぐ薬局薬剤師が地域社会に配備さ
れており，地域医療を変えうる巨大なリソース
となっていること。

　薬局薬剤師をお薬の供給・配達人から，共同薬物
治療管理のパートナーとして捉え直すことで地域医
療の質は著しく向上し，真の多職種連携が実現する。

Ⅳ．　ま　　と　　め

　アンケート調査の結果から，薬局薬剤師は，副作
用の早期発見や未然防止，医薬品の適正使用のため
には，他の医療関係者と「病名（処方目的）」や「ア
レルギー歴，副作用歴」，「検査値」，「バイタルサイ
ン」など処方せんだけでは読み取れない多くの患者
情報を共有したいと考えていることがわかった。
　また，医師・歯科医師も，「アレルギー歴，副作用
歴」のほか，「病名（処方目的）」や「治療に影響す
る薬剤」といった情報を薬局薬剤師と共有すること
が有用と考えていた。
　これらの情報は医薬品の副作用などに直結する重
要な情報であり，具体的にどのように共有していく
かという共有方法・手段が確立されれば，共有の実
現は難しくないと思われた。
　医師・歯科医師が薬局薬剤師から提供してほしい
と考える情報のうち，「相互作用に注意が必要な薬
剤」「薬剤で起こりうる副作用」「飲食物との相互作
用」などは，「提供できていない」と回答した薬局薬
剤師の割合が高かった。具体的な共有方法が確立さ
れれば薬局薬剤師の努力を前提に可能となり得るだ
ろう。
　一方，医師などが特に共有しなくてもよいと考え
る「検査値」や「バイタルサイン」といった情報に
ついては，副作用の早期発見など安全・安心な薬物
療法の提供を行うには必要な情報と思われる。今
後，薬局薬剤師が薬物療法に積極的に参画し，これ
らの情報を共有することで具体的にどのように患者
にとって有益な薬物療法が実現できるのかを示し，
医師などに理解を求めていく必要がある。
　薬局薬剤師が必要と考える患者情報を得るには，
医師・歯科医師が求める情報は何かを理解し，それ
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に応えることが必要である。医師・歯科医師，看護
師から得られる情報をどのように評価し，その結果
を患者にどう伝え，副作用の早期発見等適正使用に
つなげるかといったことを薬局薬剤師が熟考するこ
とも必要である。
　医療関係者間での患者情報共有の手段としては，
アンケート調査でも認識が高かった「お薬手帳」の
記載内容を充実させればより多くの情報共有を行う
ことができ，医薬品の適正使用の推進に大いに効果
的であると期待される。共有の要望がありながら薬
剤師が提供できていない情報についてもこれらの手
段を活用することで提供可能であり，今後の薬剤師
の努力が求められる。
　疾患別の医療連携パスについては，医師・歯科医

師，訪問看護ステーションの看護師の間では普及の
兆しが見られるが，まだ薬局薬剤師の関わりは少な
い。医療関係者間との患者情報共有の一方策とし
て，薬局薬剤師の関与のあり方を検討していく必要
がある。
　薬剤師の教育課程が 6年制に移行し，少子高齢化
が進む中で，地域医療を担う薬局薬剤師に求められ
る役割は非常に大きいものがある。地域のチーム医
療の一端を担う薬局薬剤師が，他職種から信頼さ
れ，患者の薬物治療に貢献できるよう，薬局薬剤師
自ら他職種との連携を密にしていくことが重要であ
り，地域に必要とされる新しい薬局薬剤師像に向け
た歩みに期待したいと考える。
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【病院・診療所の医師・歯科医師】
患者情報の共有に関するアンケート

所在地の市町名 （ ）

入院の有無 （ □有床 □無床 ）

診療科（専門） （ ）

年齢 （ □～40歳 □41～50歳 □51～60歳 □61～70歳 □70歳～）

医師又は歯科医師と薬剤師間での患者情報の共有についてお尋ねします。

なお，患者情報の共有については，患者の同意が得られていることを前提とします。

所在地の市町名 （ ）

入院の有無 （ □有床 □無床 ）

診療科（専門） （ ）

年齢 （ □～40歳 □41～50歳 □51～60歳 □61～70歳 □70歳～）

1

（１） 病名（処方目的） □

（２） 病名告知の有無 □

（３） アレルギー歴，副作用歴 □

（４） 検査値（血液検査，尿検査等） □

次の（１）～(21）の患者に関する情報について，薬局薬剤師と共有することができるとしたら，副作用の早期発見や未

然防止，医薬品の適正使用のために有用だと思われる項目の□にチェックをしてください。（複数回答可）

（「（22）その他」については，（ ）内にその内容を具体的に記入してください。）

（５） 薬剤血中濃度測定結果 □

（６） 治療に影響する薬剤 □

（７） 胃瘻
イ ロ ウ

，ストーマ，ペースメーカー等装着の有無 □

（８） ＡＤＬ（日常生活に最低限必要な基本的動作） □

（９） バイタルサイン（脈拍,呼吸数,血圧,体温等） □

（１０） 嚥下
エ ン ゲ

能力（飲み込み状況も含む。） □

（１１） 服用できない剤形 □

（１２） 包化の必要性 □（１２） 一包化の必要性 □

（１３） 薬剤に関する指導時の留意点 □

（１４） 次回受診日 □

（１５） 患者による病気の理解度 □

（１６） 入院中の患者の処方内容（点滴・注射を含む。） □

（１７） 入院中の処方変更理由 □

（１８） 入院中のコンプライアンス（服薬状況） □

（１９） 手術を受けていればその内容 □（１９） 手術を受けていればその内容 □

（２０） 退院日 □

（２１） 入院中の担当薬剤師 □

（２２） その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

2 患者情報を共有する方法として，どのようなものを利用しておられますか。
実際に利用しておられる方法について，次の（１）～（７）の該当する項目の□にチェックをしてください。（複数回答可）
（「（７）その他」については，（ ）内に具体的な内容を記載してください。）

（１） おくすり手帳 □

（２） 薬剤情報提供文書 □

（３） 老人健康管理手帳 □

（４） 施設間の情報連絡書（がん，肝炎や喘息などの疾患別の連携パス等） □

（５） 医師・歯科医師が作成した書面 □

（６） 電話・ＦＡＸ □

（７） その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

患者情報を共有する方法として，どのようなものを利用しておられますか。
実際に利用しておられる方法について，次の（１）～（７）の該当する項目の□にチェックをしてください。（複数回答可）
（「（７）その他」については，（ ）内に具体的な内容を記載してください。）

【別紙】アンケート調査票
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3

（１） 当該患者の他の医療機関の処方内容 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（２） 当該患者の他の医療機関の処方薬の効能効果 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（３） 薬剤で起こりうる副作用 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（４） 飲食物との相互作用やその他服用に際して注意すべき事項 □ぜひ必要である □あ た方がよい □特に必要ない

次の（１）～（24）の情報について，薬局薬剤師から先生の下に入手できる下記のような資料があるとしたら，どの程度

の必要性があると思われますか。

該当するものの□にチェックをしてください。

（「（24）その他」については，（ ）内に具体的な内容を記載してください。）

（４） 飲食物との相互作用やその他服用に際して注意すべき事項 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（５） 相互作用に注意が必要な薬剤 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（６） 併用禁忌の薬剤 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（７） 保管，取扱い上の注意事項 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（８） 処方された薬の服薬状況 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（９） 薬に対する患者の理解度 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（10） 服用中の体調の変化（副作用の疑いを含めて） □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（11） 薬剤の管理方法（自己・家人・サービス業者など） □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

ぜ（12） 服薬介助の状況 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（13） 一般用医薬品（市販薬），健康食品の使用状況 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（14） 服薬指導内容の要点 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（15） アレルギー歴，副作用歴 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（16） 調剤上の工夫（一包化など） □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（17） 残薬の有無 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（18） 生活の具体的なリズム（食事・睡眠など） □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（19） 調剤時に行った他の医師・歯科医師への疑義照会の内容 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（20） 後発医薬品への変更の記録 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（21） 後発医薬品への変更希望の有無 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（22） 指導した薬剤師の氏名 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（23） 薬局の連絡先 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（24） その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

4 医療関係者間の患者情報の共有に関して，自由にご意見をお書きください。

◎　 ご協力ありがとうございました。

（　　）76



【訪問看護ステーション等の看護師】
患者情報の共有に関するアンケート

1 薬局薬剤師との間で，患者情報に関して，連絡を取り合ったことがありますか。

□　ある　　　　　　　　　　　　　　　　□　ない

2 薬局薬剤師との間で患者情報を共有することが必要だとお考えですか。

□必要と思う　　　　　□必要と思わない　　　□わからない

3

（１） どのような薬を服用しているか □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（２） 服用している処方薬の効能効果 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（３） 薬剤で起こりうる副作用 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（４） 飲食物との相互作用やその他服用に際して注意すべき事項 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（５） 相互作用に注意が必要な薬剤 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（６） 併用禁忌の薬剤 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（７） 保管，取扱い上の注意事項 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（８） 処方された薬の服薬状況 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（９） 薬に対する患者の理解度 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（10） 服用中の体調の変化（副作用の疑いを含めて） □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（11） 薬剤の管理方法（自己・家人・サービス業者など） □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

所在地の市・町名：

看護師と薬剤師間での患者情報の共有についてお尋ねします。

なお，患者情報の共有については，患者の同意が得られていることを前提とします。

薬局薬剤師との間で，患者情報の共有を図るとしたら，薬局薬剤師からどのような情報を得たいですか。

次の（１）～(23）の患者に関する情報について，該当するものの□にチェックをしてください。

（「（23）その他」については，（ ）内にその内容を具体的に記入してください。）

（11） 薬剤の管理方法（自己 家人 サ ビス業者など） □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（12） 服薬介助の状況 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（13） 嚥下
エ ン ゲ

能力（飲み込み状況も含む。） □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（14） 服用できない剤形 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（15） 一般用医薬品（市販薬），健康食品の使用状況 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（16） 服薬指導内容の要点 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（17） アレルギー歴，副作用歴 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（18） 調剤上の工夫（一包化など） □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（19） 残薬の有無 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（20） 在宅患者訪問薬剤管理指導の届出の有無 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（21） 指導した薬剤師の氏名 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（22） 薬局の連絡先 □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

（23） その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □ぜひ必要である □あった方がよい □特に必要ない

4

（１） おくすり手帳 □

（２） 薬剤情報提供文書 □

（３） 老人健康管理手帳 □

（４） □

（５） 薬剤師が作成した書面 □

（６） 電話・ＦＡＸ □

（７） その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

5 医療関係者間の患者情報の共有に関して，自由にご意見をお書きください。

◎ご協力ありがとうございました。

施設間の情報連絡書（がん，肝炎や喘息などの疾患別の連携パス等）

今後，患者情報を共有する際の方法として，どのようなものが適当だと思われますか。

次の（１）～（７）の方法について，適当だと思われる項目の□にチェックをしてください。（複数回答可）

（「（７）その他」については，（ ）内に具体的な内容を記載してください。）
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【
薬

局
薬

剤
師

】

  
  

 患
者

情
報

の
共

有
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

所
在

地
の

市
・
町

名
：

Ⅰ

1

Ａ
患
者
の
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
の
向
上

Ｂ
患
者
・
介
護
者
の
不
安
解
消
（
安
全
な
服
用
の
確
保
等
を
含
む
。
）

≪
情

報
を

入
手

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

可
能

に
な

る
こ

と
（
複

数
回

答
可

）
≫

次
の

（
１

）
～

(２
１

）
の

患
者

に
関

す
る

情
報

に
つ

い
て

，
医

師
・
歯

科
医

師
と

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
る

と
し

た
ら

，
副

作
用

の
早

期

発
見

や
未

然
防

止
，

医
薬

品
の

適
正

使
用

の
た

め
に

有
用

だ
と

思
わ

れ
る

項
目

の
□

に
チ

ェ
ッ

ク
を

し
て

く
だ

さ
い

。

（
「
(２

１
）
そ

の
他

」
に

つ
い

て
は

，
（

）
内

に
そ

の
内

容
を

具
体

的
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
）

ま
た

「
ぜ

ひ
必

要
で

あ
る

」
「
あ

っ
た

方
が

よ
い

」
と

回
答

さ
れ

た
項

目
に

つ
い

て
は

そ
の

情
報

を
入

手
す

る
こ

と
に

よ
り

具
体

病
院

・
診

療
所

の
医

師
・
歯

科
医

師
と

薬
剤

師
間

で
の

患
者

情
報

の
共

有
に

つ
い

て
お

尋
ね

し
ま

す
。

な
お

，
患

者
情

報
の

共
有

に
つ

い
て

は
，

患
者

の
同

意
が

得
ら

れ
て

い
る

こ
と

を
前

提
と

し
ま

す
。

Ｃ
禁
忌
薬
剤
の
投
薬
回
避

Ｄ
副
作
用
，
ア
レ
ル
ギ
ー
の
回
避

Ｅ
重
複
投
薬
，
相
互
作
用
の
回
避

Ｆ
不
備
な
処
方
せ
ん
の
是
正

Ｇ
用
法
・
用
量
の
適
正
化

（
「
(２

１
）
そ

の
他

」
に

つ
い

て
は

，
（

）
内

に
そ

の
内

容
を

具
体

的
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
）

ま
た

，
「
ぜ

ひ
必

要
で

あ
る

」
「
あ

っ
た

方
が

よ
い

」
と

回
答

さ
れ

た
項

目
に

つ
い

て
は

，
そ

の
情

報
を

入
手

す
る

こ
と

に
よ

り
，

具
体

的
に

ど
ん

な
こ

と
が

可
能

に
な

り
ま

す
か

。

該
当

す
る

も
の

を
そ

れ
ぞ

れ
右

の
表

の
Ａ

～
Ｈ

か
ら

選
ん

で
，

該
当

す
る

欄
の

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
の

文
字

に
「
○

」
を

つ
け

て
く
だ

さ

い
。

（
複

数
回

答
可

）

Ｈ
そ
の
他

ア
ド

ヒ
ア

不
安

禁
忌

副
作

用
重

･相
不

備
用

法
そ

の
他

ラ
ン

ス
解

消
回

避
回

避
回

避
是

正
適

正
化

（
１

）
病

名
（

処
方

目
的

）
□

特
に

必
要

な
い

□
あ

っ
た

方
が

よ
い

□
ぜ

ひ
必

要
で

あ
る

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｇ

（
２

）
病

名
告

知
の

有
無

□
特

に
必

要
な

い
□

あ
っ

た
方

が
よ

い
□

ぜ
ひ

必
要

で
あ

る
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ
Ｇ

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

す
る

も
を

そ
れ

ぞ
れ

右
表

ら
選

，
該

当
す

る
欄

ア
ル

ァ
ッ

文
字

○
」
を

け
く
だ

さ

い
。

（
複

数
回

答
可

）

（
３

）
ア

レ
ル

ギ
ー

歴
，

副
作

用
歴

□
特

に
必

要
な

い
□

あ
っ

た
方

が
よ

い
□

ぜ
ひ

必
要

で
あ

る
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ
Ｇ

（
４

）
検

査
値

（
血

液
検

査
，

尿
検

査
等

）
□

特
に

必
要

な
い

□
あ

っ
た

方
が

よ
い

□
ぜ

ひ
必

要
で

あ
る

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｇ

（
５

）
薬

剤
血

中
濃

度
測

定
結

果
□

特
に

必
要

な
い

□
あ

っ
た

方
が

よ
い

□
ぜ

ひ
必

要
で

あ
る

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｇ

（
６

）
治

療
に

影
響

す
る

薬
剤

□
特

に
必

要
な

い
□

あ
っ

た
方

が
よ

い
□

ぜ
ひ

必
要

で
あ

る
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ
Ｇ

（
７

）
胃

瘻
イ

ロ
ウ

，
ス

ト
ー

マ
，

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
等

装
着

の
有
無

□
特

に
必

要
な

い
□

あ
っ

た
方

が
よ

い
□

ぜ
ひ

必
要

で
あ

る
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ
Ｇ

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

装

（
８

）
Ａ

Ｄ
Ｌ

（
日

常
生

活
に

最
低

限
必

要
な

基
本

的
動

作
）

□
特

に
必

要
な

い
□

あ
っ

た
方

が
よ

い
□

ぜ
ひ

必
要

で
あ

る
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ
Ｇ

（
９

）
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

（
脈

拍
,
呼

吸
数

,
血

圧
,
体

温
等
）

□
特

に
必

要
な

い
□

あ
っ

た
方

が
よ

い
□

ぜ
ひ

必
要

で
あ

る
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ
Ｇ

（
１

０
）

嚥
下

エ
ン

ゲ

能
力

（
飲

み
込

み
状

況
も

含
む

。
）

□
特

に
必

要
な

い
□

あ
っ

た
方

が
よ

い
□

ぜ
ひ

必
要

で
あ

る
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ
Ｇ

（
１

１
）

服
用

で
き

な
い

剤
形

□
特

に
必

要
な

い
□

あ
っ

た
方

が
よ

い
□

ぜ
ひ

必
要

で
あ

る
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ
Ｇ

（
１

２
）

一
包

化
の

必
要

性
□

特
に

必
要

な
い

□
あ

っ
た

方
が

よ
い

□
ぜ

ひ
必

要
で

あ
る

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｇ

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

（
１

３
）

薬
剤

に
関

す
る

指
導

時
の

留
意

点
□

特
に

必
要

な
い

□
あ

っ
た

方
が

よ
い

□
ぜ

ひ
必

要
で

あ
る

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｇ

（
１

４
）

次
回

受
診

日
□

特
に

必
要

な
い

□
あ

っ
た

方
が

よ
い

□
ぜ

ひ
必

要
で

あ
る

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｇ

（
１

５
）

入
院

中
の

患
者

の
処

方
内

容
（

点
滴

・
注

射
を

含
む
。
）

□
特

に
必

要
な

い
□

あ
っ

た
方

が
よ

い
□

ぜ
ひ

必
要

で
あ

る
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ
Ｇ

（
１

６
）

入
院

中
の

処
方

変
更

理
由

□
特

に
必

要
な

い
□

あ
っ

た
方

が
よ

い
□

ぜ
ひ

必
要

で
あ

る
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ
Ｇ

（
１

７
）

入
院

中
の

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス
(
患

者
自

身
の

治
療

へ
の
積
極
的
な
参
加
)

□
特

に
必

要
な

い
□

あ
っ

た
方

が
よ

い
□

ぜ
ひ

必
要

で
あ

る
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ
Ｇ

（
１

８
）

手
術

を
受
け

て
い

れ
ば

そ
の
内

容
□

特
に

必
要

な
い

□
あ

た
方

が
よ

い
□

ぜ
ひ

必
要

で
あ

る
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ
Ｇ

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

Ｈ
（

）

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

（
１

８
）

手
術

を
受
け

て
い
れ

ば
そ
の

内
容

□
特

に
必

要
な

い
□

あ
っ

た
方

が
よ

い
□

ぜ
ひ

必
要

で
あ

る
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ
Ｇ

（
１

９
）

退
院

日
□

特
に

必
要

な
い

□
あ

っ
た

方
が

よ
い

□
ぜ

ひ
必

要
で

あ
る

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｇ

（
２

０
）

入
院

中
の

担
当

薬
剤

師
□

特
に

必
要

な
い

□
あ

っ
た

方
が

よ
い

□
ぜ

ひ
必

要
で

あ
る

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｇ

（
２

１
）

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
）

□
特

に
必

要
な

い
□

あ
っ

た
方

が
よ

い
□

ぜ
ひ

必
要

で
あ

る
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ
Ｇ

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
Ｈ

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
 Ｈ

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
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2

（
１
）

お
く
す
り
手
帳

□

（
２
）

薬
剤

情
報

提
供

文
書

□

患
者

情
報
を
提
供
す
る
方
法
と
し
て
，
ど
の
よ
う
な
も
の

を
利

用
し
て
お
ら
れ

ま
す
か

。
実

際
に
利
用
し
て
お
ら
れ
る
方
法
に
つ
い
て
，
次
の
（
１
）
～

（
７
）
の

該
当

す
る
項

目
の

□
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
複

数
回

答
可

）
（
「
（
７
）
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
，
（

）
内
に
具
体

的
な
内

容
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。
）

（
２
）

薬
剤

情
報

提
供

文
書

□

（
３
）

老
人

健
康

管
理

手
帳

□

（
４
）

施
設

間
の

情
報

連
絡

書
（
が

ん
，
肝

炎
や

喘
息

な
ど
の
疾
患
別
の
連
携
パ
ス
等
）

□

（
５
）

薬
剤

師
が

作
成

し
た
書

面
□

（
６
）

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

□

（
７
）

そ
の

他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

□

3
薬

局
か

ら
，
医
師
・
歯
科
医
師
へ
の
患
者
情
報
の

提
供

に
つ
い
て
お
尋

ね
し
ま
す
。

次
の

（
１
）
～
(2
4
)の

患
者
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
，
「
情

報
提

供
が

必
要

」
と
思

わ
れ

る
項

目
は

，
実

際
に
行

っ
て
い
る
情

報
提

供
（
上
記
設
問
２
に
あ
る
方
法
等
に
よ
り
）
の
状
況
に
つ
い

て
，
該
当
す
る
項
目
の
□
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。
「
情

報
提

供
は

必
要

な
い
」
と
思

わ
れ

る
項

目
は

，
「
□

情
報

提
供

は
必

要
な
い
」
の
□
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
(2
4
)そ

の
他
に
つ
い
て
は
，
（

）
内
に
具
体

的
な
内

容
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。
）

（
１
）

当
該

患
者

の
他

の
医

療
機

関
の

処
方

内
容

情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
２
）

当
該

患
者

の
他

の
医

療
機

関
の

処
方

薬
の

効
能

効
果

情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
３
）

薬
剤
で
起
こ
り
う
る
副
作
用

情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
４
）

飲
食

物
と
の

相
互

作
用

や
そ
の

他
服

用
に
際

し
て
注
意
す
べ
き
事
項

情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
５
）

相
互

作
用

に
注

意
が

必
要

な
薬

剤
情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
６
）

併
用

禁
忌
の

薬
剤

情
報
提
供

が
必
要

⇒
（
□

ほ
ぼ
で
き
て
い
る

□
部
で
き
て
い
る

□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要

な
い

（
６
）

併
用

禁
忌
の

薬
剤

情
報
提
供

が
必
要

⇒
（
□

ほ
ぼ
で
き
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要

な
い

（
７
）

保
管

，
取

扱
い
上

の
注

意
事

項
情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
８
）

処
方

さ
れ

た
薬

の
服

薬
状

況
情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
９
）

薬
に
対

す
る
患

者
の

理
解

度
情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
1
0
）

服
用

中
の

体
調

の
変

化
（
副

作
用

の
疑

い
を
含

め
て
）

情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
1
1
）

薬
剤

の
管

理
方

法
（
自

己
・
家

人
・
サ

ー
ビ
ス
事

業
者
な
ど
）

情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
1
2
）

服
薬

介
助

の
状

況
情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
1
3
）

一
般

用
医

薬
品

（
市

販
薬

）
，
健

康
食

品
の

服
用

状
況

情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
1
4
）

服
薬

指
導

内
容

の
要

点
情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
1
5
）

ア
レ
ル

ギ
ー
歴

，
副

作
用

歴
情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
1
6
）

調
剤

上
の

工
夫

（
一

包
化

等
）

情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
1
7
）

残
薬
の

有
無

情
報
提
供

が
必
要

⇒
（
□

ほ
ぼ
で
き
て
い
る

□
一
部
で
き
て
い
る

□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要

な
い

（
1
7
）

残
薬
の

有
無

情
報
提
供

が
必
要

⇒
（
□

ほ
ぼ
で
き
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要

な
い

（
1
8
）

生
活

の
具

体
的

な
リ
ズ
ム
（
食

事
・
睡

眠
な
ど
）

情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
1
9
）

調
剤

時
に
行

っ
た
他

の
医

師
・
歯

科
医

師
へ

の
疑

義
照
会
の
内
容

情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
2
0
）

後
発

医
薬

品
へ

の
変

更
の

記
録

情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
2
1
）

後
発

医
薬

品
へ

の
変

更
希

望
の

有
無

情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
2
2
）

指
導

し
た
薬

剤
師

の
氏

名
情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
2
3
）

薬
局

の
連

絡
先

情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（
2
4
）

そ
の

他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

情
報
提
供
が
必
要
　
⇒
　
（
□
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
一
部
で
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
□
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
）

□
情
報
提
供
は
必
要
な
い

（　　）79



Ⅱ

1
薬

局
と
看
護
師
と
の
間
で
，
患
者
情
報
に
関
し
て
，
連

絡
を
取

り
合

っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か

。

□
　
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
　
な
い

訪
問

看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
看
護
師
と
薬
剤
師
間
で
の

患
者

情
報

の
共

有
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
ま
す
。
な
お
，
患

者
情

報
の

共
有

に
つ
い
て
は
，
患
者
の
同
意
が
得

ら
れ

て
い
る
こ
と
を
前

提
と
し
ま
す
。

2
薬

局
と
看
護
師
と
の
間
で
患
者
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が

必
要

だ
と
お
考

え
で
す
か

。

□
必
要
と
思
う
　
　
　
　
　
□
必
要
と
思
わ
な
い
　
　
　
□

わ
か

ら
な
い

3
薬

局
か
ら
，
看
護
師
へ
の
患
者
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
ま
す
。

次
の

（
１
）
～
(2
3
）
の
患
者
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
の

必
要

性
に
つ
い
て
，
該

当
す
る
□

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

（
「
（
2
3
）
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
，
（

）
内
に
そ
の

内
容

を
具

体
的

に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
）

（
１
）

ど
の

よ
う
な
薬

を
服

用
し
て
い
る
か

□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
２
）

服
用

し
て
い
る
処

方
薬

の
効

能
効

果
□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
３
）

薬
剤
で
起
こ
り
う
る
副
作
用

□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
４
）

飲
食

物
と
の

相
互

作
用

や
そ
の

他
服

用
に
際

し
て
注
意
す
べ
き
事
項

□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

薬
局

か
ら
，
看
護
師
へ
の
患
者
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
ま
す
。

次
の

（
１
）
～
(2
3
）
の
患
者
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
の

必
要

性
に
つ
い
て
，
該

当
す
る
□

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

（
「
（
2
3
）
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
，
（

）
内
に
そ
の

内
容

を
具

体
的

に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
）

飲
食

物
相

そ
服

際
す

事
項

要
あ

あ
特

要

（
５
）

相
互

作
用

に
注

意
が

必
要

な
薬

剤
□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
６
）

併
用

禁
忌

の
薬

剤
□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
７
）

保
管

，
取

扱
い
上

の
注

意
事

項
□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
８
）

処
方

さ
れ

た
薬

の
服

薬
状

況
□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
９
）

薬
に
対

す
る
患

者
の

理
解

度
□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
1
0
）

服
用

中
の
体

調
の

変
化
（
副

作
用
の

疑
い
を
含
め
て
）

□
ぜ
ひ
必
要

で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要

な
い

（
1
0
）

服
用

中
の
体

調
の

変
化
（
副

作
用
の

疑
い
を
含
め
て
）

□
ぜ
ひ
必
要

で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要

な
い

（
1
1
）

薬
剤

の
管

理
方

法
（
自

己
・
家

人
・
サ

ー
ビ
ス
業

者
な
ど
）

□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
1
2
）

服
薬

介
助

の
状

況
□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
1
3
）

嚥
下

エ
ン

ゲ

能
力

（
飲

み
込

み
状

況
も

含
む

。
）

□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
1
4
）

服
用

で
き

な
い

剤
形

□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
1
5
）

一
般

用
医

薬
品

（
市

販
薬

）
，
健

康
食

品
の

使
用

状
況

□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
1
6
）

服
薬

指
導

内
容

の
要

点
□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
1
7
）

ア
レ
ル

ギ
ー
歴

，
副

作
用

歴
□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
1
8
）

調
剤

上
の

工
夫

（
一

包
化

な
ど
）

□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
1
9
）

残
薬

の
有

無
□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
2
0
）

在
宅

患
者

訪
問

薬
剤

管
理

指
導

の
届

出
の

有
無

□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
2
1
）

指
導

し
た
薬

剤
師
の

氏
名

□
ぜ
ひ
必
要

で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要

な
い

（
2
1
）

指
導

し
た
薬

剤
師
の

氏
名

□
ぜ
ひ
必
要

で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要

な
い

（
2
2
）

薬
局

の
連

絡
先

□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

（
2
3
）

そ
の

他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

□
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

□
あ
っ
た
方
が
よ
い

□
特
に
必
要
な
い

Ⅲ
医

療
関

係
者
間
の
患
者
情
報
の
共
有
に
関
し
て
，
自

由
に
ご
意

見
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。

◎
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　　）80



広島県地域保健対策協議会 医薬品の適正使用検討特別委員会
委員長　木平　健治　広島大学病院薬剤部
委　員　阿部　直美　広島県看護協会
　　　　有田　健一　広島県医師会
　　　　石村智加子　広島市健康福祉局
　　　　大久保雅通　広島市医師会
　　　　大塚　幸三　広島県薬剤師会
　　　　小澤孝一郎　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　木村　泰博　佐伯地区医師会
　　　　清水　勢一　広島県歯科医師会
　　　　豊見　　敦　広島県薬剤師会
　　　　仲本　典正　広島県健康福祉局
　　　　角田　静香　広島県健康福祉局

広島県地域保健対策協議会 医薬品の適正使用検討特別委員会
広島県薬剤師会サブワーキンググループ
副 会 長　大塚　幸三
　　　　　野村　祐仁
常務理事　青野　拓郎
　　　　　有村　健二
　　　　　田口　勝英
　　　　　谷川　正之
理　　事　豊見　　敦
　　　　　中川　潤子
　　　　　中嶋　都義
副 会 長　木平　健治（オブザーバー）

（　　）81





自殺（うつ病）対策医療連携専門委員会

目　　　次

自殺（うつ病）対策医療連携専門委員会報告書

Ⅰ．　自殺の現状と自殺・うつ病対策に 
　　 おける課題

Ⅱ．　広島県における取組

Ⅲ．　広島県地域保健対策協議会での検討





Ⅰ．　自殺の現状と自殺・うつ病対策に 
おける課題

　わが国の自殺者数は，平成 10（1998）年に一挙に
8,000 人余り増加して 3万人を超え，その後も高い
水準が続いており，この傾向は，広島県においても
同様である（図 1）。また，広島県の地域別の状況で
は，全国的な傾向と同様，中山間地域における自殺
死亡率が高い（図 2）。
　ところで，うつ病は，自殺のトリガー要因として
の危殆性が高いことは，夙に指摘されるところ注1，

自殺（うつ病）対策医療連携専門委員会

（平成 23 年度）

自殺（うつ病）対策医療連携専門委員会報告書

広島県地域保健対策協議会 自殺（うつ病）対策医療連携専門委員会

委　員　長　山脇　成人
解析担当者　岡本　泰昌 ・ 山本　哲郎

自殺者数の動向や，うつ病患者数はこの 10 年で倍増
するなど近年著しい増加などの状況を見れば注2，ま
た，うつ病により国民経済に少なからざる損失が発
生している注3 ことを考えれば，自殺対策の観点から
見たうつ病対策の緊要性は明らかである。
　しかしながら ,わが国においては，うつ病などの
精神障害者の専門医療機関への受診率が低いこと
（図 3），世論調査では自分自身のうつ病について精
神科を受診しようと思わない人が 3割に上ること，
うつ病患者が不眠をはじめとする身体的不調を主訴
としてプライマリ・ケア医を受診することは多いが
（図 4），WHO（世界保健機関）の調査で日本におけ

資料：厚生労働省「人口動態統計」

図 ₁　広島県の自殺者数等の推移
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図 ₂　広島県の地域別自殺死亡率の状況
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資料：心の健康問題と対策基盤の実態に関する研究　主任研究者
　川上憲人（平成 14 年度厚生労働科学特別研究事業）

図 ₃　精神障害者の医療機関受診状況

資料：プライマリ・ケアにおけるうつ病の治療と実態
三木治（心身医学　42（9）: 586, 2002）

図 ₄　抑うつ症状を呈する者の初診科
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るプライマリ・ケア医のうつ病診断率は国際的に低
位であるなど，多くのうつ病患者は適切な診断が下
されていない可能性があると考えられる（図 5）な
どの現状および問題点が指摘されている。

で，医療連携の推進に向けた経費を措置した。

　本委員会では，こうした外部環境の変化に先立
ち，Ⅰに述べた自殺の現状と課題，Ⅱに述べた施策
の方向性及び前段のような課題意識を踏まえ，平成
20（2008）年度に，うつ病患者が訪れる可能性の高
い地域のかかりつけ医において，うつ病を的確に発
見し，専門医療につなげるための基礎となる，医療
従事者に向けたマニュアルを作成したことをはじ
め，平成 21（2009）年度からは，かかりつけ医と精
神科医療の医療連携の仕組みづくりについて，特
に，中山間地域の自殺死亡率が高いことや，中山間
地域は，精神科医療機関が希少であり，都市部のよ
うな連携が困難であることを踏まえ，中山間地域の
特性に適合した医療連携システムのあり方について
検討することとし，実際の医療連携の取り組みを行
いつつある，都市部型モデルとしての広島市南区及
び精神科医療資源が地域に少ない中山間地域型モデ
ルとしての府中地区（府中市・福山市）の実情を調
査し，かかりつけ医の行ううつ病スクリーニングの
手法や，かかりつけ医から精神科医療への紹介のト
リガーポイントについての検討を行った。（各地区の
プロトコルについては別紙資料 1及び 2参照）
（₂）医療連携の現状
　広島市南区の状況については，精神科クリニック
の立地密度の高い都市部を前提としたモデル事業で
あり，①様式を定めたスクリーニング，②軽度の診
断目安の提示，③対応方法の提示を行ったものであ
る。
　問題点は，①プライマリ医療者への浸透度が低
い，②マニュアルのアップデートの問題，③紹介
フォーマットが煩雑とみられること，④有機的な医
師間の連携が進まないことが報告された。
　府中地区医師会での状況については，基本は，静
岡県富士の事例を参考に，不眠という分かりやすい
基準を採用したが，それ以前にかかりつけ医への講
習を念入りに行ったことが当地区の特徴である。
　問題は，南区同様，診療情報の提供が煩雑面倒と
みなされること。また，SDSはかかりつけ医にはな
じみのない手法と思われる。
　なお，現在は圏域地対協という二次医療圏域ベー
スでのモデル事業に力点を移行しつつあると報告が
あった。

資料：平成 19 年版自殺対策白書（内閣府）
PCP： Primary Care Physician　PCPが認知した割合とは，専門医がうつ

と確定診断を行った患者について，同じ患者をプライマリ・ケア医
（PCP）が診察した場合に，うつ病と診断できた割合を意味する。

図 ₅　WHO国際共同研究によるうつのプライ 
マリ・ケア医による診断率

Ⅱ．　広島県における取組

広島県では，自殺の防止や，自殺者の親族等に対す
る支援など，総合的な自殺対策の一層の推進を図る
ため，「広島県自殺対策推進計画～いきる・ささえる
広島プラン～」を，平成 22（2010）年 3月に策定し
た。
　この計画においては，上記Ⅰの現状を踏まえ，悩
みを抱える人が適切な精神科医療を受けられるよう
にすることが重要であるという課題認識のもと，地
域におけるかかりつけ医と精神科医の連携などによ
る適切な精神科医療受診の推進や，かかりつけ医な
どによるうつ病などの診断治療技術の向上といった
研修を中心とする人材育成事業を進めている。

Ⅲ．　広島県地域保健対策協議会での検討

（₁）前　提
　前述のように，自殺予防の観点からは，地域のか
かりつけ医において，うつ病患者を的確に発見する
とともに，適切な精神科医療受診につなげていくこ
とは，自殺・うつ対策の観点から重要な課題であ
り，広島県の施策でもそのように位置づけられてい
るところである。また，厚生労働省も，22 年 5 月の
「自殺・うつ病など対策プロジェクトチーム報告」で
この点を重視する方針を明示し，同年度補正予算
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（₃）検　討
　以上の現状を踏まえ，本委員会では，次のような
検討を行った。
　ア　顔の見える関係の重要性
　精神科の医師は何処にいるのかよく分からな
い。近くの心療内科は一杯であり，精神科医療
資源に関する情報がないのが現状。フェイスト
ウフェイスの知り合いの関係性の中で，初歩的
な質問もできる，そのような関係の構築を検討
すべきである。

　イ　すぐに診てもらえる体制づくり
　受け入れる精神科医療側から言えば，紹介に
対するアクセプスタビリティーが低いことが課
題である。精神科病院は診療にある程度隙間が
あるが，患者がいきなり行くのは敷居が高い。
まだクリニックなら敷居が低いが，診療が朝か
ら夕方までびっしり埋まっている。
　認知症サポート医は仕組みづくりから浸透ま
でに随分時間がかかった。普及啓発により，県
民の敷居を変えることが必要であり，それには
時間がかかる。
　今後は，クリニックが輪番で急な紹介を受け
るような具体的な仕組みを検討すべきである。

　エ 　看護師などコ・メディカルスタッフへの教育
の重要性
　SDSの問診は，かかりつけ医には不慣れな内

容で時間もかかり，このような内容の聞き方を
かかりつけ医は行っていない。むしろ看護師な
どの活用が効果的と考えられるため，コ・メ
ディカルスタッフへの対応力向上研修を検討す
べきである。

　本委員会においては，引き続き平成 24（2012）年
度も，こうした検討成果を踏まえ，うつ病に関する
医療連携のより実効性のあるあり方について検討を
行っていきたいと考えている。
　また，精神疾患が保健医療計画に追加されたこと
から，計画整理におけるうつ病医療連携の具体論を
検討することとする。

注

注 1　政府の自殺対策の指針となる（自殺対策基本
法 8条参照）自殺総合対策大綱（平成 19年 6月
8 日閣議決定）も，この見解に依拠している。
同大綱第 1の 2参照。

注 2　「患者調査」（厚生労働省）による。
注 3　厚生労働省の発表資料（平成 22 年 9 月 7 日）
によれば，自殺やうつ病がなくなった場合の経
済的便益の推計額は，単年で約 2.7 兆円，また
2010 年での GDPの引き上げ効果は約 1.7 兆円
としている。
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Ⅰ．　は　じ　め　に

　地対協の本委員会は，国のがん対策の施策のひと
つである“がん診療連携拠点病院”の指定に関し
て，広島県において指定されることを希望する医療
機関の機能調査を行い，これを評価した上で広島県
としての推薦医療機関を決める活動を行ってきた。
その結果，平成 18 年 8 月には，7二次医療圏の数を
こえる 10 医療機関が指定され，平成 22 年 2 月には
1医療機関が追加されたことから，現在，広島県内
では，11 医療機関が国の“がん診療連携拠点病院”
として指定されている（表 1）。さらに平成 22 年度
から国の指定病院に準ずるがん医療の機能をもつ広
島県内の医療機関を，県が独自に指定する“がん診

がん対策専門委員会

（平成 23 年度）

が ん 対 策 専 門 委 員 会 報 告 書

広島県地域保健対策協議会 がん対策専門委員会

委 員 長　井内　康輝

療連携拠点病院”の制度を作り，医療機関の機能調
査をふまえて，平成 22 年 11 月には 4つの医療機関
を指定した（表 2）。
　しかし，こうした国や県の制度にもとづく“がん
診療連携拠点病院”を指定することのみでは，県民
が県内のいずれの地に住もうと，適切で有効ながん
医療を受けられる体制ができたとはいい難い。すな
わち，広島県としては，がん医療を提供する医療機
構が，がんの種類別にそれぞれネットワークをつく
り，検診，精密検査，周術期治療，フォローアップ
を分担して行う体制が必須であると考えてきた。
　そこで，地対協の本専門委員会はその下に，5大
がん（胃がん，大腸がん，肺がん，乳がん，肝がん）
の医療ネットワーク構築のために，特別委員会ある
いはワーキンググループを作り，医療機関で実際に
がん医療に携わる専門家を糾合して，ネットワーク
を構築し，実際に機能させることをめざしてきた。

Ⅱ．　県指定がん診療連携拠点病院の 
追加について

　独立行政法人労働者健康福祉機構中国労災病院か
ら，平成 23 年 10 月に県に対して，指定の申請がな
された。本委員会で審議の上，平成 24 年 1 月には，
県の担当者による現地調査が行われ，指定要件の充
足状況の確認と，本委員会の審議において確認が必
要とされた事項について調査がなされた。その結
果，当該病院が県から指定を受けることは妥当と判
断され，平成 24年 3月 1日付けで県指定の“がん診
療連携拠点病院”に加えられた（表 2）。

Ⅲ．　広島県におけるがん医療ネットワークに
ついて

　広島県のがん医療ネットワークは図示すると図 1
のようになる。がん診療連携拠点病院を核として，
地域におけるがんの検診機関やがん医療を行う医療

表 ₁　広島県における国指定の“がん診療連携
拠点病院”

医療機関名 二次医療圏

広島大学病院 広島
県立広島病院 広島
広島市立広島市民病院 広島
広島赤十字・原爆病院 広島
広島市立安佐市民病院 広島
廣島総合病院 広島西
呉医療センター 呉
東広島医療センター 広島中央
尾道総合病院 尾三
福山市民病院 福山・府中
市立三次中央病院 備北

表 ₂　広島県の指定する“がん診療連携拠点病院”

医療機関名 二次医療圏

呉共済病院 呉
尾道市立市民病院 尾三
福山医療センター 福山・府中
中国中央病院 福山・府中
＊中国労災病院 呉

＊平成 24 年 3 月指定
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機関がこぞって参加し，これらは，それぞれがもつ
機能から検診実施施設群，精密検査施設群，周術期
治療施設群，フォローアップ治療施設群に分かれて
県のホームページなどで公表される。これら施設は
地域連携パスで結ばれており，患者は，私の手帳
（My Note）を医療機関に持参して受診する。
　5大がんについて，こうした医療ネットワークを
順次構築していったが，現在，肝がんまでがほぼ完
成し，胃がん，大腸がんについては平成 24 年中に完
成する予定である（表 3）。この構築に尽力されてき
た委員会の名称なども表 3に示す。

Ⅳ．　広島県における 5 大がん以外の 
がん医療について

　広島県のがん医療については，前述の 5大がんに
ついてはほぼ把握されてきたが，5大がん以外につ
いては，その発生数や各医療機関でどの程度の数の
患者の医療が行われているか，についての把握がこ
れまで十分でなかった。
　5大がんとそのほかの 10 部位のがんについて，広
島県の地域がん登録（平成 17～19 年）からみたがん
の登録数（発生数）とがん診療連携拠点病院から登
録された（医療を受けた）数と，それ以外の医療機
関から登録された数の割合を一覧表にすると表 4と

図 ₁　がん医療ネットワークの構築

表 ₃　5大がん医療ネットワークの状況（平成 23 年度末）

基 準 の 策 定 施 設 の 公 表 連携パスの作成

乳 が ん 終了 平成 20 年より 終了
肺 が ん 終了 平成 21 年より 終了
肝 が ん 終了 平成 24 年より 平成 24 年末まで検討
胃 が ん 平成 24 年末まで検討 平成 24 年末まで検討 平成 24 年末まで検討
大腸がん 平成 24 年末まで検討 平成 24 年末まで検討 平成 24 年末まで検討

乳がん：乳がん医療連携推進特別委員会（平成 19 年度～平成 22 年度）
　　　　（委員長：広島市民病院乳腺外科主任部長，檜垣健二）
肺がん：肺がん医療連携推進特別委員会（平成 20 年度～現在）
　　　　（委員長：広島大学教授，岡田守人）
肝がん：肝疾患医療連携推進特別委員会（平成 22 年度～現在）
　　　　（委員長：広島大学教授，茶山一彰）
胃がん・大腸がん：胃がん・大腸がん医療連携推進特別委員会（平成 23 年度～現在）
　　　　　　　　　（委員長：広島市立安佐市民病院外科部長，岡島正純）
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なる。
　この表からは，拠点病院への患者の集中度の高い
部位（口腔・咽頭，子宮，悪性リンパ腫，乳房など）

表 ₄　がん登録からみた主な部位別のがんの登
録数（発生数）と，がん診療連携拠点病
院とそれ以外の病院からの登録数の割合
（平成 17～19 年）

部　　位
登　録　数 
（全がん中の
割合，％）

登録数の割合（％）

がん診療連携
拠点病院 それ以外

胃 9,334（16.7） 49.1 34.4
大　腸 8,456（15.2） 51.5 37.0
肺 6,939（12.4） 66.1 28.9
肝 4,679（ 8.4） 61.0 34.1

乳　房 4,075（ 7.3） 76.2 20.8
前立腺 4,011（ 7.2） 62.2 33.1
膵　臓 1,946（ 3.5） 55.7 38.7
膀　胱 1,837（ 3.3） 62.5 32.8

悪性リンパ腫 1,720（ 3.1） 72.2 21.2
子　宮 1,471（ 2.6） 74.1 19.9

胆嚢・胆管 1,396（ 2.5） 52.2 42.2
甲状腺 1,386（ 2.5） 49.2 49.1
腎・尿路 1,379（ 2.5） 69.9 27.5
食　道 1,325（ 2.4） 56.8 30.7

口腔・咽頭 1,024（ 1.8） 83.8 12.8

もあるが，拠点病院以外の医療機関の比率の高い部
位（胃，大腸，膵臓，甲状腺，胆嚢・胆管）もある
ことが分かる。こうした観点から，拠点病院以外で
実績のある医療機関については，がんの部位別に，
とくに稀少ながんの場合を重点に，何らかの形で県
民にデータを提供することも必要と考える。

Ⅴ．　お　わ　り　に

　広島県のがん対策は全国レベルでみて高い評価を
得ている。特に平成 20～24 年の 5年間の県の，がん
対策基本計画はその内容が優れていると評価されて
いる。広島県においては，がん医療について，がん
診療連携拠点病院を中心に 5大がんの医療ネット
ワークを構築して，各医療機関の役割を明確にして
いることも評価が高い。こうした取組みを実行する
ことができたことについては，地対協の果した役割
が大きい。県・市の行政組織，県医師会，広島大学
が一体となって様々の医療問題に取り組んできた実
績が，がん対策においても実を結んだといえる。
　今後も，日本一住みよい県，がん対策日本一の
県，となれるよう，それに相応しい取組みを地対協
としてすすめていきたい。
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広島県地域保健対策協議会 がん対策専門委員会
委員長　井内　康輝　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
委　員　有田　健一　広島県医師会
　　　　岡島　正純　広島市立安佐市民病院
　　　　岡田　守人　広島大学原爆放射線医科学研究所
　　　　鎌田　七男　（財）広島原爆被爆者援護事業団
　　　　佐々木昌弘　広島県健康福祉局
　　　　篠崎　勝則　県立広島病院
　　　　臺丸　尚子　広島市健康福祉局
　　　　茶山　一彰　広島大学病院
　　　　津山　順子　広島県健康福祉局
　　　　永田　　靖　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　檜垣　健二　広島市立広島市民病院
　　　　檜谷　義美　広島県医師会
　　　　本家　好文　広島県緩和ケア支援センター
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Ⅰ．　は　じ　め　に

　広島県では昭和 54 年からがんが死因の第 1位とな
り，平成 22 年には総死亡者数の約 3割，年間約
8,000 人ががんで亡くなっている。厚生労働省研究
班の推計によると，生涯のうちにがんに罹患する可
能性は男性では 2人に 1人，女性では 3人に 1人と
されている。本委員会では，県民のがんによる死亡
率減少を図ることを目的として，平成 20 年 3 月に広
島県が策定した「広島県がん対策推進計画」の中
で，がん医療推進方策の 1つの柱とされた「がん医
療連携体制の構築」を中心として検討を行った。

Ⅱ．　がん医療連携体制の推進に係る取組状況

　広島県では，県民への切れ目ない良質な医療の提
供を目的として，平成 19 年度から，4疾病（がん，
脳卒中，急性心筋梗塞，糖尿病），5事業（救急医
療，災害医療，へき地医療，周産期医療，小児（救
急）医療）に関する医療連携体制の構築に向けた取
組を段階的に進めている。この中で「がん」に関し
ては，5大がん（胃がん，肺がん，大腸がん，肝が
ん，乳がん）をそれぞれ個別に医療連携体制を構築
する試みを行った。まず「乳がん」を先行モデルと
した取組が行われ，医療機関を「検診」，「精密診
断」，「周術期治療」および「フォローアップ」の 4
つに分け，これら各機能区分ごとに医療機関が有す
べき施設基準を定めた。この基準を満たす医療施設
がネットワークに参画することによって，質の高い
医療が提供できる仕組みを構築し，各機能区分ごと
の医療施設をつなぐ「地域連携パス（診療計画）」の
運用により，「検診」から「フォローアップ」までの
医療施設の連携に基づく切れ目ない良質な医療の提
供が可能となるものと考えられる。この「乳がん」
の成果を踏まえ，「肺がん」「肝がん」と順次ネット

胃がん・大腸がん医療連携推進特別委員会

（平成 23 年度）

胃がん・大腸がんの医療連携体制の構築に向けて

広島県地域保健対策協議会 胃がん・大腸がん医療連携推進特別委員会

委 員 長　岡島　正純

ワークの構築が進められ，今年度からは，残る「胃
がん」「大腸がん」について，特別委員会において検
討を開始した。
　なお，検討に際しては，議論をより効果的かつ円
滑に進めていくため，当委員会の下に，胃外科，大
腸外科，消化管内視鏡の 3つの部会を置き，それぞ
れの分野での専門的な議論を踏まえつつ，全体を進
めていく体制をとった。

Ⅲ．　胃がん・大腸がん医療連携体制の構築

　機能区分については，乳がんの場合と同様，①検
査・検診施設，②精密診断施設，③治療施設，④術
後治療・経過観察施設の 4つに分類することを決定
した。
　また，胃がん・大腸がんの場合，内視鏡による内
科治療で対応するケースも多いことから，周術期治
療（手術療法，放射線療法，化学療法）が可能な施
設のほか，内視鏡治療が可能な施設も「③治療施設」
に位置付けた上で，治療機能に応じて，①総合治療
施設，②準総合治療施設，③内視鏡治療施設の 3つ
に分類することとした。
　なお，各機能区分それぞれについて，各学会など
の定める資格保有者の有無や，胃がん・大腸がん診
療に関する具体的な数値設定を含む施設基準につい
ても議論を重ね，ほぼ一定の合意を得たところであ
る。
₁  胃がん・大腸がん診療の流れと連携案（図 ₁，
図 ₂）

　胃がんおよび大腸がん医療ネットワークにおける
検査・検診施設の対象者は，自治体による胃がん・
大腸がん検診および職場検診で異常を指摘された人
とした。そのような対象者が，まず検査・検診施設
を受診し，内視鏡検査（大腸がんの場合は注腸 X線
検査も含む）を受け，そこで異常がありと診断され
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た人が，精密診断施設に進み，各種画像診断に基づ
くがんの広がり診断，病理による確定診断がなされ
る。その結果により得られた病期や全身状態によっ

て，様々な療法が選択され，治療施設において，内
視鏡治療や外科治療，場合によっては手術療法，放
射線療法，化学療法を組み合せた集学的治療が行わ

図 ₁

図 ₂

（　　）110



れる。さらに治療終了後のフォローアップとして，
通院診療，化学療法や緩和ケア入院，在宅医療など
を担う術後治療・経過観察施設を定める。
　図 1・図 2は，それぞれ胃がん・大腸がんの現段
階の案であり，今後最終調整を経て，正式に決定す
る。
₂ 　医療機能の施設基準の主な概要
1）　検査・検診施設
　自治体が実施する対策型検診では，有効性が検証
されている胃のエックス線検査や大腸の便潜血検査
が国において推奨されている。そこで医療連携ネッ
トワークで定める検査・検診施設は，任意型として
スクリーニングの内視鏡検査が行える施設とし，一
定の資格を有する医師が勤務することなどを条件と
する。
2）　精密診断施設
　精密検査・確定診断を行う施設を選定する。各学
会の定める資格保有者の常勤やがん検診の精度管理
への協力，また腹部超音波や CT検査による病期診
断など診断機能について規定し，病理診断医は外注
を可能とする。
3）　治療施設
　治療機能に応じて，内視鏡治療も含めた集学的治
療について施設内での対応が可能な「総合治療施
設」，内視鏡治療については他施設との連携による対
応を可とした「準総合治療施設」，内視鏡的粘膜切除

術やポリペクトミーのすべての実施やがん治療ガイ
ドラインに基づく根治度判定が可能な「内視鏡治療
施設」の 3つに分類し，それぞれについて，必要な
施設基準を設ける。
4）　術後治療・経過観察施設
　胃がんについては，治療施設と診療情報や治療計
画を共有する「定期検査施設」，治療施設と連携して
化学療法を実施する「化学療法実施施設」，緩和ケア
入院又は在宅医療の提供が可能な「療養支援施設」
に分類し，大腸がんについては，前述の 3区分に加
え，専門的なストーマケアが定期的に行える「ス
トーマケア実施施設」も加えた上で，それぞれの施
設基準を定める。

Ⅳ．　今 後 の 展 望

　来年度は，各機能区分の施設基準も含め，胃がん
および大腸がんの医療連携体制を早期に最終決定す
るとともに，その施設基準に基づき，各医療機関に
対する医療機能調査を実施し，本委員会での審査を
経て，ネットワークに参加する医療機関の決定・公
表を行う。
　また，「検査・検診」から「術後治療・経過観察」
までの，参加医療施設間の連携に基づく切れ目ない
良質な医療の提供に向けて，これら参加施設の間を
つなぐ「地域連携パス」の作成について検討・運用
を行っていきたいと考える。
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広島県地域保健対策協議会 胃がん・大腸がん医療連携推進特別委員会
委 員 長　岡島　正純　広島市立安佐市民病院
副委員長　田中　信治　広島大学病院
委　　員　浅海　信也　福山市民病院
　　　　　有田　健一　広島県医師会
　　　　　池田　　聡　県立広島病院
　　　　　井谷　史嗣　福山市民病院
　　　　　井内　康輝　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　　大越　裕章　広島市立安佐市民病院
　　　　　岡　　志郎　広島大学病院
　　　　　岡本　志朗　呉共済病院
　　　　　小島　康知　広島市立広島市民病院
　　　　　小野川靖二　JA尾道総合病院
　　　　　小松　弘尚　JA廣島総合病院
　　　　　吉川　正哉　広島県医師会
　　　　　隅岡　正昭　県立広島病院
　　　　　武田　直也　広島県健康福祉局
　　　　　立本　直邦　市立三次中央病院
　　　　　田邊　和照　広島大学病院
　　　　　田利　　晶　広島赤十字・原爆病院
　　　　　津山　順子　広島県健康福祉局
　　　　　富安真紀子　安佐北区総合福祉センター
　　　　　豊田　和広　東広島医療センター
　　　　　中原　雅浩　JA尾道総合病院
　　　　　二宮　基樹　広島市立広島市民病院
　　　　　檜谷　義美　広島県医師会
　　　　　檜井　孝夫　広島大学病院
　　　　　平林　直樹　広島市立安佐市民病院
　　　　　福田　敏勝　JA尾道総合病院
　　　　　水野　元夫　広島市立広島市民病院
　　　　　吉川　幸伸　呉医療センター
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Ⅰ．　は　じ　め　に

　厚生労働省による人口動態統計調査によると，平成
22 年の広島県における悪性新生物による死亡総数は
8,036 人であった。そのうち肺がんによる死亡は，
1,473 人（男性　1,039 人／女性　434 人）18.3％で
あり，男女を通じて最も死亡人数の多いがんであっ
た。広島県地域がん登録データでは，平成 19 年の広
島県下の悪性新生物罹患者総数 18,786 人中，肺がん
罹患者数は 2,420 人（男性　1,647 人／女性　773
人）であり，45 歳以降からその患者数は増加してい
る。肺がん罹患者の臨床病期進行度をみると，手術
などで根治が可能と考えられる肺内限局型の肺がん
は 30.6％にとどまり，逆に遠隔転移を伴う肺がんは
34.3％に達している。肺がんの早期発見により，よ
り進行度の低い肺がんを治療することが治療成績の
向上，肺がん死亡率の低下には不可欠である。しか
し厚生労働省による平成 22 年度国民生活基礎調査に
よれば市町が行う肺がん検診受診率は 21.9％であり
全国平均 23.0 ％と比較しても低水準で，全国 33 位
の低さである。広島県には別に原爆検診が存在する
ことを差し引いても，肺がん検診低受診率は問題で
ある。本委員会では，県民のがんによる死亡率の減
少を図ることを目的として，平成 20 年 3 月に広島県
が策定した「広島県がん対策推進計画」の中で，が
ん医療推進方策の 1つの柱とされた「がん医療連携
体制の構築」を中心として検討を行い，肺がんにつ
いてその対策を進めてきた。

Ⅱ．　肺がん医療連携体制の推進にかかる 
取組状況

　広島県では平成 19 年度から，4疾病（がん，脳卒
中，急性心筋梗塞，糖尿病），5事業（救急医療，災
害医療，へき地医療，周産期医療，小児（救急）医
療）に関する医療連携体制の構築に向けた取組を段

肺がん医療連携推進特別委員会

（平成 23 年度）

肺 が ん の 医 療 連 携 体 制 の 構 築 に 向 け て

広島県地域保健対策協議会 肺がん医療連携推進特別委員会

委 員 長　岡田　守人

階的に進めている。この中で，「がん」に関しては，
まず 5大がん（胃がん，肺がん，大腸がん，肝が
ん，乳がん）の医療連携体制構築をめざし，肺がん
について平成 20 年度より肺がん医療連携推進特別委
員会において検討を開始した。肺がんは早期発見が
困難であり，その診断，治療にあたっては高水準の
医療提供体制を確保するとともに，各医療機関の機
能分担と連携が不可欠である。各医療機関の正確な
機能評価とそれに基づく役割分担を定めた「広島肺
がん医療ネットワーク」を策定し，随時改訂してい
る。現在は各医療機関を，①検診・検査施設，②診
断治療施設，③総合診断治療施設，④術後治療・経
過観察施設の 4つに分類し，それぞれに厳格な機能
基準を定めている。この基準を満たす医療機関を年
度ごとに審査し，広島県のホームページに最新情報
を掲載することにより広く県民に公表している（広
島がんネット）。

Ⅲ．　肺がん医療連携体制の構築 
　 ―地域連携パスの作成―

　肺がんの「検診・検査」から「術後治療・経過観
察」までの，医療施設の連携に基づく切れ目ない良
質な医療の提供を目指し，平成 22 年度には「地域連
携パス」として I期肺がん術後患者を対象とした「わ
たしの手帳」を作成し，広くその運用を開始した。
今年度はその運用実績から問題点を抽出し，「わたし
の手帳」内容を再検討し，より使用しやすい改訂版
を作成した。さらに今後は「地域連携パス」の対象
患者を拡大してゆくことを確認している。また胸部
CTにおいて経過観察が必要な患者を対象にした「わ
たしの検査手帳」を作成し，配布予定である。

Ⅳ．　肺がん早期発見に向けた取り組み

　肺がん死亡率減少を図るためには，禁煙の普及，
肺がん検診の受診推奨を行う必要があり，その取り
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広島肺がん医療ネットワーク　参加医療機関数
★県内：₁₂₀ 医療施設（延べ ₁₇₀ 施設） 平成 ₂₃ 年 ₄ 月 ₁ 日現在

二次医療圏
機能群の区分

広島 広島西 呉 広島
中央 尾三 福山

中央 備北 合計

検 診・検 査 施 設 ₃₄ ₂ ₆ ₇ ₁₀ ₁₃ ₁ ₇₃

診 断 治 療 施 設  ₂ ₀ ₂ ₁  ₃  ₃ ₁ ₁₂

総合診断治療施設  ₅ ₁ ₁ ₀  ₀  ₀ ₀  ₇

フォローアップ施設 ₃₁ ₂ ₉ ₅ ₁₀ ₁₉ ₂ ₇₈

組みの一つとして医療機関等に提示するポスターを
作製した。
　広島肺がん医療ネットワークの検診・検査施設の
受診対象者は，①高齢者・喫煙などの肺がん危険因
子を有する人，②咳・痰・血痰などの症状がある
人，③地方自治体による肺がん検診および職場検診
で異常を指摘された人のいずれかであり，そのよう
な対象者がまず検診・検査施設を受診しヘリカルCT

検査を受け，そこで異常がありと診断された人が肺
がんの診断治療に進む。すなわち個人を対象とした
任意型の精密検査であるが，肺がん医療連携推進特

別委員会ではさらに，肺がんハイリスク患者集団な
どに対する低線量胸部 CTによる広島版 CT検診の
提唱を目指し，検討を重ねてきた。平成 24 年度から
は広島大学大学院放射線診断学の粟井和夫教授を中
心に「広島県肺がん早期発見体制検討ワーキンググ
ループ」を立ち上げ，広島県内の CT検診データの
調査，CT検診のためのマニュアル作成，最新論文
のレビュー，CT検診の cost benefit，risk benefitの
試算などを柱に検討を重ね，低線量胸部 CTによる
広島版 CT検診の実現を目指してゆく。
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広島県地域保健対策協議会 肺がん医療連携推進特別委員会
委員長　岡田　守人　広島大学原爆放射線医科学研究所
委　員　有田　健一　広島県医師会
　　　　粟井　和夫　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　石田　照佳　広島赤十字・原爆病院
　　　　井内　康輝　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　大橋　信之　大橋内科医院
　　　　奥崎　　健　三原市医師会病院
　　　　奥道　恒夫　国家公務員共済組合連合会吉島病院
　　　　川真田　修　尾道市立市民病院
　　　　北口　聡一　広島市立安佐市民病院
　　　　吉川　正哉　広島県医師会
　　　　妹尾　紀具　光輝病院
　　　　武田　直也　広島県健康福祉局
　　　　津山　順子　広島県健康福祉局
　　　　富安真紀子　安佐北区厚生部
　　　　永田　　靖　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　中野喜久雄　呉医療センター
　　　　服部　　登　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　檜谷　義美　広島県医師会
　　　　丸川　將臣　福山医療センター
　　　　宮田　義浩　広島大学原爆放射線医科学研究所
　　　　山下　芳典　呉医療センター
　　　　和田崎晃一　県立広島病院
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Ⅰ． は　じ　め　に

　近年，飛躍的な技術の進展により治療効果が向上
している放射線治療は現在，県内 21 施設で実施され
ているが，放射線治療専門医や医学物理士，放射線
治療専門技師，放射線治療専門看護師など専門ス
タッフの不足が指摘されている。手術，化学療法，
放射線療法を組み合わせた集学的治療により，がん
医療の均てん化を推進するためには，実施施設が限
定される放射線治療の専門スタッフの確保・育成と
ともに，高額な治療機器の効率的な運用なども含め
た総合的な対策が必要となっている。
　また，平成 26 年度には広島駅前に「高精度放射線
治療センター（仮称）」が開設予定である。本セン
ターを効率的に運用してゆくためには，全県レベル
での放射線治療連携体制の構築が喫緊の課題であ
る。（平成 26 年度中に「高精度放射線治療センター
（仮称）」が開設予定でしたが平成 27 年度中の開設予
定に変更となりました。（平成 24 年 9 月））

Ⅱ． 平成 23 年度の成果

　平成 23 年度には，平成 23 年 12 月 7 日と平成 24
年 2 月 6 日に合計 2回の特別委員会を開催し，県内
の放射線腫瘍医，医学物理士，診療放射線技師，放
射線治療専門看護師，医師会委員，県市事務方委員
が会合を行った。その中で，平成 22 年度に行った
「放射線治療に係る県内実態調査（表 1）（図 1）」を
解析し，今後の連携体制構築にむけての意見交換を

がん医療均てん化推進特別委員会

（平成 23 年度）

放 射 線 治 療 の 均 て ん 化 に む け て

広島県地域保健対策協議会 がん医療均てん化推進特別委員会

委 員 長　永田　　靖

行った。その中で，県内各施設における医学物理士
の定員化，放射線治療技師の専任化および放射線治
療担当看護師の専任化が重要課題として，今後の提
言に盛り込む方向で検討された。また医師不足のた
めの人材育成は元より，緊急時応援態勢整備の必要
性も指摘された。

Ⅲ． 今後にむけて

　今後の課題としては，がん医療の中で特に重要な
「県内どこにいても最適な治療を受けることができ
る」という均てん化の一層の推進に向け，放射線治
療に必要な人材の確保・育成の方策を明らかにする
とともに，高精度放射線治療センター（仮称）の運
用を視野に入れた各地域および県域における医療連
携体制の構築を図る必要がある。
　今後に予定している調査研究内容は，平成 23 年度
に特別委員会で実施した上記実態調査の解析結果に
基づき，より質の高い放射線治療の実現に向けた人
材の確保・育成方策の検討（放射線治療専門医，医
学物理士，専門看護師，専門技師），効率的な放射線
治療を実施するための県内医療施設間の連携体制の
あり方の検討を行う。
　最終的には，本委員会の調査研究の結果が今後，
大学，行政，医師会など県内関係者が具体的な取組
みを行うにあたり有効な示唆を与え成果が達成でき
るものとなるよう，実態を踏まえた具体性ある議
論・検討を進めてゆく。
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図 ₁　放射線治療に係る県内実態調査解析結果（数値データ）

Ⅰ．概要

１．調査目的

放射線治療を実施する医療施設の機能や体制及び治療の状況を把握，分析することにより，今後の効

　果的かつ効率的な放射線治療実施体制構築の参考とする。

２．調査対象

放射線治療を実施する広島県内の全ての医療施設　　21病院

３．調査方法

郵送による質問紙調査

４．調査内容

（１）　「日本放射線腫瘍学会（ＪＡＳＴＲＯ）」が実施した「全国放射線治療実態調査（構造調査）」

（2009年1月1日から2009年12月31日の治療実績等）の内容

（２）　（１）のほかに補足調査として，他施設との患者の紹介・受入や看護師等の配置状況，各病院に

　おける今後の治療方針等を調査

５．調査期日

平成22年12月6日～12月17日（回収期限）

６．回収状況

回収率　１００％（21病院/21病院）

Ⅱ．集計方法

　　調査結果の集計にあたっては，各病院の所在する二次保健医療圏ごとにまとめて集計している。

調査の概要・集計方法

放射線治療体制のあり方検討にかかる実態調査結果
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※平成22年国勢調査（速報）　平成22年10月1日現在

【2009年12月末時点】（単位：人）

医師（治療医）

8 3 あり 1

県計

30

7

広島 広島西 呉 広島中央 尾三 福山・府中 備北

圏域施設当人口

単位：千人

常勤 19 2 3 1 1 3 1

1.0 1.0 2.8

168,708

142,910

263,216

514,390

88,857

227,148

3非常勤 4

25.8治療専任度（FTE) 16.2 2.0

12

1.8 1.0

87,739

128,598

（1）

3尾三

福山・府中

備北

合計

（2）

（1）

4

1

（3）

広島中央 1227,148

96,868

2,860,769 21 （15）

96,868

放射線治療機器
を有する施設数

（がん診療連携拠点病院数）

広島

広島西

呉

（5）

（1）

（2）

人口※

単位：人

1,349,666 8

1

3

142,910

266,571

（参考）

放射線治療施設

放射線治療に係る人員体制

※治療専任度（FTE）：full time equivalent 放射線治療にどの程度の時間を割いているかを表す。

【2009年12月末時点】（単位：人）

※　常勤スタッフに限る。

－

1 21日本放射線腫瘍学会（JASTRO)認定医

日本放射線腫瘍学会認定技師等

日本看護協会認定がん看護専門看護師

222

1 3

8 1 5 1

15 1

尾三 福山・府中

3 2

備北 県計広島 広島西 呉 広島中央

13.3

8 3 あり 1

2.9

39

2

5

1.0

15

医学物理士

品質管理士

放射線治療担当
看護師

0.7

非常勤

1

75

41.4

12

8 14 3常勤 30 3 13 4

常勤 3 1

放射線技師 非常勤

治療専任度（FTE) 18.2 3.0 5.2 1.0 5.4

常勤 5 1 5

治療専任度（FTE) 1.0

1.6

常勤 17 1

1.0

4

非常勤

治療専任度（FTE)

2

1.2

1 1

7.4

1

0.1 0.2

7 7 2

治療専任度（FTE) 6.6 1.0 0.1 2.0 2.9

1非常勤 1

（参考）
常勤医の欠員

放射線治療に係る認定資格取得状況

表 ₁　放射線治療に係る県内実態調査解析結果（数値データ）
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【2009年1月1日～12月31日】（単位：人）

59

203

43

68

32

619

5,686

120

316

74

99

19

4,632

県計

4,725

5,856

福山・府中 備北

243 3

広島 広島西 呉 広島中央

2,604 220 482 149

尾三

335 762 173

3,302 285 578 183 409 891 208

3,150 285 561 183

2,528 220 465 149 335 762 173

409 890 208

97 2 21

87

19

53

39

172

29

70

73 1

43

585

23

12

15

3

8

15 19

20

組織内照射実人数

放射線治療全般

外部
照射治療

新規患者数

患者実人数

新規患者数

患者実人数

腔内照射実人数

腔内照射延べ件数

全身照射

（内）ミニ移植

術中照射

定位（脳）照射

小線源治療 組織内照射延べ件数

翼状片治療実人数

モールド治療・管腔内照射

前立腺ヨード治療

（再掲）特殊な
放射線治療 定位（体幹部）照射

IMRT照射

温熱療法併用照射

その他

放射線治療状況

【2009年12月31日現在】（単位：台）

4 1 24合計 10 1 3 1 4

1

2

2

1

5

8

7

15

16

10

2

1

1

県計

19

1

1

1

3 2

6

2

1

1

1

1

7

7

1

1

3 1

1

2

1

8 1 2 1

6 1 2

1

1
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3 3

1

2

1

尾三 福山・府中呉 広島中央 備北

11

2

広島 広島西

　（内）Dual energy以上

リニアック台数

（内）MLC width

（内）IMRT機能有り

マイクロトロン照射室

マイクロトロン

（内）その他位置照合システム

サイバーナイフ

ノバリス

オンコア

ガンマナイフ 1

トモセラピー

ベータトロン

（内）IGRT機能有り

（内）Focal System

（内）cone beam CT

（内）照射位置照合システム付

放射線照射装置の種類

※重複あり

【2009年1月1日～12月31日】（単位：人）

59

203

43

68

32

619

5,686

120

316

74

99

19

4,632

県計

4,725

5,856

福山・府中 備北

243 3

広島 広島西 呉 広島中央

2,604 220 482 149

尾三

335 762 173

3,302 285 578 183 409 891 208

3,150 285 561 183

2,528 220 465 149 335 762 173

409 890 208

97 2 21

87

19

53

39

172

29

70

73 1

43

585

23

12

15

3

8

15 19

20

組織内照射実人数

放射線治療全般

外部
照射治療

新規患者数

患者実人数

新規患者数

患者実人数

腔内照射実人数

腔内照射延べ件数

全身照射

（内）ミニ移植

術中照射

定位（脳）照射

小線源治療 組織内照射延べ件数

翼状片治療実人数

モールド治療・管腔内照射

前立腺ヨード治療

（再掲）特殊な
放射線治療 定位（体幹部）照射

IMRT照射

温熱療法併用照射

その他

放射線治療状況

【2009年12月31日現在】（単位：台）

4 1 24合計 10 1 3 1 4

1

2

2

1

5

8

7

15

16

10

2

1

1

県計

19

1

1

1

3 2

6

2

1

1

1

1

7

7

1

1

3 1

1

2

1

8 1 2 1

6 1 2

1

1

123

11

3 3

1

2

1

尾三 福山・府中呉 広島中央 備北

11

2

広島 広島西

　（内）Dual energy以上

リニアック台数

（内）MLC width

（内）IMRT機能有り

マイクロトロン照射室

マイクロトロン

（内）その他位置照合システム

サイバーナイフ

ノバリス

オンコア

ガンマナイフ 1

トモセラピー

ベータトロン

（内）IGRT機能有り

（内）Focal System

（内）cone beam CT

（内）照射位置照合システム付

放射線照射装置の種類

※重複あり
（　　）120



【2009年1月1日～12月31日】（単位：人）

5,048

370

201

60

24

172

39

333

232

510

1

3

2

56

407

259

1,128

1,074

1,159

3164 39 5 31

88

13

24

県計

247

福山・府中 備北

242 18 45 3 30

広島 広島西 呉 尾三広島中央

3 10 58 4

2742

14 35

7 64293

8

2

33

4

39

160

222

161

139

64

29

9

150

52

7

42

6

1

3

5

30190

638

555

168

160

36 56

47

187

13

61 18

30

37256

37

38

90

112

31 88 10

665 43 93 37 70肺癌・気管・縦隔腫瘍

　うち）肺

乳癌

肝・胆・膵癌

脳・脊髄腫瘍

頭頸部腫瘍

食道癌

造血器リンパ系腫瘍

皮膚・骨・軟部腫瘍

その他悪性腫瘍

良性疾患

胃・小腸・結腸・直腸癌

婦人科腫瘍

泌尿器系腫瘍

　うち）前立腺

（再掲）15歳以下の小児例

合計 1732,827 220 472 872149 335

172 13 17

156 4 12

37

23

8

2

79

62

27

13

9

4

19

7

77

62

17

7

2

5

放射線治療部門の原発巣別新規患者数

【2009年1月1日～12月31日】（単位：人）

【2009年1月1日～12月31日】（単位：人）

957

県計

809

福山・府中 備北

1,766

広島 広島西 呉 広島中央

合計

広島 301

患者数

脳転移

骨転移

459

94

広島西

呉

広島中央

尾三

福山・府中

備北

合計

3643034

435 340 65

36 16 20

5 62

81921012

9

69 58 11

150

4715

36

1521

29

766

同一圏域 別圏域

放射線治療機能のない施設からの紹介

67

患者数 同一圏域 別圏域

111

971 77 132 51

63402

315

103

尾三

16

54188

127

70

263

26

19 10 9 9

387 123

2114569

232 39 515

放射線治療実施施設からの紹介

放射線治療部門の脳・骨転移治療患者数

他施設からの紹介患者数
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【2009年1月1日～12月31日】（単位：人）

9

呉

広島中央

尾三 2 2

福山・府中

8

合計

8

8

患者数 同一圏域 別圏域

他の放射線治療施設への紹介

328 252 71

備北

13

9

広島 296 244 52

広島西

他施設への紹介患者数
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放射線治療分野の医療資源

広島

呉

広島中央

尾三

備北

施設数 8施設

治療機器 9台

（１台あたり患者数

289人/台）

医師 16.2人

技師 18.2人

物理士 1.0人

管理士 1.6人

施設数 1施設

治療機器 1台

（１台あたり患者数

173人/台）

医師 1.0人

技師 1.2人

物理士 -

管理士 0.2人

施設数 3施設

治療機器 3台

（１台あたり患者数

160人/台）

医師 1.8人

技師 5.2人

物理士 -

管理士 -

施設数 1施設

治療機器 1台

（１台あたり患者数

149人/台）

医師 1.0人

技師 1.0人

物理士 -

管理士 -

施設数 4施設

治療機器 4台

（１台あたり患者数

191人/台）

医師 2.8人

技師 7.4人

物理士 -

管理士 -

施設数 3施設

治療機器 3台

（１台あたり患者数

112人/台）

医師 1.0人

技師 5.4人

物理士 -

管理士 0.1人

施設数 1施設

治療機器 1台

（１台あたり患者数

220人/台）

医師 2.0人

技師 3.0人

物理士 -

管理士 -
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広島圏域
放射線治療新規患者数

2,604人

放射線治療新規患者数

（2009年）
～ ２００人

２０１人 ～ ４００人

４０１人 ～ ６００人

６０１人 ～ ８００人

備北圏域
放射線治療新規患者数

173人

福山・府中圏域
放射線治療新規患者数

762人

尾三圏域
放射線治療新規患者数

335人

広島中央圏域
放射線治療新規患者数

149人

広島西圏域
放射線治療新規患者数

220人

◆表の見かた◆

【施設数】

放射線治療実施施設数

【治療機器】

外部照射治療機器の台数

【１台あたり患者数】

外部照射治療機器1台あたりの放射線治

療患者数

【医師】

放射線治療従事医師数（FTE値）

※FTE値：full time equivalent 

（月）から（金）までの一週間のうち，午前

と午後を各0.1として計算。

【技師】

放射線治療従事放射線技師数（FTE値）

【物理士】

放射線治療従事医学物理士数（FTE値）

【管理士】

放射線治療従事品質管理士数（FTE値）

呉圏域
放射線治療新規患者数

482人

治
療
施
設

治
療
施
設

放射線治療分野における人員状況

広島

広島中央

尾三

備北広島圏域内の治療機器９台（患者180～360人/日）

に対する推奨人数

医師 技師 物理士（管理士） 看護師

推奨人数 9～18人 22～36人 4.5～7.2人 9人以上

人6.6人2.6人18.2人16.2FTE)  実数（

◆表の見かた◆

【推奨人数】

治療機器1台で通常治療を1日20人～

40人実施する場合に必要な人員。

医師：常勤放射線腫瘍医1名＋常勤医0

～1人

技師：専従（8割以上）3人～5人

物理士（管理士）：専従もしくは専任（5

割以上）1名

看護師：1名以上

「出展：強度変調放射線治療における

物理・技術的ガイドライン（日本放射線

腫瘍学会ＱＡ委員会作成）」

【実数】

放射線治療従事医師数（FTE値）

※FTE値：full time equivalent 

広島圏域
放射線治療実患者数

備北圏域
放射線治療実患者数

広島西圏域
放射線治療実患者数

広島中央圏域
放射線治療実患者数

呉圏域
放射線治療実患者数

尾三圏域
放射線治療実患者数

福山・府中圏域
放射線治療実患者数

広島西圏域内の治療機器１台（患者20～40人/日）

に対する推奨人数

医師 技師 物理士（管理士） 看護師

推奨人数 1～2人 2.4～4人 0.5～0.8人 1人以上

人1.0人 ー人3.0人2.0FTE)  実数（

呉圏域内の治療機器３台（患者60～120人/日）

に対する推奨人数

医師 技師 物理士（管理士） 看護師

推奨人数 3～6人 7.2～12人 1.5～2.4人 3人以上

人1.0人 ー人5.2人1.8FTE)  実数（

広島中央圏域内の治療機器１台（患者20～40人/日）

に対する推奨人数

医師 技師 物理士（管理士） 看護師

推奨人数 1～2人 2.4～4人 0.5～0.8人 1人以上

人0.1人 ー人1.0人1.0FTE)  実数（

尾三圏域内の治療機器３台（患者60～120人/日）

に対する推奨人数

医師 技師 物理士（管理士） 看護師

推奨人数 3～6人 7.2～12人 1.5～2.4人 3人以上

人2.0人0.1人5.4人1.0FTE)  実数（

福山・府中圏域内の治療機器４台（患者80～160人/日）

に対する推奨人数

医師 技師 物理士（管理士） 看護師

推奨人数 4～8人 9.6～16人 2.0～3.2人 4人以上

人2.9人 ー人7.4人2.8FTE)  実数（

備北圏域内の治療機器１台（患者20～40人/日）

に対する推奨人数

医師 技師 物理士（管理士） 看護師

推奨人数 1～2人 2.4～4人 0.5～0.8人 1人以上

人0.7人0.2人1.2人1.0FTE)  実数（

0

10

20

30

40

医師医師 技師 物理士・管理士 看護師

【人】 広島 推奨数

広島 実数

0

2

4

6

医師 技師 物理士・管理士 看護師

【人】 広島西 推奨数

広島西 実数

0
2
4
6
8

10
12
14

医師 技師 物理士・管理士 看護師

【人】

呉 推奨数 呉 実数

0

2

4

6

医師 技師 物理士・管理士 看護師

【人】

広島中央 推奨数

広島中央 実数

0
2
4
6
8

10
12
14

医師 技師 物理士・管理士 看護師

【人】 尾三 推奨数

尾三 実数

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18

医師 技師 物理士・管理士 看護師

【人】
福山・府中 推奨数

福山・府中 実数

0

2

4

6

医師 技師 物理士・管理士 看護師

【人】 備北 推奨数

備北 実数

図 ₁　放射線治療に係る県内実態調査解析結果（表データ）

放射線治療分野の医療資源

放射線治療分野における人員状況
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放射線治療部門の原発巣別新規患者(2009)

広島

呉

広島中央

尾三

脳・脊髄 156人

頭頸部 242人

食道 172人

肺・気管・縦隔 665人

乳 555人

肝・胆・膵 165人

胃・小腸大腸 160人

婦人科 160人

泌尿器 222人

リンパ 139人

皮膚・骨・軟部 29人

その他 9人

脳・脊髄 3人

頭頸部 3人

食道 8人

肺・気管・縦隔 37人

乳 47人

肝・胆・膵 5人

胃・小腸大腸 14人

婦人科 3人

泌尿器 19人

リンパ 2人

皮膚・骨・軟部 5人

その他 0人

脳・脊髄 10人

頭頸部 30人

食道 10人

肺・気管・縦隔 70人

乳 88人

肝・胆・膵 31人

胃・小腸大腸 35人

婦人科 9人

泌尿器 37人

リンパ 8人

皮膚・骨・軟部 2人

その他 2人

脳・脊髄 58人

頭頸部 42人

食道 31人

肺・気管・縦隔 190人

乳 256人

肝・胆・膵 56人

胃・小腸大腸 61人

婦人科 42人

泌尿器 79人

リンパ 27人

皮膚・骨・軟部 13人

その他 9人

脳・脊髄 12人

頭頸部 45人

食道 17人

肺・気管・縦隔 93人

乳 112人

肝・胆・膵 39人

胃・小腸大腸 38人

婦人科 7人

泌尿器 77人

リンパ 17人

皮膚・骨・軟部 7人

その他 4人

脳・脊髄 4人

頭頸部 18人

食道 13人

肺・気管・縦隔 43人

乳 64人

肝・胆・膵 4人

胃・小腸大腸 7人

婦人科 5人

泌尿器 52人

リンパ 8人

皮膚・骨・軟部 1人

その他 0人

脳・脊髄 4人

頭頸部 27人

食道 8人

肺・気管・縦隔 30人

乳 37人

肝・胆・膵 13人

胃・小腸大腸 18人

婦人科 6人

泌尿器 24人

リンパ 2人

皮膚・骨・軟部 3人

その他 0人

広島圏域
放射線治療新規患者数

2,604人

備北圏域
放射線治療新規患者数

173人

広島西圏域
放射線治療新規患者数

220人

広島中央圏域
放射線治療新規患者数

149人

呉圏域
放射線治療新規患者数

482人

尾三圏域
放射線治療新規患者数

335人

福山・府中圏域
放射線治療新規患者数

762人

◆表の見かた◆

放射線治療部門における「新患」と

して扱った患者数で2009年に照射録

カルテを作成し照射治療を行った患

者数。（外部照射及び小線源）

2008年以前に放射線治療を行い，

2009年になって再発・転移などで2回

目の放射線治療を受けた患者を除

放射線治療新規患者数

（2009年）
～ ２００人

２０１人 ～ ４００人

４０１人 ～ ６００人

６０１人 ～ ８００人
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他施設からの紹介状況（2009）
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呉
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尾三
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232
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ら, 39
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5
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設か

ら, 

11
実施

施設

から, 

26
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37件

◆表の見かた◆

放射線治療患者の他施設からの

紹介（受入）状況を表したもの。

紹介件数は，放射線治療のみを実

施したものをカウント。（外部照射及

び小線源）

【実施施設】

放射線治療の実施施設

【未実施施設】

放射線治療部門の原発巣別新規患者（2009）

他施設からの紹介状況（2009）
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他施設への紹介状況（2009）

広島

広島中央

尾三

広島

広島西

呉

広島中央

尾三
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備北
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別圏域, 

52

広島
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別圏

域, 2

尾三

２件

別圏

域, 8

備北

８件

同一

圏域, 

8

福山・府中

８件

◆表の見かた◆

放射線治療患者の他施設への紹

介状況を表したもの。

紹介件数は，放射線治療のみを実

施したものをカウント。（外部照射及

び小線源）

【同一圏域】

同じ圏域内にある治療施設へ紹介

【別圏域】

未集計

未集計

別圏

域, 9

広島西

9件

図 ₂　放射線治療に係る県内実態調査解析結果（表データ）

他施設からの紹介状況（2009）
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広島県地域保健対策協議会 がん医療均てん化推進特別委員会
委員長　永田　　靖　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
委　員　有田　健一　広島県医師会
　　　　伊東　　淳　安佐市民病院
　　　　岩波由美子　広島大学病院
　　　　大野　吉美　広島大学病院
　　　　加賀谷哲郎　広島市健康福祉局
　　　　影本　正之　広島市立広島市民病院
　　　　樫本　和樹　市立三次中央病院
　　　　柏戸　宏造　広島赤十字・原爆病院
　　　　吉川　正哉　広島県医師会
　　　　桐生　浩司　JA廣島総合病院
　　　　権丈　雅浩　広島大学病院
　　　　小林　　満　福山市民病院
　　　　高澤　信好　JA尾道総合病院
　　　　津山　順子　広島県健康福祉局
　　　　武田　直也　広島県健康福祉局
　　　　中島　健雄　広島大学病院
　　　　檜谷　義美　広島県医師会
　　　　藤田　和志　東広島医療センター
　　　　星　　正治　広島大学原爆放射線医科学研究所
　　　　山本　道法　呉医療センター
　　　　吉崎　　透　広島市立広島市民病院
　　　　和田崎晃一　県立広島病院

（　　）126



肝疾患医療連携推進特別委員会
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肝がん医療ネットワークによる医療連携体制について
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Ⅰ．　は　じ　め　に

　わが国の ₅大がんの一つである肝がんの ₈₀～₉₀％
は， B型肝炎ウイルス（HBV），C型肝炎ウイルス
（HCV）の持続感染を背景に発症することが知られ
ている。これまで本委員会の前身である肝炎対策専
門委員会において，検診による HBV，HCV感染者
の拾い上げ，専門医療機関への受診勧奨，慢性肝疾
患患者に対するインターフェロン（IFN）治療など
の受療勧奨などが行われ，一定の成果が得られてき
た。特に広島県内での肝炎治療ネットワークの作成
により IFN治療における病診連携はスムーズに行わ
れるようになり，また県内の肝炎診療レベルの均て
ん化の一助となっている。一方で肝がん診療につい
ては，その診断，治療の両面において，その考え
方・手技などに，各病院間で差異があり，この問題
を解決する必要があった。
　そこで今回，肝疾患医療連携推進特別委員会を新
たに立ち上げ，肝がん医療ネットワークを構成する
ことにより，肝炎・肝がん患者を包括的に診療する
体制を構築することを目指した。
₁．　肝がん医療連携体制における各施設の機能と
医療機能調査について

　HBV，HCV持続感染者または肝機能検査で持続的
に異常値を示す患者は，将来的に慢性肝炎→肝硬変
→肝がんを発症するリスクが高いため，これらの患
者は定期的に肝がん検診・検査の受検が必要となる
【検診・検査施設】。そこで肝がんの可能性ありと診
断された患者は，肝がんの精密診断と集学的治療が
できる施設に紹介されるべきである【診断・治療施
設】。また治療終了後しばらく経過観察が必要な患
者，肝がん治療後肝炎肝硬変治療が必要な患者，ま
た治療困難で緩和ケアが必要な患者などには適切な
治療後経過観察が必要となる【治療後経過観察施

肝疾患医療連携推進特別委員会

（平成 ₂₃ 年度）

肝がん医療ネットワークによる医療連携体制について

広島県地域保健対策協議会 肝疾患医療連携推進特別委員会

委 員 長　茶山　一彰

設】。肝がんの診断・治療については上記 ₃種類の機
能を有する施設が連携することにより，機能的な肝
がん診療ネットワークを構築できると考えられる
（資料 ₁-₁）。
　【検診・検査施設】は肝がんの検診・検査機能を有
し，肝がん高危険群の設定と適切な肝癌検診が可能
であり，肝炎ウイルス検診が可能で，適切な肝炎治
療が可能な施設である。このため，①腹部超音波検
査装置を有し，②肝炎，肝がん診療について，「日本
消化器病学会専門医」，「日本肝臓学会専門医」，「日
本医学放射線学会診断専門医」のいずれかの資格を
有する医師が勤務（常勤または非常勤）しており，
③ CT検査，MRI検査が可能である施設か，同検査
が左記の施設に委託可能な施設とした（その他の条
件は資料 ₁-₂ 参照）。
　【診断・治療施設】は肝がんの精密検査・確定診断
と集学的治療が実施可能な施設である。したがっ
て，①日本肝臓学会専門医，日本消化器外科学会消
化器外科専門医，日本医学放射線学会診断専門医が
常勤であること，②日本病理学会専門医，日本医学
放射線学会治療専門医が勤務（常勤または非常勤）
していること，③診断方法として，腹部超音波検査
（造影検査を含む），CT検査，MRI検査，腹部血管
造影が実施できること，④肝切除術，経皮的局所壊
死療法（エタノール注入療法，ラジオ波焼灼療法），
カテーテル療法のすべてが実施できること，⑤化学
療法，放射線療法，肝移植の適応を判断し，実施で
きるあるいは実施可能施設と連携できること，⑥専
門的緩和ケアチームを配置していること，⑦　適切
な肝炎肝硬変の治療ができること，以上を備えた施
設とした（その他の条件は資料 ₁-₂ 参照）。
　【治療後経過観察施設】は肝がん治療後の経過観
察，肝癌再発の定期検診，併存する肝炎・肝硬変を
対する治療が可能な施設，また肝がん治療後の療養
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支援に対応する施設である。本施設は「定期検査施
設」と「療養支援施設」のうち該当する施設を選択
する。「定期検査施設」は①【検診・検査施設】の要
件を満たし，②【診断・治療施設】と連携して「肝が
ん地域連携パス（診断治療施設が作成していれば）」
を用いて肝がん治療後の経過観察が可能な施設であ
り，「療養支援施設」は①ホスピス，緩和ケア病棟を
有するか，在宅診療支援診療所の届け出が行われ，
₂₄ 時間対応可能で，疼痛等に関する緩和ケアが実施
できる施設で，②担当医が緩和ケア研修を終了して
いることが条件となる（そのほかの条件は資料 ₁-₂
参照）。
　上記の条件を満たし「広島肝がん医療ネットワー
ク」各構成施設群に相当するか検討するため，平成
₂₃ 年 ₁₂ 月にネットワーク参加希望医療機関に対し
機能調査票を送付し，平成 ₂₄ 年 ₂～₃ 月に各参加施
設の評価を行い，平成 ₂₄ 年 ₃ 月 ₂₆ 日に行われた第
₂回肝疾患医療連携推進特別委員会で承認された
（資料 ₁-₃）。今後この肝がん医療ネットワークで慢
性肝疾患患者の診療が適切に行われていくことが望
まれる。
₂．　ひろしま肝疾患コーディネーター養成事業
　県および市町の保健師，「広島県肝疾患診療支援

ネットワーク専門医療機関」の看護師や民間企業の
健康管理担当者などを対象に，肝炎についての知識
を習得させ，肝炎患者等の適切な治療がコーディ
ネートできる者を養成することを目的とした。
　広島会場と福山会場と ₂会場で開催し，別紙のご
とく，講義と認定試験を実施し，試験合格者をひろ
しま肝疾患コーディネーターとして認定した。今後
コーディネーターによる保健指導のツールとして肝
炎患者支援手帳の作成を予定している（資料 ₂）。

Ⅱ．　お　わ　り　に

　C型肝炎に対する新規抗ウイルス剤，B型肝炎に
対するペグインターフェロン製剤，肝癌に対する新
規抗がん剤など，新規治療薬が次々上市されてい
る。適切な医療をすべての患者に均等に提供するた
めにシステム作りは急務である。そのために，今回
県域単位で「広島肝がん医療ネットワーク」を発足
させ，病診連携治療ネットワークの充実を図った，
より多くの患者の予後の改善にも，本ネットワーク
の確実な運用が必要である。またより多くの肝疾患
専門医療従事者を養成し，肝炎患者の支援を拡充に
つとめるなければならない。
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炎

，
肝

機
能

障
害

等
が

あ
る

場
合

，
肝

疾
患

専
門

医
療

施
設

と
連

携
し

，
こ

れ
ら

に
対

す
る

治
療

を
行

う
。

 

◆
肝

が
ん

の
精

密
検

査
及

び
確

定
診

断
を

行
う

。
 

◆
肝

が
ん

に
対

す
る

適
切

な
治

療
法

の
選

択
を

行
い

，
治

療
を

実
施

す
る

。
 

◆
集

学
的

治
療

を
実

施
す

る
。

 

◆
併

存
す

る
肝

炎
，

肝
硬

変
に

対
す

る
治

療
を

す
る

。
 

◆
肝

が
ん
治

療
後

の
経

過
観

察
を

す
る

。
 

◆
肝

が
ん
再

発
の

定
期

検
診

。
 

◆
併

存
す
る

肝
炎

，
肝

硬
変

に
対

す
る

治
療

を
す

る
。
 

◆
肝

が
ん
治

療
後

の
療

養
支

援
に

対
応

す
る
 

医 療 機 関 等 に 求 め ら れ る 事 項

 

■
 

①
，

②
の

い
ず

れ
か

を
満

た
し

て
い

る
。

 
①

 
腹

部
超

音
波

検
査

，
C

T
装

置
，

M
R

I
装

置
を

有
し

，
肝

炎
，

肝
が

ん
診

療
に

つ
い

て
一

定
資

格
を

有
す

る
医

師
（
※

）
が

勤
務

（
常

勤
又

は
非

常
勤

）
し

て
い

る
。

 
 ②

 
腹

部
超

音
波

装
置

を
有

し
，

肝
炎

，
肝

が
ん

診
療

に
つ

い
て

一
定

の
資

格
を

有
す

る
医

師
（
※

）
が

勤
務

（
常

勤
又

は
非

常
勤

）
し

て
お

り
，

C
T

検
査

，
M

R
I検

査
に

つ
い

て
は

，
上

記
の

①
施

設
に

委
託

可
能

で
あ

る
。

 
 ■

 
③

～
⑥

の
事

項
全

て
を

満
た

し
て

い
る

。
 

③
 

肝
が

ん
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

準
じ

て
，

肝
が

ん
高

危
険

群
を

設
定

し
，

定
期

的
肝

が
ん

検
 

診
と

し
て

，
腹

部
超

音
波

検
査

，
C

T
検

査
，

M
R

I
検

査
，

肝
腫

瘍
マ

ー
カ

ー
検

査
を

適
切

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

（
C

T
検

査
，

M
R

I
検

査
に

つ
い

て
は

，
上

記
①

施
設

に
外

部
委

託
も

可
能

）
。

ま
た

は
，

肝
疾

患
専

門
医

療
施

設
に

紹
介

ま
た

は
連

携
し

て
定

期
的

肝
が

ん
検

診
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

④
 

検
査

結
果

に
応

じ
て

，
適

切
に

肝
が

ん
診

断
治

療
施

設
と

連
携

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

⑤
 

併
存

す
る

ウ
イ

ル
ス

性
肝

炎
，

肝
機

能
障

害
等

が
あ

る
場

合
，

こ
れ

ら
に

対
す

る
治

療
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
は

，
肝

疾
患

専
門

医
療

施
設

に
紹

介
ま

た
は

連
携

し
て

治
療

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

 
⑥

 
検

診
・
検

査
受

診
者

数
と

結
果

に
つ

い
て

，
定

期
的

に
報

告
（
公

開
）
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
  （
※

）
日

本
消

化
器

病
学

会
専

門
医

，
日

本
肝

臓
学

会
専

門
医

，
日

本
医

学
放

射
線

学
会

診
断

専
門

医
の

い
ず

れ
か

と
す

る
。

 

■
 

以
下

の
項

目
を

全
て

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

，
一

般
的

機
能

の
⑤

，
⑧

に
つ

い
て

，
3

年
以

内
に

整
備

で
き

る
も

の
に

つ
い

て
は

，
「
暫

定
認

定
施

設
」
と

し
て

認
定

す
る

。
 

 【
一

般
的

機
能

】
 

①
 

肝
が

ん
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

準
拠

し
た

診
断

，
治

療
を

実
施

で
き

る
。

 
②

 
検

診
機

関
へ

の
精

密
検

査
結

果
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
等

を
実

施
し

，
が

ん
検

診
の

精
度

管
理

に
協

力
す

る
こ

と
。

 
③

 
他

の
診

断
治

療
施

設
，

治
療

後
経

過
観

察
施

設
と

診
療

情
報

や
治

療
計

画
を

共
有

す
 

る
な

ど
の

連
携

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。
 

④
 

地
域

が
ん

登
録

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 
 

⑤
 

が
ん

診
療

に
従

事
す

る
医

師
が

，
広

島
県

が
ん

対
策

推
進

計
画

に
基

づ
く
「
緩

和
ケ

ア
 

研
修

」
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

。
 

⑥
 

院
内

外
の

が
ん

患
者

及
び

そ
の

家
族

並
び

に
地

域
の

住
民

及
び

医
療

機
関

等
か

ら
の

 
相

談
等

に
対

応
す

る
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
を

整
備

し
て

い
る

こ
と

。
 

⑦
 

日
本

肝
臓

学
会

専
門

医
，

日
本

消
化

器
外

科
学

会
消

化
器

外
科

専
門

医
，

日
本

医
学

 
放

射
線

学
会

診
断

専
門

医
が

常
勤

で
あ

る
こ

と
。

 
⑧

 
日

本
病

理
学

会
専

門
医

，
日

本
医

学
放

射
線

学
会

治
療

専
門

医
が

，
勤

務
（
常

勤
又

は
非

常
勤

）
し

て
い

る
こ

と
。

 
⑨

 
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

に
対

応
で

き
る

こ
と

。
 

 【
診

断
機

能
】 

①
 

病
期

診
断

の
方

法
と

し
て

，
腹

部
超

音
波

検
査

（
造

影
検

査
を

含
む

）
，

Ｃ
Ｔ

検
査

，
Ｍ

Ｒ
Ｉ検

査
，

腹
部

血
管

造
影

が
実

施
で

き
る

こ
と

。
 

②
 

組
織

診
断

の
方

法
と

し
て

，
超

音
波

ガ
イ

ド
下

肝
腫

瘍
生

検
が

実
施

で
き

る
こ

と
。

 
③

 
病

理
診

断
医

が
勤

務
（
常

勤
又

は
非

常
勤

）
し

て
い

る
こ

と
。

 
 【
治

療
機

能
】 

①
 

肝
切

除
術

，
経

皮
的

局
所

壊
死

療
法

（
エ

タ
ノ

ー
ル

注
入

療
法

，
ラ

ジ
オ

波
焼

灼
療

法
）
，

カ
テ

ー
テ

ル
療

法
の

全
て

が
実

施
で

き
る

こ
と

。
 

②
 

化
学

療
法

，
放

射
線

療
法

，
肝

移
植

の
適

応
を

適
切

に
判

断
し

，
実

施
で

き
る

。
ま

た
は

，
実

施
可

能
施

設
と

連
携

で
き

る
。

 
③

 
肝

予
備

能
を

適
切

に
評

価
し

，
肝

炎
，

肝
硬

変
の

治
療

が
で

き
る

こ
と

。
 

④
 

専
門

的
な

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
を

配
置

し
て

い
る

こ
と

。
 

■
以

下
の

「
A

定
期

検
査

施
設

」
と

「
B

療
養

支
援

施
設

」
の

う
ち

，
該

当
す

る
施

設
を

選
択

す
る

。
 

 A
 

定
期

検
査

施
設

 
 

■
 

①
，

②
を

全
て

満
た

し
て

い
る

。
 

①
 

肝
が

ん
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

準
じ

て
，

肝
が

ん
治

療
後

の
経

過
観

察
を

行
い

，
適

切
に

肝
が

ん
診

断
治

療
施

設
等

と
診

療
情

報
や

治
療

計
画

を
共

有
し

，
連

携
可

能
な

ア
ま

た
は

イ
の

施
設

と
す

る
。

 
 

ア
 

検
診

・
検

査
施

設
の

基
準

を
満

た
す

施
設

 
イ

 
診

断
治

療
施

設
と

連
携

し
て

，
肝

が
ん

治
療

後
経

過
観

察
が

可
能

な
施

設
 

 ②
 

県
内

各
圏

域
に

お
け

る
診

断
治

療
施

設
が

，
肝

が
ん

に
関

す
る

地
域

連
携

パ
ス

を
整

備
し

て
い

る
場

合
は

，
そ

れ
を

用
い

て
術

後
治

療
・経

過
観

察
を

実
施

す
る

こ
と

。
 

 Ｂ
 

療
養

支
援

施
設

 
■

 
①

，
②

を
全

て
満

た
し

て
い

る
。

 
①

 
療

養
支

援
施

設
は

，
以

下
の

ア
ま

た
は

イ
の

施
設

と
す

る
。

 
ア

 
ホ

ス
ピ

ス
・
緩

和
ケ

ア
病

棟
を

有
し

て
い

る
 

イ
 

在
宅

診
療

支
援

診
療

所
の

届
け

出
が

行
わ

れ
て

お
り

，
24

時
間

対
応

可
能

な
在

宅
医

療
を

提
供

し
て

お
り

，
疼

痛
等

に
対

す
る

緩
和

ケ
ア

が
実

施
で

き
る

 
 

②
 

が
ん

診
療

に
従

事
す

る
医

師
が

，
広

島
県

が
ん

対
策

推
進

計
画

に
基

づ
く
「
緩

和
ケ

ア
研

修
」
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

，
認

定
初

年
度

か
ら

3
年

以
内

に
整

備
で

き
る

も
の

に
つ

い
て

は
，

「
暫

定
認

定
施

設
」
と

し
て

認
定

す
る

。
 

 
 

  

連 携

 

 
     

 

 
 

 
肝

炎
ウ

イ
ル

ス
陽

性
者

等
の

肝
が

ん
高

危
険

群
の

 
肝

が
ん

検
診

施
設

へ
の

受
診

 肝
が

ん
要
精

密
検

査
者

の
肝

が
ん

診
断

治
療

施
設

等
へ

の
受

診
 

●
医
療
施
設
間
に
お
け
る
診
療
情
報
・
治

療
計
画

の
共

有
（

退
院

後
の

緩
和

ケ
ア

を
含

む
）
 

資
料
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2
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二次
保健

医療圏
市町名

施設
種別

施設名 検診・検査施設 診断治療施設 治療後経過観察施設

中区 病院 医療法人あかね会　土谷総合病院 ○
中区 病院 医療法人社団曙会　シムラ病院 ○
中区 病院 中国電力株式会社　中電病院 ○ ○
中区 病院 国家公務員共済組合連合会　広島記念病院 ○ ○ ○
中区 病院 広島市立広島市民病院 ○ ○ ○
中区 病院 広島市立舟入病院 ○ ○
中区 病院 広島赤十字・原爆病院 ○
中区 病院 医療法人社団仁鷹会　たかの橋中央病院 ○ ○
中区 病院 医療法人社団ヤマナ会　広島生活習慣病・がん検診センター ○
中区 病院 広島逓信病院 ○ ○
中区 病院 国家公務員共済組合連合会　吉島病院 ○ ○
中区 診療所 医療法人医仁会　本通トータルヘルス内科クリニック ○
中区 診療所 医療法人　かいせいクリニック ○ ○
中区 診療所 医療法人つかさ会　高橋メディカルクリニック ○
中区 診療所 うさがわクリニック ○ ○
中区 診療所 サザンクリニック整形外科・内科 ○
中区 診療所 スサワ循環器科・内科 ○ ○
中区 診療所 なかむら内科クリニック ○ ○
中区 診療所 西田内科医院 ○
中区 診療所 医療法人えんじゅ会　肥後医院 ○
中区 診療所 医療法人財団愛人会　河村内科消化器クリニック ○
中区 診療所 医療法人誠愛会　中津井内科・胃腸科医院 ○
中区 診療所 松野内科医院 ○ ○
中区 診療所 広島原爆障害対策協議会　健康管理・増進センター ○
中区 診療所 島外科内科 ○
東区 病院 広島鉄道病院 ○ ○ ○
東区 病院 太田川病院 ○ ○
東区 病院 山崎病院 ○
東区 診療所 水入クリニック ○
東区 診療所 松野クリニック ○
東区 診療所 ぎおん牛田病院付属牛田クリニック ○
東区 診療所 医療法人社団　小畠クリニック ○
東区 診療所 外科胃腸科いとう医院 ○
東区 診療所 さくらクリニック ○
東区 診療所 広島ステーションクリニック ○
南区 病院 広島大学病院 ○ ○
南区 病院 県立広島病院 ○ ○ ○
南区 病院 広島厚生病院 ○ ○
南区 病院 真田病院 ○
南区 診療所 東雲クリニック ○ ○
南区 診療所 田村医院 ○
南区 診療所 藤元内科ファミリークリニック ○
南区 診療所 古川医院 ○ ○
南区 診療所 医療法人　おちうみ内科消化器科クリニック ○ ○
南区 診療所 医療法人社団　福原医院 ○
南区 診療所 竹本内科・眼科医院 ○
南区 診療所 医療法人社団　藤村医院 ○
南区 診療所 坪田内科 ○
南区 診療所 医療法人俊和会　岡田クリニック ○ ○
南区 診療所 医療法人　高杉外科・整形外科医院 ○ ○
南区 診療所 野島内科医院 ○
西区 病院 総合病院福島生協病院 ○ ○
西区 病院 広島パークヒル病院 ○
西区 病院 荒木脳神経外科病院 ○
西区 診療所 己斐杉本クリニック ○
西区 診療所 木村内科・消化器科 ○ ○
西区 診療所 山崎内科クリニック ○
西区 診療所 医療法人　川越内科胃腸科医院 ○
西区 診療所 医療法人　網岡内科医院 ○ ○
西区 診療所 わかばクリニック ○
西区 診療所 医療法人　川口クリニック ○

安佐南区 病院 広島医療生活協同組合　広島共立病院 ○ ○
安佐南区 病院 野村病院 ○ ○
安佐南区 病院 妹尾病院 ○ ○
安佐南区 病院 ぎおん牛田病院 ○
安佐南区 病院 さんよう水野病院 ○
安佐南区 診療所 医療法人フルライフ　かとう外科・胃腸科 ○
安佐南区 診療所 辰上内科医院  ○ ○
安佐南区 診療所 医療法人　クリニックいけだ ○
安佐南区 診療所 医療法人ユア・メディック　よりしま内科外科医院 ○
安佐南区 診療所 医療法人　辻外科内科クリニック ○
安佐南区 診療所 医療法人　地主クリニック ○
安佐南区 診療所 ヒノ井医院，ヒノ井外科医院 ○ ○
安佐南区 診療所 西医院 ○ ○
安佐南区 診療所 河毛クリニック ○
安佐南区 診療所 安佐在宅診療クリニック ○
安佐北区 病院 医療法人社団うすい会　高陽ニュータウン病院 ○
安佐北区 病院 広島市立安佐市民病院 ○ ○ ○

「広島肝がん医療ネットワーク」構成施設一覧
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安佐北区 診療所 医療法人　中西内科 ○
安佐北区 診療所 三田クリニック ○
安佐北区 診療所 医療法人社団　しみずクリニック ○
安佐北区 診療所 木ノ原内科小児科医院 ○
安佐北区 診療所 吉川医院 ○ ○
安佐北区 診療所 西廻クリニック ○
安佐北区 診療所 みつだ循環器科・内科 ○
安佐北区 診療所 二宮内科 ○
安佐北区 診療所 中岡内科 ○
安佐北区 診療所 はしもと内科胃腸科泌尿器科 ○
安芸区 病院 広島市医師会運営・安芸市民病院 ○
安芸区 病院 松石病院 ○ ○
安芸区 診療所 さなだ内科クリニック ○ ○
安芸区 診療所 たにクリニック ○ ○
安芸区 診療所 廣本クリニック ○ ○
安芸区 診療所 加藤内科胃腸科医院 ○
安芸区 診療所 あいクリニック ○
安芸区 診療所 中山内科医院 ○
安芸区 診療所 医療法人たくみ会　きむらクリニック ○
佐伯区 病院 医療法人社団一陽会　原田病院 ○ ○
佐伯区 病院 広島中央保健生活協同組合　生協さえき病院 ○
佐伯区 病院 五日市記念病院 ○ ○
佐伯区 診療所 こどい内科クリニック ○ ○
佐伯区 診療所 小松内科クリニック ○
佐伯区 診療所 医療法人　舛田内科・消化器科 ○
佐伯区 診療所 たかいしクリニック ○
安芸高田市 診療所 政永内科・まさなが歯科クリニック ○ ○
府中町 病院 マツダ株式会社　マツダ病院 ○ ○ ○
海田町 診療所 森原内科胃腸科医院 ○ ○
熊野町 診療所 在宅療養支援診療所　りんりんクリニック ○
熊野町 診療所 片山医院 ○
安芸太田町 病院 安芸太田病院 ○
北広島町 病院 医療法人社団慶寿会　千代田中央病院 ○
北広島町 病院 北広島町豊平病院 ○
大竹市 病院 独立行政法人　国立病院機構　　広島西医療センター ○ ○
大竹市 診療所 しまだファミリークリニック ○ ○
大竹市 診療所 医療法人社団　松前内科医院 ○
廿日市市 病院 廿日市記念病院 ○
廿日市市 病院 ＪＡ廣島総合病院 ○ ○ ○
廿日市市 診療所 網本内科消化器科医院 ○ ○
廿日市市 診療所 なかごう内科 ○
呉市 病院 独立行政法人労働者健康福祉機構　中国労災病院 ○ ○ ○
呉市 病院 独立行政法人国立病院機構　　呉医療センター ○
呉市 病院 呉芸南病院 ○
呉市 病院 医療法人社団永楽会　前田病院 ○ ○
呉市 病院 財団法人広島結核予防協会　　住吉浜病院 ○
呉市 病院 医療法人社団悠仁会　後藤病院 ○
呉市 病院 呉市医師会病院 ○
呉市 病院 医療法人せいざん　青山病院 ○ ○
呉市 病院 社会福祉法人恩賜財団広島県済生会　済生会呉病院 ○
呉市 病院 公立下蒲刈病院 ○
呉市 病院 国家公務員共済組合連合会　　呉共済病院 ○
呉市 診療所 呉記念クリニック ○ ○
呉市 診療所 医療法人晃全会　大宇根内科呼吸器科クリニック ○
呉市 診療所 医療法人社団あおぞら会　古屋内科クリニック ○
呉市 診療所 医療法人　佐々木内科・呼吸器科クリニック ○
呉市 診療所 大原内科・循環器科 ○
呉市 診療所 医療法人社団豊和会　豊田内科胃腸科 ○
呉市 診療所 岸槌医院 ○
呉市 診療所 医療法人　かわの内科胃腸科 ○ ○
呉市 診療所 医療法人社団　正岡クリニック ○
呉市 診療所 医療法人宗和会　ナベピアクリニック ○
呉市 診療所 医療法人　本田内科クリニック ○
呉市 診療所 城本内科医院 ○
呉市 診療所 医療法人社団なかしお内科クリニック ○
呉市 診療所 中島内科 ○
呉市 診療所 手島医院 ○
呉市 診療所 医療法人社団　松瀬医院 ○
呉市 診療所 医療法人　山下内科クリニック ○
呉市 診療所 医療法人社団たつき会　菅田医院 ○
呉市 診療所 姫野内科医院 ○ ○
呉市 診療所 谷口クリニック ○

江田島市 診療所 砂堀医院 ○
竹原市 診療所 医療法人社団　大貫内科医院 ○
竹原市 診療所 太田整形外科　おおた内科 ○ ○
東広島市 病院 木阪病院 ○ ○
東広島市 病院 医療法人好縁会　下山記念クリニック ○
東広島市 病院 医療法人社団樹章会　本永病院 ○ ○
東広島市 病院 井野口病院 ○ ○
東広島市 病院 康成病院 ○ ○
東広島市 病院 東広島記念病院 ○
東広島市 病院 独立行政法人国立病院機構　　東広島医療センター ○
東広島市 病院 県立安芸津病院 ○ ○
東広島市 診療所 寺家内科クリニック ○ ○
東広島市 診療所 医療法人社団　まきだクリニック ○
東広島市 診療所 医療法人社団伯栄会　のぞみ整形外科クリニック ○ ○
東広島市 診療所 医療法人社団　藤原医院 ○ ○
東広島市 診療所 医療法人　藤原内科医院 ○
東広島市 診療所 医療法人好縁会　下山記念クリニック ○
大崎上島町 診療所 医療法人社団　田村医院 ○ ○

広島

広島西

呉

広島中央

（　　）132



二次
保健
医療圏

市町名
施設
種別

施設名 検診・検査施設 診断治療施設 治療後経過観察施設

三原市 病院 須波宗斉会病院 ○ ○
三原市 病院 医療法人仁康会　本郷中央病院 ○
三原市 病院 医療法人杏仁会　松尾内科病院 ○ ○
三原市 病院 三原赤十字病院 ○ ○ ○
三原市 病院 社会医療法人里仁会　興生総合病院 ○
三原市 診療所 小園内科・循環器科 ○ ○
三原市 診療所 あさだ内科 ○ ○
尾道市 病院 山本病院 ○
尾道市 病院 ＪＡ尾道総合病院 ○ ○ ○
尾道市 病院 尾道市民病院 ○ ○
尾道市 病院 尾道市公立みつぎ総合病院 ○ ○
尾道市 病院 山本病院 ○
尾道市 診療所 医療法人社団　松本内科胃腸科医院 ○ ○
尾道市 診療所 医療法人　藤田内科医院 ○
尾道市 診療所 佐藤内科クリニック ○
尾道市 診療所 湯浅内科 ○
尾道市 診療所 医療法人社団　砂田内科 ○ ○
尾道市 診療所 高橋医院 ○
尾道市 診療所 おかはし内科医院 ○
尾道市 診療所 医療法人　たがしら医院 ○
尾道市 診療所 西医院 ○
尾道市 診療所 田辺クリニック ○
尾道市 診療所 米花医院 ○
福山市 病院 福山市民病院 ○ ○ ○
福山市 病院 独立行政法人国立病院機構　福山医療センター ○ ○ ○
福山市 病院 医療法人健応会　福山中央病院 ○ ○
福山市 病院 医療法人社団　玄同会小畠病院 ○ ○
福山市 病院 医療法人蒼生会　楠本病院 ○ ○
福山市 病院 医療法人慈生会　前原病院 ○ ○
福山市 病院 日本鋼管福山病院 ○ ○
福山市 病院 社会医療法人社団陽正会　寺岡記念病院 ○ ○
福山市 病院 医療法人Ｋ.Ｆ.会　福山青葉台病院 ○
福山市 病院 井上病院 ○ ○
福山市 病院 医療法人辰川会　山陽病院 ○ ○
福山市 病院 西福山病院 ○ ○
福山市 病院 医療法人東和会　小林病院 ○ ○
福山市 病院 医療法人社団健生会　いそだ病院 ○
福山市 病院 医療法人社団沼南会　沼隈病院 ○ ○
福山市 病院 脳神経センター大田記念病院 ○
福山市 病院 公立学校共済組合　中国中央病院 ○ ○
福山市 病院 医療法人定和会　神原病院 ○
福山市 診療所 小川胃腸科内科産婦人科医院 ○
福山市 診療所 徳永医院 ○
福山市 診療所 竹本内科循環器科 ○
福山市 診療所 もりかわ内科クリニック ○ ○
福山市 診療所 福山市民病院附属神辺診療所 ○ ○
福山市 診療所 医療法人　向田内科医院 ○
福山市 診療所 市役所通りクリニック ○ ○
福山市 診療所 うだ胃腸科内科外科クリニック ○
福山市 診療所 青景医院 ○
福山市 診療所 医療法人社団黎明会　さくらの丘クリニック ○
福山市 診療所 いしおか医院 ○ ○
福山市 診療所 こばたけ医院 ○
福山市 診療所 医療法人　よしたかクリニック ○
福山市 診療所 長外科胃腸科医院 ○
福山市 診療所 医療法人社団豊会　タカタ内科胃腸科 ○
福山市 診療所 森内科 ○
福山市 診療所 医療法人社団千心会　渡邉内科クリニック ○ ○
福山市 診療所 内藤クリニック ○
福山市 診療所 船町ふじおかクリニック ○
福山市 診療所 医療法人まこと会　クリニック和田 ○ ○
福山市 診療所 内海町いちかわ診療所 ○
福山市 診療所 医療法人まこと会　神辺内科 ○ ○
福山市 診療所 医療法人社団　片岡内科胃腸科医院 ○ ○
福山市 診療所 医療法人社団敬明会　佐藤胃腸科医院 ○ ○
福山市 診療所 進藤内科循環器科医院 ○
福山市 診療所 池田医院 ○ ○
福山市 診療所 さかい内科 ○ ○
福山市 診療所 有木医院 ○
福山市 診療所 小林医院 ○ ○
福山市 診療所 まが医院 ○ ○
福山市 診療所 医療法人すこやか会　森近内科 ○ ○
福山市 診療所 こじょう内科 ○
福山市 診療所 医療法人社団明健会　冨永内科医院 ○
福山市 診療所 宮崎胃腸科放射線科内科医院 ○
府中市 病院 地方独立行政法人府中市病院機構　府中北市民病院 ○ ○
府中市 診療所 医療法人　佐野内科医院 ○
府中市 診療所 医療法人社団慶正会　奥野内科医院 ○
三次市 病院 市立三次中央病院 ○ ○ ○
三次市 診療所 内科・外科　鳴戸医院 ○
三次市 診療所 岡崎医院 ○
庄原市 病院 総合病院庄原赤十字病院 ○ ○
庄原市 病院 医療法人社団増原会　東城病院 ○
庄原市 診療所 医療法人社団千手会　瀬尾医院 ○ ○
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平成２３年度ひろしま肝疾患コーディネーター養成講座実施結果 

 

平成２４年３月２６日 

広島県健康福祉局薬務課 

 

1 開催日時等 

広島会場  

日時：平成 23 年 10 月 24 日（月） 10：00～16：45   

場所：広島医師会館 

   福山会場 

     日時：平成 23 年 12 月 18 日（日） 10：00～16：45 

     場所：福山市市民参画センター 

 

2 講座内容等 

項目 時間 講師       

B 型肝炎 60 分 広島会場 広島大学病院 消化器・代謝内科  

講師 高橋祥一  

福山会場 JA 尾道総合病院 内科  

主任部長 天野始 

C 型肝炎 60 分 広島会場 広島大学病院 消化器・代謝内科  

講師 高橋祥一 

福山会場 福山市民病院  

副院長 坂口孝作 

肝硬変・肝がん 60 分 広島会場 広島大学病院 消化器・代謝内科  

講師 高橋祥一 

福山会場 独立行政法人国立病院機構福山医療 

センター  

内科医長 金吉俊彦 

ウイルス性肝炎

に関する疫学 

60 分  広島大学大学院 医歯薬総合研究科 

教授 田中純子 

肝疾患患者に対

する精神的ケア 

30 分 広島会場 広島大学病院 エイズ医療対策室  

臨床心理士 喜花伸子 

福山会場 福山市民病院 精神科・臨床腫瘍科  

臨床心理士 黒田理子 

広島県における

肝疾患施策 

30 分  広島県健康福祉局薬務課職員 

    

3 認定試験結果 

 広島会場 福山会場 合計 

受講者数 50 66 116 

合格者数（率） 47（94％） 58（88％） 105（91％） 

 

4 平成 24 年度の予定 

（1）広島県の事業として，次の講座を実施（広島及び福山会場） 

   ・新規養成講座（2日間） 

   ・今年度認定されたコーディネーターへの継続研修（半日） 

（2）コーディネーターによる保健指導のツールとしての肝炎患者支援手帳の作成 
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広島県地域保健対策協議会 肝疾患医療連携推進特別委員会
委員長　茶山　一彰　広島大学病院
委　員　相方　　浩　広島大学病院
　　　　相光　汐美　恒和会松石病院
　　　　荒木　康之　広島県医師会
　　　　板本　敏行　県立広島病院
　　　　井内　康輝　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　大段　秀樹　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　大林　諒人　JA尾道総合病院
　　　　柿沢　秀明　広島大学病院
　　　　北本　幹也　県立広島病院
　　　　吉川　正哉　広島県医師会
　　　　吉良　臣介　広島赤十字・原爆病院
　　　　高野　弘嗣　呉医療センター
　　　　小林　道男　小林医院
　　　　坂口　孝作　福山市民病院
　　　　高橋　祥一　広島大学病院
　　　　武田　直也　広島県健康福祉局
　　　　田代　裕尊　広島大学病院
　　　　田中　純子　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　津山　順子　広島県健康福祉局
　　　　中西　敏夫　市立三次中央病院
　　　　仲本　典正　広島県健康福祉局
　　　　中本　　稔　広島市健康福祉局
　　　　檜谷　義美　広島県医師会
　　　　堀江　正憲　広島県医師会
　　　　舛田　一成　舛田内科・消化器科
　　　　吉田　智郎　日本鋼管福山病院
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　本委員会の今年度の最も重要な事業は，平成 21 年
に行った“新型インフルエンザアンケート”を公表
することであった。このため，本委員会，特に広島
県（健康対策課），広島県医師会および広島大学（大
学院医歯薬保健学疫学・疾病制御学）が約 18 万件の
アンケートの入力，解析を精力的に進め，平成 23 年
度末に終了した。集計等作業に並行して，関連学会
での発表を行い，次年度発行予定の報告書作成につ
いても検討した。
　感染症対応については，国が推進している麻疹ワ
クチンの勧奨および県内で増加している日本紅斑熱
の注意喚起を行った。

Ⅰ．　委　　員　　会

₁）　第 ₁回：平成 ₂₃ 年 ₇ 月 ₂₅ 日
（1）平成 23 年度事業について
①県内発生が危惧される感染症の対策マニュア
ルの策定など
②新型インフルエンザアンケートに関すること
③熱帯感染症に関する県内検査体制の確立に関
すること
④広島県における麻しん対策の検討評価など

（2）新型インフルエンザに係るアンケート調査票
の集計結果について

（3）同上の学会等の発表について
（4）同上に関する講演会について

　健康危機管理対策専門委員会

（平成 23 年度）

健康危機管理対策専門委員会平成23年度報告書

広島県地域保健対策協議会 健康危機管理対策専門委員会

委 員 長　桑原　正雄

₂）　第 ₂回：平成 ₂₃ 年 ₁₁ 月 ₂₁ 日
（1）「広島県のつつが虫病と日本紅斑熱」のリーフ

レットの改訂について
（2）熱帯感染症対応マニュアルについて
　協議の結果，熱帯感染症対応マニュアルの作成につ
いては，広島県感染症・疾病管理センター（案）構想
での枠組みを見極めて，次年度に対応することにした。
（3）新型インフルエンザに係るアンケート調査票

の集計結果について
（4）新型インフルエンザに係るアンケート調査報

告書作成について

Ⅱ．　成　　果　　物

₁） 「広島県のつつが虫病と日本紅斑熱」のリーフ
レットを改訂した。

　県内西部にまで拡大し，死亡例も報告された日本
紅斑熱について，会員に再度注意喚起するために，
リーフレットを改訂した。広島県医師会速報（平成
24 年 4 月 5 日号）で会員へ周知するとともに，リー
フレットおよび調査票を配布した（資料 1）。

Ⅲ．　新型インフルエンザアンケートに 
関する報告

₁）　下記のごとく，各分野の全国学会などで報告
した。

　いずれの学会においても，アンケート数や内容に
おいて高く評価された。

学　　会　　名 開　催　日　時 演　　者

1 第 85 会日本感染症学会総会・学術講演会 平成 23 年 4 月 21 日・22 日
ザ・プリンスパークタワー東京

桑原正雄，松岡俊彦，堀江正憲，
横崎典哉，大毛宏喜，岸本益実，
横山　隆

2 第 25 回日本臨床内科医学会総会 平成 23 年 9 月 18 日・19 日
札幌コンベンションセンター

桑原正雄，松岡俊彦，堀江正憲，
横崎典哉，岸本益実，柳田実郎，
新田康郎，横山　隆，田中純子，
碓井静照
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　これらのうち，第 25 回日本臨床内科医学会の講演
要旨を広島県医師会速報（平成 23 年 10 月 15 日号）
に，第 64 回広島医学会総会のそれは広島医学 65 巻
2 号に掲載した（資料 2）。
　また，次項の感染症講演会で関係者へ報告した。

Ⅳ．感染症講演会

　平成 23年 8月 5日にリーガロイヤルホテル広島に
て開催した。参加者は 58 名。
　下記のごとく，①新型インフルエンザアンケート
の中間報告，②感染症サーベイランス，について，
情報共有を行った。
₁） 「新型インフルエンザに係るアンケート調査の

報告」　演者：桑原正雄（県立広島病院）
①一般用アンケート：50,398 枚，保護者用アン
ケート：128,271 枚を回収し，その中で，性
別，居住地域，年代のいずれかが無記入・不備
なものは除外とした。解析を行った総数は，
176,113 枚で，対広島県人口割合は 6.2％であっ
た。
②新型インフルエンザに罹ったと思ったときの行
動に対する設問では，罹患したと思ったのは小
児が多く，また，この大部分がかかりつけ医を
受診していた。
③新型インフルエンザの罹患者は，県内では，西
部，北部一部で 10 月には 10％を超し，その後
11 月頃から東部，北部で拡大してきた。また，
世代別では，中・高校生から流行が始まり，小
学生→幼児→成人→高齢者に拡大した傾向がう
かがえた。

④予防接種は，幼児や高齢者は高率に受けていた
が，若者の接種率は低かった。
⑤今回のアンケート調査からは，情報が多すぎる
ことや地域の実情と合わないことなどによる混
乱，また，予防に有効なワクチン接種率向上の
対策や接種場所などの検討を含め，地域での流
行に合わせた対策への必要性が示された。
₂）　「国立感染症情報センターで運営している学

校，保育園，避難所の各サーベイランスにつ
いて」　演者：安井良則（国立感染症研究所
感染症情報センター主任研究官）

①症候群サーベイランスは，医師の診断による感
染症のサーベイランスではなく，症状（発熱，
下痢，嘔吐など）をモニターすることによっ
て，発症者の状況の早期探知を図り，集団感染
や二次感染などの感染拡大による被害の早期対
策などを行うことを目的に，医療機関（電子カ
ルテ），薬局，学校，保育園，高齢者施設，救急
車搬送などからの情報を収集し，現在，学校欠
席者情報収集システムにおいては，13,358 校・
全学校の 28％（2011年 5月現在）が稼働してい
る。
②広島県内において，学校欠席者情報収集システ
ムの稼働市町は，一部導入として熊野町，尾道
市，東広島市となっている。また，保育園欠席
者・発症者情報収集システムでは，東広島市が
稼働中であった。
③出雲市では，症候群サーベイランスの結果を
ケーブルテレビで住民に公開している。

3 第 70 回日本公衆衛生学会総会 平成 23 年 10 月 19 日～21 日
秋田県民会館

岸本益実，堀江正憲，内藤雅夫，
村尾正治，松岡俊彦，田中純子

4 第 43 回日本小児感染症学会総会・学術集会 平成 23 年 10 月 29 日・30 日
岡山コンベンションセンター

堀江正憲，渡邉弘司，新田康郎，
永田　忠

5 第 17 回日本保育園保健学会総会 平成 23 年 11 月 12 日・13 日
岡山コンベンションセンター

新田康郎，渡邉弘司，永田　忠，
堀江正憲

6 第 64 回広島医学会総会 平成 23 年 11 月 13 日
広島医師会館 桑原正雄

7 第 9回日本予防医学会学術総会 平成 23 年 11 月 19 日・20 日
首都大学・東京荒川キャンパス

田中純子，桑原正雄，堀江正憲，
岸本益実，松岡俊彦，中本　稔，
佐々木昌弘

8 第 22 回日本疫学会学術総会 平成 24 年 1 月 26 日～28 日
学術総合センター・一橋記念講堂

田中純子，桑原正雄，堀江正憲，
岸本益実，松岡俊彦，佐々木昌弘
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資料 1

�������������������������日　�������認 �����（�����）���日（��）

「広島県のつつが虫病と日本紅斑熱」リーフレットの改訂について

広島県地域保健対策協議会
健康危機管理対策専門委員会

　つつが虫病、日本紅斑熱は、����で定め�れた����の�����になっており、診断した
医師は、直ちに最寄りの保健所に届け出ることとされています。
　日本紅斑熱については、�����に日本で発�されました。県内においても�����に初めて患者が確
認されて以降、������までに、合����（内��の�定��地は県�）の患者が確認されています。
患者の発生は、当初は県東部の沿岸部のみで報告されていましたが、最近では西部の沿岸部や島嶼部
などでも報告されるようになったため、このたび、広島県地域保健対策協議会健康危機管理対策専門
委員会で、リーフレットを改訂いたしました。
　また、確定診断につきまして、つつが虫病の血清抗体検査は、民間検査機関での検査が可能ですが、
日本紅斑熱については、広島県内では、県保健環境センターおよび広島市衛生研究所で血清抗体検査
と遺伝子検査（リケッチアＤＮＡの検出）が可能となっております。検査を依頼される場合は付録の
調査票をご使用下さいますようお願い申し上げます。

問い合わせ先
　広島県立総合技術研究所　保健環境センター　保健研究部
　ＴＥＬ：082‐255‐7131　�Ａ�：���‐���‐����

※広島市内の医療機関については、広島市健康福祉局保健部保健医療課（ＴＥＬ：���‐���‐����）�お
問い合せ下さい。

●調査票●リーフレット（裏）●リーフレット（表）
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広島県地域保健対策協議会 健康危機管理対策専門委員会
委員長　桑原　正雄　県立広島病院
委　員　市川　　徹　広島市立舟入病院
　　　　伊藤　　俊　広島県立総合技術研究所
　　　　大毛　宏喜　広島大学病院
　　　　吉川　正哉　広島県医師会
　　　　岸本　益実　広島県健康福祉局
　　　　坂口　剛正　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　下江　俊成　福山市民病院
　　　　田中　純子　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　近末　文彦　広島県西部保健所
　　　　内藤　雅夫　呉市保健所
　　　　中島浩一郎　庄原赤十字病院
　　　　永田　　忠　ながたこどもクリニック
　　　　中本　　稔　広島市健康福祉局
　　　　新田　康郎　新田小児科
　　　　檜谷　義美　広島県医師会
　　　　藤上　良寛　県立安芸津病院
　　　　堀江　正憲　広島県医師会
　　　　松岡　俊彦　広島県健康福祉局
　　　　村尾　正治　福山市保健所
　　　　柳田　実郎　広島県医師会
　　　　横崎　典哉　広島大学病院
　　　　横山　　隆　広島市医師会運営・安芸市民病院
　　　　渡辺　弘司　渡辺小児科循環器科クリニック
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あ　　と　　が　　き

　

　平成 23 年度における，広島県地域保健対策協議会の各委員会活動の集大成である「広島県地域保

健対策協議会平成 23 年度調査研究報告書」をお届けいたします。

　今年度の組織作りの基本方針としては

（1）急激に変化する保健・医療・福祉環境に対し的確に対応するため，効率的で機動性のある組

織にする。

（2）相互に関連する課題に対し，一体的・総合的に対応するため，可能な限り委員会・部会を統

合し，簡素な組織とする。

（3）限られた人材・予算・時間を有効に活用するため，関係委員会内にWGを設置し，弾力的な

運用とタイムリーな問題に対し，迅速に対応できる体制とする。

（4）設置するWGは年度当初それぞれの委員会で協議し，決定する。

に基づいて行いました。

　その結果，平成 23 年度の広島県地域保健対策協議会は，A.保健医療基本問題検討委員会を単独

とし，B.地域医療体制確保，C.健康づくり，D.疾病対策という 4つの大きなカテゴリーのもとで，

1委員会，6専門委員会，10 特別委員会という組織構成で事業を推進してまいりました。

　本年度は，医師の地域偏在・診療科偏在の解消に向けた調査研究を行うため「B01 医療従事者対

策専門委員会」を，医療関係者間での患者情報の共有について検討するため「C02 医薬品の適正使

用検討特別委員会」を，胃がん，大腸がんの医療連携体制構築のため「D02 胃がん・大腸がん医療

連携推進特別委員会」を新たに設置いたしました。

　各委員会それぞれが，県民が安心して暮らせる社会作りを目指すために，医療の実現，医療格差

の是正，国民の生命と健康を守るための重要な委員会であり，委員の皆様の活発な協議により大き

な成果が得られたものと確信しております。

　終わりに当たり，参画していただいた各委員会の委員長をはじめ委員の皆様のご協力・ご労苦に

深く感謝申し上げます。

　そして，この報告書に盛り込まれた成果や提言が，今後の行政施策に充分反映されるとともに，

関係機関において積極的に生かされることを祈念いたします。

　　　　平成 24 年 12 月

広島県医師会（地対協担当理事）

副 会 長　　檜　　谷　　義　　美
副 会 長　　豊　　田　　秀　　三
副 会 長　　桑　　原　　正　　雄
常任理事　　土　　手　　慶　　五
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広島県地域保健対策協議会
調査研究報告書
通 刊 第 43 号

平成24年12月 1 日

広島市西区観音本町1丁目1番1号
（広島医師会館内）

広島県地域保健対策協議会発行
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